
































武将転生王子！




織田信長、職業はアイドルです!?








妙見さゆり
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　艶あでやかな黒くろ髪かみの少年の寝顔があまりにも綺き麗れいで一瞬見み惚とれてしまう。

　お昼休み、お弁当を校舎から少し離れた中庭で食べようと思っていたひなたは、目的のベンチに寝転がる生徒を見下ろしていた。

「綺麗な子……」

　思わずこぼれた呟つぶやきに気がついたようで、寝転がっていた少年は目を覚ますや、素早く身を翻ひるがえしひなたの襟えり元もとをつかみあげた。

　突然の出来事に驚きの声をあげることもできず、ひなたはただ目を丸くする。

（な、何!?）

　我が身に起きた状況が全く理解できない。

　中等部の制服を大だい胆たんなほど着き崩くずした小柄な彼は、高校一年のひなたよりも背が低い。それなのに存在感がやけに大きい。

　とても印象的な少年だ。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろといわれる漆しつ黒こくの髪と可か愛わいらしいのによく整った顔立ちは、人目を惹ひきつける華はなやかさと同時に、どこか儚はかない空気をまとう。彼の周囲だけ色が違うかと思うほど、辺りから浮いている。

　まだ幼さを残す顔立ちの中、こちらを射抜いてくる力強い瞳が異い彩さいを放つ。

「どこの手の者だ！　上うえ杉すぎか武たけ田だか！」

「…………ええ!?」

　彼の言った意味がわからず、素すっ頓とん狂きような声が出てしまった。

　不ふ機き嫌げんを隠かくしもせずひなたに鋭するどい視線を投げていた彼が、ふいにハッと息を吞のんだ後にバツの悪そうな表情をして手を離す。

　勢いで体がグラリと傾き、肩下で切りそろえているひなたの髪が大きく揺ゆれる。

「ちっ、オレとしたことが……。おい、女。オレに二度と近寄るな」

　少し掠かすれた高い声で、それだけ言うとクルリと踵きびすを返して去っていってしまった。

　ほんの数十秒の出来事。

　呆あつ気けに取られたひなたはただ呆ぼう然ぜんと彼を見送り、しばらくしてからようやく我に返った。

「な、なんだったの？」

　見知らぬ年下の生徒にいきなり襟えり首くびを締め上げられ、絶ぜつ縁えん宣せん言げんをされてしまった。

「私、何かした!?」

　彼の消え去った方へと問いかけたが、もちろん返事が戻ってくることはなかった。

「弟と同じ歳としかな？　反抗期でピリピリしてるのかも。関わらないのが一番だよね」

　気を取り直し、改めてその場所に座りお弁当を広げた。

　本日のお弁当は月末恒例の味付けしたパンの耳オンリー弁当。

　到底人様の前では広げられない代しろ物ものだ。近所のパン屋でいただいてくる代金ゼロのありがたい食材に深く感謝し手を合わせ、もっさもっさと頰ほお張ばり始めた。
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　夏休みの最終日。平均的な学生ならば溜たまった宿題に追われて泣きそうになっているであろう日、ひなたは通っている飛鳥あすか野の学園の理事長室に呼び出されていた。

　高校に入学して約五カ月が過ぎんとしているが、理事長との接点などそうそうあるわけもなく、入学式の壇だん上じようで挨あい拶さつしていた姿くらいしか見たことはない。

　クーラーのよく効きいた理事長室は、半はん袖そででは肌はだ寒ざむさを覚えてしまう。

「君が百もも井いひなたさんだね、どうぞかけて」

　穏おだやかに話しかけてくる理事長は、いかにも上流階級の雰ふん囲い気きを漂ただよわせる紳しん士しだった。

　勧すすめられて座ったソファの座り心地はまるで包まれるような上質感で、慣なれない感覚にどうにも落ち着かずそわそわとしてしまう。

「急な呼び出しで申し訳ないね。百井さん、君に折り入って話がありまして」

　向き合う理事長の表情はどこか重たげで、ひなたは緊張する。

　飛鳥野学園は敷しき地ちが広く樹木が多い。

　だから窓の外では蟬せみがうるさく鳴いているはずなのに、ひなたには何も聞こえず、ただ身を硬かたくして固かた唾ずを吞のむ。

（急に呼び出されるなんてイヤな予感がする。……もしかして特とく待たい生せいの件とかかな。取り消しなんて言われたりしないよね……）

　冷や汗が背中に浮かぶ。

　ひなたの家は家計が苦しい。世せ間けん体ていを気にせずはっきりと言うのなら、貧びん乏ぼう、その一言に尽つきる。

　数年前、父の経営する会社が倒産して以来、父は体調を崩くずし、母のパート代とひなたのバイト代が家計の支えだ。

　高校進学も諦あきらめようと思っていたが、この飛鳥野学園の学費、制服、教科書、諸もろ々もろ全て無料という破格の特待生枠の募集を見つけ、一も二もなく受験した。しかも自転車で通える距離なのも、通学にお金をかけられないひなたにとっては大きなポイントだった。

　幸さいわい勉強ができたひなたは難なく特待生枠に合格し、無事高校に通うことができた。

　その特待生枠を取り消されたとしたら、学費の高いこの学校に在ざい籍せきし続けることは不可能で、そうなれば退学するしかない。人生の岐き路ろ、それも断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのギリギリの場所に立たされている心持ちで理事長の次の言葉を待つ。

「そんなに緊張しなくていいですよ、気楽にしてください」

　冷凍したバナナのようにピキンと固まっているひなたに、理事長は口元を緩ゆるめ、穏やかな声で告げた。

「実は君に、一つお願いがあるんです」

「……お願い……ですか？」

　なぜだろう。

　穏やかな理事長の口く調ちようと笑みにイヤな予感がしている。身の危険を本能が察さつ知ちしているような、何やらよくわからない危険信号を脳が発している。

　本能に従いさらに身構えたひなたに、理事長は笑顔のまま思わぬことを言い出した。

「特とく殊しゆ芸げい能のうクラスに転入していただきたいのですよ」

　理事長の告げた言葉に、ひなたは目を丸くして絶ぜつ句くした。

　飛鳥野学園には通称「Ｓクラス」と呼ばれる特殊芸能クラスがある。

　テレビで活躍する芸能人や、絵かい画が、音楽、ダンスなど様々な分野で活躍する芸術家やその才能のある生徒を集めているクラスで、校舎もひなたたちの通う普通科とは別になっている。

　Ｓクラスに在籍する彼らと普通科の生徒が接することは少ないが、「手紙渡しちゃった」とか「プレゼント渡したの」と騒さわぐ女子はいる。それも芸能人に興味のないひなたには全く縁えんのないことだが。

　そんな特殊なクラスへの転入をもちかけられてしまった。

　意い図とも意味もわからない。いくら理事長直じき々じきのお願いでも、あまりにも無茶な要望に、簡単にわかりましたと頷うなずけるはずもない。

「あの、そんな特殊なクラスにどうして私が入るのでしょうか。私にはなんの才能もないですし……」

　というより無理です、と続けたいのに、理事長はひなたの言葉など軽く受け流す。

「私はね、君の才能を見越してぜひお願いしたいと思っているんですよ、百井ひなたさん」

　ニコッと相手は柔やわらかく微笑ほほえむ。見事な紳士スマイルだ。

　どうやら懐かい柔じゆう作戦に出ているようだが、笑顔一つで安やす請うけ合あいできるはずもない。ここで押されてはいけないと、ひなたは扇せん風ぷう機きの首振り機能よりも盛大な角度で首を横に振る。

「いえいえ、絶対に無理です！　私、芸能とか芸術とか全くセンスないですし、そんなキラキラの方たちの中に入るなんて無理です！」

　叫さけんだひなたに、理事長は「わかっていますよ」と頷く。

「君に芸能活動は求めていないから大丈夫です。安心してください」

　それを聞いてホッとする。自分でも平へい々へい凡ぼん々ぼんで地味なタイプだと自覚しているだけに、絶対に芸能界など無理に決まっている。

「ではなんのために？」

　問いかけると、理事長はゴホンと重々しそうな咳せき払ばらいをしてから真ま面じ目めな口調で告げた。

「百井さん、君にはＳクラスに在籍している『Ｂビー・ＳＨＯＷシヨウＺズ』という二人組アイドルのお世話係をしていただきたいのです」

「アイドルのお世話係!?　私がですか？」

「今はまだ雑誌での活動があるくらいですが、結構人気も出始めているんですよ。私から見ても近年稀まれにみるほどの逸いつ材ざいです。彼らにはこれからもっと大きな舞台で活躍して欲しいと思っているのですがね……これがなかなか……クセのある子たちで、世話係の適任者が見つからなくて」

「それでなぜ私なんでしょうか？」

　高校の一生徒にアイドルの世話係を頼むなど、どう考えてもおかしな話ではないか。

　余計にいぶかしむひなたに、理事長はまたもや紳士スマイルを浮かべた。

「君は八人姉弟妹きようだいの長女ですよね」

「……はい」

「弟きよう妹だいの面倒をよく見るとご近所でも評判のお姉さんだそうで」

「はあ、まあ」

「そのお世話の才能を発はつ揮きしていただきたいのです」

「お世話の才能……ですか。でも、弟や妹とアイドルは全然違うと思いますし、難しいと思いますけど」

「君は特待生だよね？」

「うっ……はい」

　急にイヤな流れになった予感がする。理事長の上品なニコリ顔が、なぜかおどろおどろしく見えて仕方ない。秋田県の無形民みん俗ぞく文化財「なまはげ」のような恐怖を与えてくるのは気のせいだろうか。

「特待生であり続けるのは、なかなかに大変なことでしょうねぇ」

「う、はい」

「弟さんたちのお世話に家事もこなし、さらにアルバイトもして毎日忙しいでしょう。勉強時間もなかなか取れないと思います」

「……はい」

　あからさまに流れは悪くなっている。脅きよう迫はくを受けている気分だ。

　冷や汗をかき始めたひなたをじっと見つめてから、理事長は嚙かんで含めるように言った。

「この依頼を受けてくれるのならば、卒業するまで無条件で特待生待たい遇ぐうとしましょう」

「無条件ですか!?」

　食いつきすぎて思わず快適ソファから腰を浮かせてしまう。

　特待生の待遇を受け続けるには諸条件があった。

　まず学業はトップグループであること。そして、作文や音楽、芸術などどんな分野でもいいので卒業までにコンクールで賞を獲とることが義務となっていた。

　日々、バイトに勤いそしむひなたは勉強時間が取れないことも大変だったが、それ以上にコンクールで賞を獲ることへのプレッシャーが大きかったのだ。

（これはありがたい条件かも！）

　心がグラリと動き始める。その隙すきを理事長は見み逃のがさなかった。

「もし弟さんたちがうちの学園に入られるなら、彼らも無条件で特待生枠わくという特典もお付けしましょうか」

「えええ!?」

「それにこれは我が芸能事務所、飛鳥野スターズ企画のお仕事ですから、アルバイトとみなして充分なお給料もお支払いしますよ」

　その瞬間、ひなたは素早く立ち上がり、がっちりと理事長の手を握にぎりしめていた。

「よろしくお願いいたします。精一杯頑がん張ばらせていただきます！」

　交こう渉しようが成立した瞬間だった。

　強く握り合わせた手と手をゆさゆさと揺らし、理事長は満面の笑みで言い添える。

「一つだけ注意点がありまして。Ｓクラスの生徒は全員、歴史上の有名人の記憶を持って生まれてきた『ヒストリア』と呼ばれる子たちなのです。まあそういうわけで、みんなかなりクセがあるけどよろしくね」

「……ん？　あのちょっと今、意味がわからない言葉が」

　理事長が一体何を言っているのか皆かい目もく見けん当とうがつかない。ただこの先の話は聞かない方がいいかもしれないと本能が警告してきている。

　このまま何も聞かなかったことにしようと心を決めたひなただったが、理事長はニコニコしたまま勝手に話を進めた。

「まあ驚おどろかれるのも無理はないですね、まず『ヒストリア』についてご説明しましょう」

　もう一度座るように促うながされ、ひなたは仕方なく再び快適ソファに腰を下ろす。

「百井さんは聞いたことはないですか？　時折、生前の記憶を持つ人がいることを。有名なところでは、チベットの高こう僧そう、ダライ・ラマは亡なくなると世界中から彼の記憶を持つ子どもを捜さがし出し跡あと継つぎとします」

　その話は以前授業で聞いたことがあった。

　ダライ・ラマが使っていた日用品を言い当てたり、その子が知らないはずのことを覚えていたりする子どもが実際に存在すると歴史の先生が話していた。噓うそのような話だがちゃんと資料も見せてもらい、事実だと知った時はとても驚いたので鮮せん明めいに覚えていた。

「生まれ変わりのことでしょうか？」

「そうですね。生まれながらに記憶を持っている人もいれば、何かのきっかけで思い出す人もいる。さらにほとんど記憶はなくても、過去の業績と同じことができてしまう人など、様々なパターンがあります」

「はあ」

　それ以外答えようがなく、ひなたの返事はぼんやりしたものになる。

「そして生前の記憶を持つ人の中でも、特に過去に偉い業ぎようを成した人物の記憶を持つ人のことを『ヒストリア』と呼ぶのです」

「過去の偉い人じん……ですか」

　にわかには信じられない話だけれど、ダライ・ラマの例もあるだけに、全くないとも言えない。

「一般的にはヒストリアのことはあまり知られていないと思います。今の時代、自分はナポレオンの生まれ変わりだと主張したとしても、変人扱いを受けるだけでしょう。有名であればあるほど誰も信じない。そのためヒストリアであることをほとんどの人は隠かくしています」

「なるほど……ですね」

　一応そう答えたけれど、実のところまだ理解できていない。けれど理事長の話は続く。

「私はね、『リスターズ計画』というものを立て、この学園に事務所を作りました」

「リスターズ、計画？」

「ええ。ヒストリアたちは過去に輝かがやかしい実績を築いた偉人の記憶を持っています。ですが、あまりにも強い過去の栄光は、輝きすぎて今の時代を生きる彼らを押し潰つぶしかねない。ですから今の人生も輝かせる、つまり再びスターに、との意味で『ＲＥ・ＳＴＡＲＳ』と銘めい打うって彼らの才能の後押しをしているのです」

　ほほう、と溜ため息いきを洩もらす。

（理事長、いい人なのかも）

　つまりヒストリアたちが現代を生きるための場を無私の心で作り上げているのだ。

　感心して話を聞いているひなたに、理事長は「ただし」と付け加えた。

「よからぬことに利用しようとする輩やからもいるのでヒストリアのことは内密にしておいてください。あくまでもこの学園内でのみ、彼らは自由であるという意味ですので。彼らにもそれは重々説明していますがね」

　ここまでの話には納得した。

　自分は有名人の生まれ変わりだなどと家族が言い始めたら、すぐさま病院に連れて行くだろうし、有名人であればあるほど噓くさく聞こえるだろう。外でそんな話をしてはいけないときつく言い含めるに違いない。だからヒストリアは知られていない。

　そしてもし本当に過去の偉人の生まれ変わりならば、厄やつ介かい事ごとに利用しようとする人が現れても不思議ではない。

（そんな人たちがＳクラスに？　本当に有名人の生まれ変わりなの？）

　言葉を失うひなたに、理事長は軽く頷く。

「信じられないという表情ですね。わかりますよ、私も自分がヒストリアでなければ信じられないと思ったでしょうからね」

「自分が、ということは、理事長にも誰か偉人の記憶が!?」

「はい、実は私は──」

　理事長の話を遮さえぎって部屋に据すえられている電話が鳴り響ひびく。

「ちょっと失礼します」

　理事長はソファから立ち上がり、机に置かれた受話器を上げる。

「はい、私です。……ああ、その件に関しては彼のマネージャーと話し合いを進めてまして……」

　話を始めた途と端たん、理事長室の扉とびらがノックされ、スーツを着た男が顔を出した。

「お話し中失礼します。テレビ関係の取り次ぎが来ていまして早急に処理をとのことで」

　スーツの男は理事長が電話中にもかかわらず、グイグイ割り込み理事長へ話しかける。

　理事長も電話で話しながら、自分の携帯電話を取り出してどこかに電話をかけ始め、すぐに相手に指示を出した。

「客が来たので、そちらの対応は頼むよ。代わりの者を向かわせるから」

　それだけを告げて携帯電話の通話を終えると、スーツの男に目配せをし、また受話器に向かう。

　スーツの男は理事長の目配せを受け、一礼して出て行ってしまった。

　やがて理事長が電話を終え、改めてひなたの向かいに座る。

「いや、急にバタバタして申し訳ありませんね。失礼しました。今のでわかったかもしれませんが……私は[image: ]戸皇子うまやどのみこのヒストリアなのです」

（[image: ]戸皇子……ってことは──）

「しょ、聖しよう徳とく太たい子しですか!?」

　聖徳太子といえば「十七条憲法」「冠かん位い十じゆう二に階かい」「法ほう隆りゆう寺じ建こん立りゆう」「仏教の推進」「小野おのの妹いも子この遣けん隋ずい使し」などなど、受験勉強で詰め込んだキーワードがずらずらと頭の中に並ぶ。

　彼が推すい古こ天てん皇のうの摂せつ政しように就ついた時の年号の語ご呂ろ合あわせ、「聖徳太子は五コツ九ク三さん（年）」もすぐに思い浮かぶ。

　まさか目の前の紳士的な理事長が、かの有名な聖徳太子のヒストリアだなんて、驚きすぎて目が点になってしまう。

　満足げに理事長はコクリと頷いた。

「そうです。私は十人までなら同時に話を聞くことができるのですよ。あ、十一人は無理なんですけどね」

　フフフと笑う理事長に、「聖徳太子が十人の話を同時に聞いたっていうエピソードは作り話ですよね？」と突っ込むと、理事長は一層笑みを深くする。

「信じるか信じないかは、あなた次第ですよ」

　どこかで聞いたことのある決め台詞ぜりふをドヤ顔でのたまった。

「まあそういう感じで、Ｓクラスの生徒もみんなヒストリアですので、少々クセがありますが、頑張ってくださいね」

「そういう感じと言われても、どういう感じかわかりませんが……」

　聖徳太子レベルの偉人がいるかと思うととても気軽に話せない。芸能人のいるクラスに入るだけでもハードルが高いのに、その上偉人の記憶を持つ人たちだなんて、想像もつかない。

「大丈夫、要は慣れですよ、慣れ。人は良くも悪くも慣れていくものです。驚きも悲しみも、憎にくしみも愛いとしさも、悪あしきことも……いずれ慣れていってしまうものです」

　しみじみと呟つぶやくように言った後、理事長はひなたにいくらか作ったような笑みを見せた。

「ちなみに百井さんが世話をする『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人は、一人が織お田だ信のぶ長ながでもう一人は伊だ達て政まさ宗むねのヒストリアです。武将ですから少々気が荒いかもしれませんが、なんとかお世話してくださいね。あ、あとこれが彼らの今後の予定や資料ですから明日までに目を通しておいてください。初対面でのお楽しみということで、彼らの写真は抜いておきましたけどね」

　理事長は笑顔のままとんでもないことを言い放ち、彼らの資料を押しつけてきた。

「ちょ……あの、待ってください！」と叫びをあげるひなたの肩を力強く叩く。

（武将とか、無理です!!）

　心で叫ぶひなたの顔色は、晴れ渡る爽さわやかな青空にも負けないほど真まっ青さおだった。
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　まだまだ憎らしいほど眩まぶしい夏の陽ひ射ざしが朝から降り注そそぐ九月一日。

　夏休み明けのけだるさと、久々の登校のざわめきに満ちる普通科とは全く違い、ひとけもなく静まり返っている特別校舎の廊ろう下かを、ひなたは担任に連れられてＳクラスへと歩いていた。

　新しい環境に飛び込むのは、いつだってドキドキしてしまうけれど、今日のドキドキはいつもの比ではない。

　飛鳥野学園は学校経営だけでなく、「飛鳥野スターズ企画」という芸能関係を主とする事務所も経営しており、今から向かう特殊芸能クラスには、そこに所属するアイドルや俳優、芸術分野で賞を獲っているような特別な生徒ばかりが集められていた。

　緊張してしまうのは致し方ないことだろう。

　その上、理事長曰いわく、彼らは歴史上の偉人の記憶を持っている『ヒストリア』と呼ばれる人たちだとか。

　まるでマンガの世界のようだ。今まで十六年間生きてきて、そんな人に出会ったことも聞いたこともない。

　理事長が聖徳太子のヒストリアだというのも、考えてみればどうにも胡う散さん臭くさい。

（それでも家計のため、弟たちのためにはやるしかないよね。食材レベルアップのためにも頑張るよ、お姉ちゃんは）

　Ｓクラスへの廊下を歩きながら、心の中で握にぎり拳こぶしを掲かかげ自分を鼓こ舞ぶする。そうでもしていないと、不安で今すぐ回れ右して帰りたくなってしまう。

　特別校舎の二階の南端にＳクラスの教室はあった。

　元々Ｓクラスの教室は一階にあったのだが、数年前、芸能界で活躍する生徒を見ようと普通科の学生が集まったり盗とう撮さつをする生徒が現れたりとかなり問題になり、それ以降二階の端部屋を使っている。

　若い男性の担任が、ガラリとＳクラスの扉を開き、それに続いて教室に入ったひなたは、思わず「わぁぁ」と小さく感かん嘆たんの声をあげてしまった。

　教室内に座っている生徒は六人しかいなかった。

　中学と高校の縦割り混合の少人数クラスだとは聞いていたけれど、それにしても教室内は見事にスカスカのバラバラだ。

　教きよう壇だんに立つ担任が「みなさん」と呼びかけた後にひなたを紹介する。

「今日は転入生がいます。普通科からＳクラスに転入してきた高校一年の百井ひなたさんです。みなさん、聞いていますか？　あの、みなさん転入生ですよ。ちょっとくらい先生の話を聞いて欲しいな……」

　担任の頼りない声は虚むなしく教室の後ろへと抜けていく。

　好きなように席に着いているのだろうか、一番後ろの席ではこちらにやけにいい笑顔を見せてくる男子が一人、真ん中では女子二人と小柄な男子がおしゃべりを続け、適当な距離を置いてポツンポツンと男子が二人それぞれ机に向かって何かをし続けている。芸能活動などの関係で欠席者が半分ほどいるらしいが、それにしても相当人数が少なく、その少数も先生の言葉を聞いている様子はない。

　担任は半なかばこの現状を諦めているのか、「百井さん、好きな席に座っていいですよ」と溜息交じりで投げやりに告げた。

「好きな席と言われても……」

　どれが空席でどれが欠席者の席なのかもわからず立ち尽くしていると、教室後方の扉がガラッと乱暴に開かれた。

　だらしなく着き崩くずした制服の生徒が教室に入って来た瞬間、室内の空気が張り詰めたようにピンとなる。隅すみの方に座る小柄な男子はビクリと肩を揺ゆらした。

　一番後ろの席の男子生徒だけが彼に向かって「遅ち刻こくだよ」と口元で笑う。

　入ってきたばかりの生徒の姿を見たひなたは、「あ！」と声をあげてしまった。

（あの子だ！）

　以前、中庭のベンチでいきなり失礼なことを言ってきた中学生だとすぐに気がついた。

　周囲を威い圧あつするような態度と存在感を放つ中等部の制服を着た生徒は、一度見たら忘れられない印象的な雰囲気を持っている。

　声をあげてしまったひなたを、彼はジロリと睨にらみつけ、一番後ろの席に座る男子生徒の隣にぞんざいに腰を下ろした。

　制服は以前見た時と同じように着崩してだらしない。だらしないというよりは、はだけているに近い。小こ柄がらで華きや奢しやなのに、その崩れた感じがやけにセクシーに映る。

「一いちヶが谷や君くん、遅刻ですよ」

　担任の声など無視して、教室を睥へい睨げいするような態度のまま隣の男子に問いかける。

「おい、我が城に踏ふみ込むあの女は何者だ」

（一ヶ谷……ってことは、彼が『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の一ヶ谷紫し苑おん君だ。って、城？）

　もらった資料にあった名前を頭の中でなぞる。

『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』は中学三年生の一ヶ谷紫苑と、高校二年生の十と瀬せ薫かおるの二人組だ。

　紫苑は、織田信長のヒストリア。

　そして彼の相棒、薫は伊達政宗のヒストリアだと聞いている。

　多分、紫苑の隣の男子生徒がその薫だろう。

「転入生だよ、紫苑」

　薫の見た目は優しげで華はなやかなイケメンだ。王子様と言われそうな、端たん正せいながらも柔にゆう和わな雰囲気を持っている。

　印象的な外見の薫だが、特に一番印象的なのは、柔らかそうな前髪で隠してはいるけれど、右目を眼がん帯たいで覆おおっているところだ。

　幼少時に病気で片目を失い隻せき眼がんだった伊達政宗のように彼も右目が失われているのか、単にコスプレなのか資料には何も書かれていなかった。

　薫の返事を聞いた紫苑の瞳がキュッと尖とがる。

「転入生だと？　……忍しのびの可能性もあるぞ。おい、おまえは誰のヒストリアだ」

　完全に疑いの目で見られている。
















（忍びって何!?　いつの時代の話？）

　理事長はヒストリアでも普通の口調だったし薫の言葉も普通そうなのに、紫苑だけはまだ戦国気分なのだろうか。

　先程から紫苑の言動がどうにも気になるけれど、それを指摘するような雰囲気ではない上に、誰も気にしていないようなので、それがこのクラスでは普通なのだろう。

　そんな紫苑はというと、幼さを残している姿とは裏腹に、他を圧倒するような威圧感でこちらを睨んでおり、叱しつ責せきを受けているような重さを感じてしまう。

　年齢に似合わない堂々たる態度に圧倒されながらも、ひなたは紫苑にしっかりと向き合う。

「私は理事長から『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のお世話係をするように言われてこのクラスに来ました。みなさんと違ってヒストリアではありませんが、よろしくお願いします」

　言った途端、紫苑が立ち上がり眉まゆを跳はね上げた。

「世話だと？　おまえはオレを愚ぐ弄ろうしてるのか？　ヒストリアでもない凡ぼん人じんにオレたちの世話が務つとまるはずがない。おまえの世話になどなるつもりはない、即刻出て行け」

　バッと片手を広げ拒絶の意を表す。強い語調の紫苑には人を従わせる力がある。

　押しつけられるような重たい拒絶を受けて、ひなたは困こん惑わくする。

（めちゃくちゃ拒絶されてしまって、上う手まくお世話できる気配がゼロです、理事長～）

　けれど家庭の事情を鑑かんがみるに、この好条件、そう簡単には投げ出せない。

　引き受けた以上、やり遂とげるしかない。家計のためにも。

「でも理事長から依頼されたことだから、私の一存でやめるわけにはいかないので──」

「口答えとは、胆きもの据わったことだな。オレに逆らってこの教室で無事に過ごせるとでも思っているのか？」

　ひなたの言葉を遮り、紫苑が腕組みをしたままで目を細める。

　生まれてこのかた、こんなに威圧されるのは初めてだ。

　ペラペラののしイカになってしまいそうな圧力がかけられ、ひなたの顔は強こわばる。

　詳細も知らされずに放り込まれてしまったことを恨うらむしかない。

（こ、ここでは信長様による圧政が敷かれているようですけど、理事長！　こんなことになっているなら教えておいてくださいよ）

　誰も言葉を発しない静かな教室の中、助け船を出してくれたのは、紫苑の隣の薫だった。

「紫苑、女の子には優しくしないと嫌われてしまうよ？　女の子は優しく慈いつくしめば慈しんだだけ薔ば薇らのような美しい大たい輪りんの花を咲かせてくれるんだから」

　それからひなたへ顔を向けると、優しげににこりと笑いかけた。

「君も怖がらなくていいからね。女の子にお世話されるなら僕は大だい歓かん迎げいだよ」

（やっぱり普通の話し方だ）

　言動が古めかしいのは紫苑だけのようだ。とにかく薫には拒絶されていないとわかり、ひなたはホッと胸を撫なで下ろす。

「百井ひなたです。今日から二人のお世話をさせていただきますのでよろしくお願いします」

「ひなたちゃんか、可か愛わいい名前だね。もうわかっているようだけど、僕は十瀬薫。よろしくね」

　薫の優しい声が嬉うれしくて、ひなたは小さく微笑む。

　すると隣に座る紫苑の顔がみるみる不ふ機き嫌げんになる。

「女、薫を気持ち悪い目で見るな。身の程を知れ」

「ええ？　そんな風に見ていませんけど」

「いいや、見ていた。理事長に認められたからと思い上がるなよ」

　嚙みつくような威い嚇かくをされてしまう。

（とりつく島もない状況です……もう帰ってもいいですか？　理事長……）

　切実に帰りたくなってきている。特待生の条件やお給料のことがなければ即刻撤てつ退たいしているだろう。

　どうしたらいいのかと困惑するひなたを庇かばうように、薫が紫苑の手をそっと引いた。

「紫苑、そんなに警けい戒かいしなくてもいいよ。あの理事長が決めたんだから問題ないよ」

「おまえは女に対して甘すぎる」

「女の子を大切に可愛がるのは僕のモットーだからね」

「……くだらないな」

　プイと拗すねたように紫苑が横を向いた途端、一人の女子が立ち上がり叫んだ。

「嫉しつ妬と！　これぞ嫉妬ならんや。なんともゆゆしきことぞ！　永遠と思われた二人の愛に試練の波が今まさに押し寄せなんとす！　ゆくへも知らぬ恋の道かな！」

「……は？」

　唐とう突とつに意味不明な言葉を叫び散らした女子へと視線を恐る恐る動かす。

　見てはいけないものがありそうな気はするが、見ずにはいられず顔を向ける。

　そこにはうっとりと空中を見つめながら顔面を緩ませるギャルがいた。

　可愛く巻いて二つくくりにアレンジした髪、耳にはピアス、綺き麗れいにネイルの施ほどこされた爪にばっちりメイクの、見た目の派手なギャルが、空中を見つめてニヤニヤ笑っている。

　さっきの古風な叫び（しかも意味不明）は、とてもギャルが言い放った言葉には思えない。見た目とのギャップが大きすぎる。

（こ、怖い……。今ここで何が起きているの？）

　魔物が彼女に取とり憑ついているのではないかと恐れたが、そんな彼女の後頭部を、隣に座る女子が手にしている扇せん子すで軽く叩いた。

「美み羽う、顔面が崩ほう壊かいしているわ。またよからぬ妄もう想そうを始めたんでしょ」

　彼女は細身で背が高く、キリリとした美び貌ぼうを持ち、艶つややかな黒くろ髪かみが肩から流れ落ちる様は、日本画のモデルのようだ。

　そんなことを考えていたひなたに、彼女は軽く肩をすくめ声をかけた。

「こっちの席にいらっしゃい。百井さんね？　私は平ひら泉いずみエマ、高三よ」

「は、はい」

　紫苑はもうそっぽを向き、転入生への興味は失せてしまったようだ。

（平泉エマ？　どこかで聞いた覚えがある名前……雑誌のモデルさんかな？）

　エマの名前を口の中で呟いてから彼女の席へと近寄ったひなたに、綺麗な唇くちびるをクッと引き上げたエマが手に持っていた扇子をサッと広げて口元を隠した。華やかな蓮はすの絵が描かれた扇子だ。

「あら、緊張しているの？　それは私が清せい少しよう納な言ごんのヒストリアだからかしら？」

「えええ、清少納言!?　それはすごい！」

　思わず叫んだひなたに、エマはさらに笑みを深める。

「あら、すごいだなんて」

　ふふっと扇子の奥で笑い、すぐに続けた。

「そんなありきたりな言葉じゃ不合格だわ」

「……不合格？」

「日本の文学史上に残る『枕まくらの草そう子し』の著ちよ者しやはこの私よ！　ご存ぞん知じ？」

「ご、ご存知です」

　閉じた扇子をこちらに突き刺すように向けてくるエマの迫力に気を吞まれてしまって返事がおかしくなった。

「しかも一昨年おととし、阿あ倉くら川かわ賞しようを最年少で受賞したのもこの私。知っているわよね？」

「ああああ！　そうだった！」

　高校生が権けん威いある阿倉川賞を受賞したニュースは、時事ネタに疎うといひなたでも覚えていた。その翌年にも彼女と同じ年齢の人が受賞して、二年連続で話題を呼んだことは鮮明に覚えている。それが目の前にいる彼女で、しかも清少納言のヒストリアだなんて、驚かずにはいられない。

　呆ぼう然ぜんとするひなたに、エマは高らかに告げた。

「そんな素晴らしい私を褒ほめるのならば、もっと気のきいた賛さん辞じでなくては。『香こう炉ろ峰ほうの雪のように美しい』くらいの教養は欲しいわね。はい、もう一度」

「コウロホウ……？」

「香炉峰というのは唐とうの国、現在の中国、廬ろ山ざんにある峰みねの一つで、唐代の詩人白はつ居きよ易い、つまり白はく楽らく天てんの詩が有名で、それを『枕草子』の中でも中ちゆう宮ぐう様とのやり取りの中で──」

　滔とう々とうと語り出すエマに戸と惑まどうひなたの腕を、キュッと一人の女子がつかむ。

　驚いて目を向けると、先程意味不明の言葉を叫んでいたギャルがひなたの腕にくっついていた。

「エマちゃんの蘊うん蓄ちくは長なごうございまする～。ドヤ顔で蘊蓄をひけらかすさまは平安の御み世よより変わられぬのが世の定めなりとて諦めんや☆」

「あの……意味が、ちょっと……」

　派手な見た目なのに口調がおかしすぎる。絶対におかしい。というか怖い。

「美羽、彼女はヒストリアじゃないって言ってるんだから、言葉を現代に戻しなさいよ」

　エマの注意を受けた彼女が、てへっと可愛く舌を出した。

「驚いた？　ごめんね～。あたしは美羽。安あん野の美羽、高二だよ。特技は誰でもなんでもカップリングできることでぇ、同人誌書くのが趣味なんだ～。滾たぎって興こう奮ふんしたりするとつい言葉が古くなっちゃうけど、よろしくねえ♡」

　ようやく普通に話してくれて安心する。見た目と話し方がずれていると、こんなにも居い心地ごこちが悪いのだと初めて知った。

「今はねぇ、薫君を取られるんじゃないかって紫苑君が嫉妬している妄想をしてしまって、ちょっと滾ってしまったのぉ。うううん、いとおかし！」

　言葉の最後がまたちょっと怪しくなった。

（も、妄想って……なんの話だろう）

　戸惑うひなたの背中に紫苑の鋭するどい声が飛ぶ。

「そこの腐くされ女、貴様の脳みそは完全に腐ふ乱らんしきっている。気持ちの悪い世よ迷まい事ごとを撒まき散ちらすな。朝から興きようが削そがれた。行くぞ、薫」

　ガタンと乱暴に椅い子すを蹴けり立てて紫苑が薫を引き連れ教室を出て行く。

　今さっき遅刻してきたのにもう抜け出していくなんて、どんな不良少年なのか。

　しかも誰一人として出て行く二人を止めない。こんな勝手をしていても、先生でさえも彼らを咎とがめはしない。

　どうやらクラスのヒエラルキーの頂点に君くん臨りんするのは一ヶ谷紫苑のようだ。

（それを私に世話せよと？　理事長～！　ハードル高いです!!）

　しばらく誰も口を開かない中、静せい寂じやくを破ったのは美羽だった。

「もう紫苑君ってば怖～い。でもあの偉えらそうな態度がショタに似合ってしまうから、いと美お味いし！　ひなたちゃんはもちろん薫君を取り戻すために追いかけるんでしょ？」

「いえいえ、追いません」

「遠えん慮りよしないで追いかけていいのよ？　恋しかるらん！」

（今追いかけたら確実に嫌われると思います）

　目を輝かせている美羽に、言い返すことはできなかった。

　エマが呆あきれたように彼らの去った扉を見ながらまた扇子で口元を隠しつつ溜息をつき、すぐにひなたへと視線を戻す。

「あなたも災さい難なんね、彼らのお世話係だなんて。特に一ヶ谷紫苑はいつもピリピリしてるわ。彼らに私たちのような雅みやびさを求めるのは無理なのよ。ああ、それから美羽は可愛いけど頭の中は相当腐っているから注意しなさいね」

　エマの最後の一言に、「美羽の脳内はあやしの森なのですぅ」とひなたの腕をつかんだままの美羽が笑った。

　理事長の言っていたことを思い返してしまう。

　──みんなかなりクセがあるけどよろしくね。

　なんて言っていたけれど、確かに相当クセのあるクラスだった。

「ウザイなあ」

　ボソッと小さな呟つぶやきが背後から聞こえ、振り返ると華奢で可愛らしい男子が座ってスマホをいじっていた。中学の制服を着ているが、かなり小柄だ。

「あの、百井ひなたです。よろしくお願いします」

　ペコッと頭を下げたひなたに、彼は目を合わすことなくスマホに向かって言った。

「さっき名前聞いた。二回も言うなんて君は脳みそ働いてないの？　ウザイ……よろしく」

「え、ご、ごめんなさい」

　何か怒らせてしまうようなことをしたのかと慌あわてて謝あやまったが、最後に「よろしく」と言ってくれたような気がして顔を上げる。しかし彼は相変わらずスマホに夢中だ。

　制服が大きいせいで指先だけをちょこんと覗のぞかせているのがとても愛らしいが、彼の画面を叩く指さばきは可愛らしさとは無縁の速さだった。

　エマが扇子で彼を指し示しながら紹介をしてくれる。

「この子は京きよう坂さか柚ゆず。有名な毒どく舌ぜつブロガーで結構毒を吐はくから気をつけて」

「毒舌、ブロガー？」

　聞いたことのないジャンルに意味がわからず首を傾かしげたひなたへと、柚が手にしているスマホを向けた。

「え？」

「君はのろまだね。見たければ見ればいいのに、グズ」

　突きつけるようにスマホをかざしてくる。これを読めということなのかなと、彼のスマホを覗き込んだひなたは、ザッと内容を流し読みして顔を引きつらせる。

　タイトルは『柑かん橘きつ系けいゆずの毒舌日記。毒舌至上主義、滅ほろびろ偽ぎ善ぜん、日ひ々び不ふ条じよう理り』といきなりのインパクトだ。

　そこに書かれているのは、新製品やテレビ番組、雑誌、マンガ、色々な物に対して毒舌の限りを尽くした感想だった。

（これって当事者が見たら怒らないのだろうか）

　心配してしまうほど毒舌だが、これがとてつもなく人気らしい。

　褒めそやすブログが多い中、本気でこき下ろすところが受けているとエマが教えてくるが、スマホもパソコンも持たないひなたには柚のブログの文字列が恐ろしい。

「フォローしたかったらさせてあげてもいい。僕のファンに凡人の君がなっても許す。でも早くエマちゃんの隣から離れてよ。そこは僕の場所。今後一切側に寄るな」

　彼の言葉に目を丸くしたひなたに、美羽がキャハッと可愛く笑う。

「柚ちゃんは普通の会話が苦手でつい毒舌になっちゃうけど本当は恥はずかしがり屋さんなのぉ。あと僕ぼくっ娘こなんだよ～、可愛いでしょ」

「恥ずかしがり屋……ですか？　あと僕っ娘ってなんでしょうか？」

「僕っ娘っていうのはね、男の子の言葉を使う女の子のことなんですぅ。可愛いでしょ～」

「ええええ!!　女の子!?　可愛いと思ったら、女の子だったんだ！」

　声をあげたひなたに、柚はむうっと膨ふくれっ面つらをする。

「うるさいしウザイ。可愛いとか言う君なんかここから消えてくれる？」

「あの、消えてって言われましたけど」

　エマに助けを求める視線を送ると、彼女はさらりと言い放った。

「それは照れている柚なりの社しや交こう辞じ令れいだから、気にしないでいいのよ」

「これが社交辞令ですか」

　社交辞令とはお付き合いを円えん滑かつにするためのリップサービスだと思っていたが、ここではどうにもニュアンスが違うようだ。

　円滑どころかガタガタのトゲトゲにさせる手段になっている。

　触るもの皆傷つけてまわる社交辞令はひなたにはレベルが高すぎたようだ。

「それから、柚は紀きの貫つら之ゆきのヒストリアで美羽は紫むらさき式しき部ぶのヒストリアなの。私たち合わせて平安三美人なのよ。おわかりでしょうけど、佇たたずまいが雅でしょう？」

「紀貫之に紫式部!!」

　紫式部はかの「源げん氏じ物もの語がたり」の著者。有名人中の有名人だし、紀貫之は「土と佐さ日につ記き」や「古こ今きん和わ歌か集しゆう」の撰せん者じやにして三さん十じゆう六ろつ歌か仙せんの一人でもある和歌の名手として有名な男性。

　あまりにも有名すぎる偉人たちに、ひなたは眩め暈まいがしそうになる。

　理事長から紫苑が織田信長で、薫は伊達政宗だと聞いた時の衝しよう撃げきは大きかったが、今はそれ以上にまた衝撃を受けている。

（しかも紀貫之、可愛い僕っ娘になってますよ！）

　彼の著書、「土佐日記」の有名な出だし文、「男もすなる日記というものを女もしてみむとてするなり（男がやってる日記ってやつ、女の私も書いてみようかな～）」と、女のフリをしたからこうなったのだろうか？　必ずしも同性に転生するわけではないようだ。

　それに紫式部は清少納言を嫌っていたと中学生の時、先生が余談で教えてくれたけれど、今のエマと美羽の仲は悪くなさそうに思える。

　美羽はエマの腰にギュッと抱きつきながら、「三人の名字を合わせると平へい安あん京きようになっちゃうのです～。可愛いでしょ！」とキャッキャうふふ状態だ。

　抱きつかれたエマは「くっつくんじゃないわよ」と迷惑そうではあるが、険悪ではない。

　仕えていた女によう御ごがライバル関係だったので二人もそうであっただけで、今は確かく執しつもないから仲なか違たがいする理由もないのかもしれないが、よくわからない。

　そんな二人を見る柚は苦虫を嚙み潰したような顔をしてイヤそうにしているが、ひなたにしたように牽けん制せいをしないのは、やはり平安時代仲間だからだろうか。

　つくづくヒストリアとは謎なぞだらけだ。

　ちらりと教室の隅に座っている二人の男子生徒に視線を投げる。

　一人はひょろりと細身で背が高く、奇き妙みような眼鏡めがねをかけて若じやつ干かんオッサンぽい雰囲気を放ちながら何かを熱心に作っている生徒と、もう一人は小柄でいかにも気弱そうに肩をすくめ小さくなりながら、ノートに絵を描いている中学生だった。

　この二人も誰か有名人のヒストリアのはず。

　こんな中で平々凡々の自分はやっていけるのかと挫くじけそうになったが、すぐに理事長と交わした交換条件を思い出し頰ほおを叩く。

「無条件特待生、お給料、弟妹無料……」

　呟けばお腹の底から力が湧わいてきた。

　とにかく頑張るしかない。

『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が上手く軌き道どうに乗れば、充分なお給料が約束されるのだ。

　相手が武将だろうがゴリラだろうがモアイ像だろうが、精一杯お世話いたしますと、ひなたは心に誓ちかった。
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　Ｓクラスに入って一週間が過ぎ、紫苑の遅刻にはもう慣れた。

　けれど今日の紫苑の姿を見て、ひなたは声をあげた。

「紫苑君、制服がドロドロ！　どうしたの？」

　いつも通りだらしなくはだけた制服のシャツもズボンも、どちらも盛大に泥どろで汚れている。何をすれば校内でこんなに汚れることがあるというのか。

　ひなたに指摘されて自分の姿を見下ろした紫苑が、ふん、と鼻息荒く笑う。

「普通科の寮りようの裏庭に、得え体たいのしれない大だい蛇じやのようなものが出ると噂うわさを聞いたからオレ様が真しん偽ぎを探さぐってきてやったんだ」

　──小学生？　と言いそうになり、すんでのところで口を閉ざす。

　飛鳥野学園には校内に寮があり、Ｓクラスの生徒の多くは寮生活をしている。

　Ｓクラスと普通科の寮はそれぞれ別の建物になっており、その裏はちょっとした森のように鬱うつ蒼そうと木々が広がっている。そこに入り込んで蛇を捜していたとは。

（やっぱり織田信長なんだ）

　織田信長も大蛇の噂を聞き及び、自みずから真冬に池に飛び込み捜したというエピソードを聞いたことがある。大蛇が好きなのか、もしくは純じゆん粋すいに好奇心が旺おう盛せいなのだろうか。

　どちらにしろ当時は織田家の跡継ぎという立場、今はアイドルという立場を理解してから行動して欲しいところだ。

「大蛇なら相当に大きな巣があるだろうが、そんなもの見つからなかった」

　つまらない、と呟く紫苑に近寄ったひなたは、自分の体操服を差し出した。

「泥汚れは乾かわかして叩き落としてからじゃないと洗えないから、まず制服を干さなきゃ。わ、袖のところが破れてる。ついでに繕つくろうからその間はとりあえずこれに着替えて」

「なんだこれは。おまえのものなど着られるか。このオレに似合いの服を持ってこい」

　ムッと唇を尖らせた紫苑がポイとひなたの体操服を机に放り出す。

「校内で私服はだめだよ。それに私の方が大きいから紫苑君なら着られるよ」

　ひなたは次の瞬間、自分が失言したことに気がつく。

　いきなり襟えり首くびをつかまれ壁かべ際ぎわに追い詰められたからだ。

「このオレが小さいとでも言うのか！　オレより背が高いだけでいい気になるな」

　すごい剣幕で叱しかられた。

（そこ気にしてたんだ！）

　どうやら背が低いことはコンプレックスだったようで、ギリギリと遠慮なく喉のど元もとを締めつけてくる。

「オレを愚弄するとは、死にたいのか！」

　状況としては女子の憧あこがれシチュエーションの壁ドンに近い。喉元さえ締め上げられていなければだが。

　間近に迫る紫苑の瞳に、「きゃっ、近い！」なんてドキッとする場面かもしれないが、今の場合あげるべきなのは「助けて！」の悲鳴の方だ。

　壁ドンで死にそうなほどときめく女子高生はいそうだが、文字通り死にかける女子高生はそうそういないと思われる。

「死にたくないですが、洗せん濯たくを……いえ、それより理事長からの伝言があります……」

　人生二回目の襟首捻ひねり上げの憂うき目めに遭あっているひなたは、洗濯の話は諦め別の話へと話題を変える。

「伝言だと？　なんだ早く言え」

　脅迫を受けている気分だ。そこに薫がのんびり口調で割って入ってくる。

「紫苑、脅おどしちゃダメだよ。女の子には優しく。ひなたちゃんは僕らのお世話をしに来てくれているんだから」

　甘く蕩とろけるような笑顔で紫苑の腕をやんわりと外してくれた。

　紫苑と違い、薫は優しい。物腰も柔らかく常に笑顔で王子様のような気品がある。ただ相変わらず前髪で右目の眼帯を隠しているのが中二病っぽく見える。

　彼の優しい仲ちゆう裁さいに感謝したいところだけれど、続く言葉が想像できてしまうのでひなたは薫から距離を取ろうとしたが、肩を素早く捕ほ獲かくされてしまった。

「ひなたちゃん、大丈夫？　僕の右側は君のためにあるから遠慮しないで側においで」

「あ、あの、放してください」

「肩だけじゃ物足りない？　もっと側にいたいってことかな？」

　抱きしめてこようとする薫をグイッと押し退のけるが、なかなか相手の腕は緩まない。

　多分、顔は真まっ赤かになっているはずで、もしかすると耳まで赤いかもしれない。

「赤くなってるひなたちゃん、可愛いね」

「赤くなってるのは、あの、免めん疫えきがないというか、その……ほんと、こういうの無理です」

　半分涙目になってしまう。

　これまでのひなたの思考の中は、お金の工く面めんと家事育児で占められており、異性との交流などは入り込む余地がなかった。いや、今も脳の大半は家庭のことで占められている。

　普通にクラスメイトとして話すことは問題ないが、薫のように甘い言葉をかけられると緊張して顔が熱くなる。

　自分の顔が赤いことを自覚しながら、気持ちを立て直すように強い口調で注意をする。

「あの！　アイドルとして特定の人とのお付き合いとか、ダメだと思います」

「心配してくれてありがとう。ひなたちゃんの嫉妬も可愛いね」

　女子の心を鷲わしづかみにしそうな甘い笑顔満面の薫に、顔のほてりはますます上昇するが、内心では深い溜息をこぼす。

　どこをどう取り違えれば「嫉妬」などというキーワードにたどり着くのだ。

（彼と話が通じません……）

　確かに精一杯お世話しますと心に誓った。

「でも一ミリも近づけません！　スーパーの激安セールでのおばさま方の壁よりも鉄てつ壁ぺき！」

　と、思わず叫んでしまう。

　この一週間、自分なりに頑張って接触してきたけれど、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人に全く近づける気がしない。これならばモアイ像と語らう方がよっぽど脈があるように思われた。

「お世話どころじゃない。今のままではお給料などもらえません……」

　切実な死活問題に、頭を抱かかえ悩むひなたに薫が甘い声で笑う。

「そんなに眉み間けんに皺しわを寄せていたら、可愛い顔が台無しだよ？　悩みなんか忘れて、僕ともっと楽しいことをしようよ」

「き、気軽に誘さそわないでください……そして威嚇しないでと紫苑君に言ってください」

　ひなたの切実な頼みに、薫はふふっと笑う。

「紫苑、ああ見えてすぐに怒るからなあ」

「ああ見えての使い方が間違っていると思います。見るからに怒りっぽいですよね」

「そう？　それより遊びに行こうよ、二人きりで」

　薫がとんでもない女たらしだということは、すぐに理解した。

　女子をすぐに口く説どこうとするし、それはひなたに対しても同じだ。何かにつけてすぐに誘いをかけてくる軽けい薄はくさに辟へき易えきする。何よりからかっているとわかっていても、いちいちドギマギしてしまう自分がイヤになる。

　紫苑とは違う意味で、全く近づけないでいた。

「私に遊ぶお金はびた一いち文もんありません。それなら食材を一品でも多く買いますので」

　ひなたの言葉に反応して、エマが素早く口を出す。

　本日彼女の口元を隠す扇子は、千ち鳥どり柄がらの粋いきな藍あい色いろだ。いくつ持っているのか、エマの扇子は日替わりで今のところ毎日違う。

「びた一文の『びた』は、鋳ちゆう造ぞうの悪い貨か幣へいのことで、いわゆる悪あく銭せんのことね。びた銭せんが鋳造され始めたのは室町時代の──」

　蘊蓄好きのエマの語りが始まるや、すかさず柚がひなたをじっとりと睨んでくる。

「エマちゃんに取り入るな、薄うすらハゲの凡人」

（……うん、慣れた。この毒舌には慣れてきた。今日は薄らハゲなんだね）

　あの手この手で繰り出してくる柚の毒舌に一週間で慣れてしまった。

　柚はエマを唯ゆい一いつ頼りにしているようで、常にべったりと側に寄り添い、エマに近寄る者なら、男でも女でも激しく毒舌で威嚇してくる。たとえ先生であろうと。例外は美羽だけだ。

　エマの歯はに衣きぬ着せぬ言い方や何者にも媚こびない態度、それに文学の才能を柚は尊敬しているようだ。それが高じてエマ以外の人間はクズにでも見えているのかもしれない。

　そんな二人を見て、美羽はいつもニヨニヨしている。

　脳内腐り気味の美羽だが、実は上うえ野の紫むらさきというペンネームで、エマの翌年に阿倉川賞を受賞して話題になったという実力の持ち主だ。

　しかし彼女自身は同人誌を書くことに情熱を燃やしており、出版社からは次回作を矢のように催さい促そくされているそうだが、馬ば耳じ東とう風ふうで自らの萌もえのままに同人誌作成をしている。

「あのね、あのね、本人たちには内緒なんだけど、『しおかお』が美羽的には一番お気に入りなんだぁ」

　普通の言葉をしゃべっている美羽ならなんとか話ができる。内容を気にしなければ、だが。

『しおかお』こと、紫苑と薫をモデルとした同人誌はもうシリーズ十冊目になり、人気シリーズだとか。彼らがモデルならさぞかし華やかな本なのだろう。

　そんな彼女の作る本は、同人誌ながら結構な売り上げがあり、通信販売も受け付け、すでに素人しろうとの域を超えつつある。

「いつでも言って～。ひなたちゃんにはプレゼントするよ～。薄い本だけどねっ」

（薄い本？　分ぶ厚あつくないってことなのかな？）

　その辺りの実情はよくわからないが、さすがに『源氏物語』の作者だけあって、「恋愛描写などは頭ず抜ぬけて上手い」と、少しだけ悔くやしそうにエマが言っていた。恋愛系に疎い自分には参考になるかもしれないので、いつか機会があれば読ませてもらおうとひなたも考えているところだ。

「じゃあ美羽ちゃんたちも一緒に遊ぼうよ。他にも友達誘ってくれてもいいよ～、女の子なら誰でも大歓迎だからね」

　薫が美羽に誘いをかけていると、凜りんと通る鋭い声が割って入った。

「薫、そんな女どもなど放っておけ、出るぞ」

　紫苑が教室の扉の前で薫を呼び寄せる。

　不機嫌に寄せられた眉、睨みつけてくる目が充分に威嚇してくるが、そんなことで家計問題が逼ひつ迫ぱくしているひなたは挫けない。

「あ、待って！　だから伝言なの。来週は延期になっていた雑誌のスチール撮さつ影えいが──」

　プイと教室を出て行く紫苑の後ろで、苦笑しつつ薫はヒラヒラと手を振った。

「待って！」と慌てるひなたに、ひょろりと背の高い男子学生が近寄り話しかけてくる。

「百井どの、しばし待たれよ。我が新製品、これを試すがいい。靴くつの裏につけて走ったならば、脚きやく力りよくがグンと強くなる発明品じゃ。わしはこれで特許を取るのじゃぞ、うん」

　彼は春はる木き遊ゆう太た。江戸時代の発明家として有名な平ひら賀が源げん内ないのヒストリアで、絶賛高三を留年中の十九歳。ＩＱは相当高く中学時代にはジュニア数学オリンピックで金メダルを獲った経歴を持つくせに、妙みような発明ばかりに打ち込み授業の課題はおろか、試験勉強をしないので、留年を余よ儀ぎなくされている。

　現在も教室で発明ばかりしており、自作らしき不ぶ格かつ好こうな眼鏡をかけ、見た目も言葉も大変古くさい。

　差し出す彼の手には、百円玉ほどの大きさの小さなバネらしきものが二つ載のっている。

「よいか？　これは電でん磁じ石しやくを活用した強力バネでのう、小さいが威い力りよくは保証する。靴裏に付けてスイッチを入れると……」

　説明しながら屈かがみ込み、無理やりひなたの靴の裏に貼はり付けた。

「さぁ、跳ねてみるがいい」

「え、今ですか？」

「そうじゃ。これで走ればバネの力で世界記録など簡単に抜けるぞ。彼らを追うならこれを使えばよい」

　試せ、試せと奇妙な眼鏡の奥の瞳が期待に満ちて告げている。

　キラッキラの純じゆん朴ぼくそうな瞳は案外押しが強い。

　断れそうになく、ひなたは仕方なくその場で軽く飛び跳ねてみた。

　──ガコッ!!

　天てん井じようで凄すごい音がした。

　いや、ひなたの頭が天井に激突したのだ。

「おお、飛びすぎ注意じゃな。すまない、すまない。電気エレキテルが強すぎたのか、バネが強いのか……まだ改良の余地ありじゃな」

　激突後、床に落ちてうずくまるひなたに、遊太は軽く謝りブツブツ呟きながら自席へと戻っていった。

（改良の余地じゃなく、全面的に危険です!!）

　叫びたいが、痛すぎて呻うめき声しか出てこない。

「だ……だい……じょうぶ？」

　頭を抱えて呻くひなたの心配をしてくれたのは、中学二年の冬ふゆ島しま青あお葉ば。

　線が細く華奢でまるで女の子のようだが、一応男の子だ。彼は室町時代に活躍した水すい墨ぼく画がの絵師、雪せつ舟しゆうのヒストリアだ。

　青葉は人とコミュニケーションを取ることが苦手のようで、誰とも一切目を合わさないし、自分から話しかけることもほとんどない。黒い髪は鬱うつ陶とうしいほど目にかかり、いつもノートに何かを書きつけ、言葉を発する際も、びっくりするほど声が小さい。

　雪舟の記憶はほとんどないらしく、いつも周囲を警戒するようにビクビクしている。

　特に紫苑が怖いようで、それがどうにも気に入らない紫苑の言葉は、青葉に向かう時に特に尖る。

「いちいちビクつくな。男ならばもう元げん服ぷくを迎える歳だ、いい加減しゃんとしろ」

　きつい口調で言われただけでこの世の終わりを見たような顔色になる青葉のことが、気の弱い末っ子の弟に見えてしまい、ひなたは庇わずにはいられなかった。

「そんなことを言っても一人一人個性があるんだから、きつく当たらないであげてよ」

「おまえは子どもを甘やかす母親か。そんなことではロクな大人にならないぞ」

　わがまま放題の紫苑の指摘だが、弟も妹も甘やかしている自覚があるひなたは言い返せなくなってしまう。

　そんなひなたにすっかり懐なついた青葉は常にひなたの後ろをカルガモの子どものようについて回るようになっていた。

「あの人……近寄らない方がいい……いつも変な発明品……人に試す。いつも失敗」

　今にも消え入りそうなほど小さな掠かすれ声で青葉が注意を促してくれるが、できればその忠告、もう少し早く聞きたかった。

　頭の芯しんまでズキズキしている。

　勝手に貼り付けられたバネを剝はがしたひなたは、ゴミ箱へと投げ入れようとしたが、染みついた貧びん乏ぼう性しようが捨てることを拒こばんだ。

「捨てるのはもったいない。何かで使えるかもしれないし、金属はお金になるしね」

　制服のポケットに押し込み、肩を落とす。

「前ぜん途と多た難なんすぎる……」

　Ｓクラスも、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』も。

　弟妹の世話には慣れているから、人のお世話は得意だと思っていたけれど、全然違っていた！

　──我が家の弟妹は、こんなに個性的じゃないよ!!
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　フラッシュが焚たかれる度たび、キラキラと光が舞っているように見える。

　周囲で眺ながめているスタッフたちの目の色を見ていれば、彼らも被写体となっている二人に夢中で見入っているのがわかる。

「素敵よ、二人とも！　もっとこっちに視線をちょうだい」

　カメラマンの鼻の穴が膨ふくらんでいる。

　髭ひげを生やしたおじさんだが、なぜか口く調ちようがオネェだ。

　今日はティーン向け雑誌に載のせてもらう『Ｂビー・ＳＨＯＷシヨウＺズ』紹介の写真撮さつ影えいをしている。

　飛鳥あすか野のスターズ企画には、もちろん営業もいれば所属するタレントや芸術家を管理するマネージャーもおり、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』にもマネージャーがいるのだが、他のタレントと兼任なので、今日はお世話係のひなた一人が彼らについてきている。

　結局撮影についての伝言を聞いてくれなかった紫し苑おんには薫かおるから伝えてもらった。

　理事長から業務用にとスマホを渡されたのだが、貧びん乏ぼう街かい道どうぶっちぎりのひなたにとってスマホはもちろん携帯電話など縁えんのない機械だったので、まだ使いこなすことができず、電話をかけることさえできないでいた。

　Ｓクラスでは一人ずつタブレットが与えられ、動画による授業を受け課題と試験をこなすことで授業単位が取れるようになっている。

　芸能活動で登校できない生徒でも仕事公欠と併あわせて所定の出席日数さえ満たせば卒業単位が取れるようになっているが、機器に疎うといひなたは、タブレットの扱いを最優先で覚えている最中で、スマホまでまだ手が回っていない。

（いい加減、使えるようにならないと）

　そうは考えるが、一番連絡を取りたい紫苑自身が、「こんな物でオレを縛しばれると思うな」といつもどこかにスマホを放置しているので、あまり意味がないようにも思えた。

　その紫苑だが、いつでもどこでも態度が変わらず、この撮影中も愛あい想そ笑わらいなど一切しないので、これで大丈夫なのかとハラハラしてしまう。

　けれど強い瞳でカメラを向く紫苑には確実にオーラがある。

　しなやかそうな華きや奢しやな体、半はん袖そでのシャツから伸びる細くもしっかりとした腕、少年の瑞みず々みずしさと不安定さが絶妙なバランスで内在する紫苑の肢し体たいは豹ひようを想像させる。

　隣の薫は育ちが良さそうな穏おだやかさと理知的で落ち着きのある空気感が彼を大人びて見せる。そんな薫の笑みはこれ以上ないほどの王子様スマイルだ。

　眼がん帯たいをして片目を隠かくしていることで、上品で優しげな容姿にミステリアスな要素が生まれ、ただのイケメンではない特別感が付与されている。もう一方の瞳も、きっと優しく微笑ほほえんでいるのだろうなと想像を搔かき立てられるのだ。

　紫苑の鋭するどさと薫の柔やわらかさ。ある意味正反対にも思えるアンバランスな二人が並べば、不思議にピタリと釣り合いが取れる。

（それにしても、武将二人だからＢＵＳＨＯＵをもじって『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』って、安直すぎるネーミングですよね、理事長）

　グループ名は理事長の案だ。聖しよう徳とく太たい子しといえどもネーミングセンスは微び妙みようのようだ。

「んんん！　紫苑君いいね！　幼い顔立ちなのに、その反逆者の瞳。ゾクゾクするわ！」

　恍こう惚こつの表情で叫さけんだカメラマンを紫苑はさらに強い瞳で睨にらみつける。

「うるさい、黙だまれ」

（紫苑く──ん！　もっと丁てい寧ねいな口調！　いやいや、口調とかいう以前に口のきき方どうにかしてよ!!）

　冷や汗を浮かべるひなたの心配をよそに、カメラマンは逞たくましい喉のど元もとを仰のけ反ぞらせた。

「あはははぁんん！　紫苑君の大物感オーラが素敵！　薫君はキラキラ王子様ね！　しなやかな体が、もうんんん美お味いしそうだわ」

　目の中にハートを盛大に飛び散らせながらカメラマンはひっきりなしにシャッターを切りまくる。

（この方……めちゃくちゃ濃こいんですけど）

　これまたとんでもないキャラの人が出てきた。

　こんな人がたくさんいるとすれば、芸能界とは恐ろしい場所だ。

　とんでもないところに足を踏ふみ入れてしまったと恐れるひなただったが、美味しそうだなどと言われた薫はカメラマンの不ふ穏おんな言葉など全く気にしていないようだ。

「ありがとうございます。あなたも素敵ですね」

　ニコッとカメラに向けて甘い笑みを浮かべると、隣に立っていたカメラマンのアシスタントの女性が「ふおぉぉぉ」と謎なぞの溜ため息いきをこぼす。

　甘い薫と鋭い紫苑。正反対の二人が上手く混ざり合い、絶妙な空気を作り出している。

　例えるならば、やみつきになる感覚。

　一度知ってしまったら、すぐにまた味わいたくなる、きっと誰でも。

（すごい……この二人の存在感、圧倒的）

　撮影スタジオの独特な雰ふん囲い気きの中で、ひなたは二人のオーラに吞のみ込まれる。

　──カリスマ。

　そう名づけるのが正しいだろう。

　それが織お田だ信のぶ長ながと伊だ達て政まさ宗むねという、今でも人々を魅み了りようする武将の持つものだとすれば、理事長が彼らをアイドルにしようと考えたのも納得できる。

　紫苑も薫も、過か酷こくな時代の中で上を目指し人々の上に立ってきた武将のヒストリアだけに、放つオーラは桁けた違ちがいだ。

　現在Ｓクラスに在籍している生徒には、売り出し中のイケメン俳優で源みなもとの義よし経つねのヒストリアと、彼の相棒、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいのヒストリアがガチムチタレントとして活躍中で、その二人もかなりのオーラを放っているが、ライトの中の紫苑たちのオーラも負けてはいない。

　他にもワールドワイドに活躍しているマジシャンは、平安時代の陰おん陽みよう師じ、安倍あべの晴せい明めいのヒストリアだ。しかし忙しい彼とはひなたはまだ会ったことがない。

　常つねに鳩はとを数羽引き連れ飛ばしまくるらしいので、いつか会えるのを楽しみにしている。

（周囲全部がヒストリアだと自分の方が異い端たんのような気がしてくる）

　最初は偉い人じんの記憶があるなんて突とつ拍ぴよう子しもないと思っていたが、今はそれが普通になりつつある。

　理事長に慣なれると言われた時は信じられなかったけれど、人はどんな状況でも慣れていくものだと実感する。

「は～い、お疲れ様！　いいのが撮れたわ！　チェックする？」

　撮影終了と同時にザワザワとスタジオ内が動き始める。

　あっという間に様々な機器類が撤てつ収しゆうされていく中、薫は愛想よく周囲へ頭を下げている。

「ありがとうございました。お疲れ様です」

　薫の笑顔に周囲のスタッフも自然と笑みがこぼれている。

「素敵だったよ、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』いいね」

「売れることを期待してるよ、頑がん張ばって！」

　好意的に声をかけてくれる中、カメラマンのアシスタント女性が鼻息荒く薫の手を取る。

「私、薫君のファンになる！　あなたならすごいスターになれるわ！」

「ありがとうございます。こんな美しいお姉さんに応援してもらえるなんて幸せです。ご期待に添えるよう頑張るので、売れたらデートしてくださいね」

　相変わらずの薫の応対だが、言われた彼女の鼻息が暴れ牛のように荒ぶった。

「きゃあああ！　お姉さん、なんでも買ってあげるぅ！　デートしましょぉぉぉう！」

　薫の本ほん領りよう発はつ揮きだ。ワイワイと盛り上がる中、紫苑がさも面倒そうに言い放つ。

「かまびすしい女どもめ、目め障ざわりだ」

「あ────っと！　失礼しましたっ！」

　ひなたは慌てて駆かけ出し、紫苑をがっちりと捕ほ獲かくする。

「なんだ、女。触るな」

「暴言はダメだよ！」

「オレに指図するつもりか」

　紫苑が文もん句くを垂れる前に、ひなたは周囲へペコペコ頭を下げる。

「お疲れ様です、今日はありがとうございましたぁ」

　できるだけ深く頭を下げ、大きな挨あい拶さつで「放さぬか！」と騒さわぐ声をかき消しつつ、彼を廊ろう下かへと連れ出した。

「紫苑君、この世界では礼れい儀ぎが全てと聞いているから、挨拶だけはちゃんとした方がいいよ。それに話し言葉も学校の外では──」

　言った途と端たん、グルンと床と天てんじ井ようが反転した。

　気づけば廊下に寝転がされ、転がるひなたの上に紫苑が馬乗りになっている。

「オレに指図をするな！　鳴かないホトトギスがどうなったのか……身を以もつて知りたいのか？」

　間近で放たれる紫苑の怒ど気きに、ひなたは言葉を失う。
















（……ホトトギス？　「鳴かぬなら　殺してしまえ　ホトトギス」ってやつ？　でもあれは後こう世せいの人の創作だよね？）

　織田信長が「鳴かぬなら　殺してしまえ　ホトトギス」

　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが「鳴かぬなら　鳴かせてみよう　ホトトギス」

　徳とく川がわ家いえ康やすが「鳴かぬなら　鳴くまで待とう　ホトトギス」

　自分に従わない人をどう扱うか、戦国時代の三人の武将の特性を詠よんだ句だが、もちろんこれは本人が詠んだわけはなく、後世の人の創作だ。

　エマがいたのなら、出しゆつ典てんや作られた時代などを詳しく教えてくれただろうが、今はそんなことを考えている場合ではない。

　紫苑の瞳の強さに圧倒され身動きができず組み伏せられたまま、ひなたはどう対応していいのか全く思いつかない。

　目を見開いて見上げるだけのひなたに対して、紫苑はなぜか一瞬悲しげな眼差しを見せ、しかしすぐに傲ごう然ぜんと言い放つ。

「オレは女でも容よう赦しやはしない。ずっとそうやって生きてきて、これからも変わらない。死にたくないならオレに近寄るな」

　見下ろしてくる紫苑の瞳の奥に、哀あい切せつに似た揺ゆらぎを見つけ、ひなたの感情が疼うずいた。

　どうして紫苑はこんなにも人を拒絶する態度を取り、辺りを威い嚇かくし続けるのだろうか。

　悲しげな瞳を奥深く押し込み、虚きよ勢せいを張っているように見える。

　まるで孤こ独どくな手負いの獣けものが、ピリピリと警けい戒かいして周囲に不信感を抱いだいているようだ。

　一瞬たりとも気を抜かずに生きていくのは、どれほど心を摩ま耗もうさせるか想像もつかない。

　一体、彼は今までどんな風に生きてきて、どんなことを感じて生きてきたのだろう。

　織田信長としての記憶は、一いちヶが谷や紫苑の中でどれほど影響を及ぼしているのか、ヒストリアではないひなたには知り得ない。

　紫苑は頑かたくなに厳いかめしい言葉を使い他人を退しりぞける態度を続ける。自みずから孤独を背負うように仕向けているみたいだ。

　それはヒストリアであることが理由なのだろうか。他のヒストリアの人たちはどのようなことを思い、どのように今を受け入れて生きているのだろう。

　もっと紫苑のこともヒストリアのことも理解したいと唐とう突とつに思う。

「私、紫苑君のことをもっと知りたい。だから威嚇しないで教えて。私もお世話係としてもっともっと勉強するから、歩み寄らせてよ」

「……なんだと？」

　急にそんなことを言い出したひなたに紫苑の手の力が緩ゆるむ。

「もっと二人と身近になりたい。二人を知りたいの。紫苑君を理解したい」

　しばらく驚おどろいたように目を見開いていた紫苑の瞳が、ふいに冷えた。

「戯ざれ言ごとか？　世話をすると言って近寄る者にロクな奴などいない。オレは誰も必要とはしない。だから──」

　紫苑の言葉を一つも聞き漏もらさぬようにと息を止めるひなたの緊張を、パンパンと手を叩く音が破った。

「はいはいお二人さん、こんなところでケンカしてないで帰るよ。廊下で取っ組み合いのケンカなんて、小学生でもしないよ」

　薫が側に立って笑っている。

「女の子に馬乗りなんてセクハラだよ、紫苑。訴うつたえられたら負けるからね」

「うるさい、黙れ薫。オレがこんな女に負けるはずがない」

　むうっと膨ふくれながら、薫の忠告に従いひなたの上から下りる。

「ひなたちゃん、大丈夫？　怪け我がをしていないか、僕が隅すみ々ずみまで調べてあげようか？」

「大丈夫です」

　紫苑が憮ぶ然ぜんとしながら立ち上がり、薫がひなたを立たせてくれる。

「ほら紫苑も謝あやまって」

「こんな女に謝る必要などない。このオレが怪我をさせるようなヘマなどするはずがない。とっとと帰るぞ、薫」

「怪我のことじゃなくて、女の子に対する態度のことを言ったんだけど……ごめんね、ひなたちゃん」

　仕方なさそうに苦笑した薫の、紫苑を見み遣やる目は柔らかく、弟を見守る兄のようだ。

　女の子に向ける瞳とは全く違う眼まな差ざしで、薫が紫苑のことを大切にしているのが伝わる。

「薫が謝る必要はない。こいつがオレに指図するから悪いんだ。生意気な女だ。おまえはしゃべるな、口を開けるな、息をするな」

　紫苑の悪あく態たいが、小三の弟と全く同じだったことにひなたは思わず噴き出してしまう。

「小学生レベルのセリフだよ、それ」

「笑うな、凡ぼん人じん女！」

　プイッと背中を向けさっさと歩き出した紫苑の背中を見送ってから、薫と顔を見合わせる。

「紫苑君怒っちゃいましたね」

　機き嫌げんを損そこねた紫苑だけれど、中学三年になるすぐ下の弟は、何を聞いても黙っていることが多いので、紫苑のように反発してくるのは、だんまりよりは扱いやすい。

　薫がひなたの隣でクスクスと楽しそうに笑う。

「あの紫苑とよく渡り合えたね。怖くないの？」

「渡り合えているというよりは怒られてばかりですけど。それでも紫苑君を怖いとは思ったことはないですよ。多分だけど、紫苑君は本気で人を傷つけるために力を使うような人ではない気がします」

　そう告げると、薫はなぜか安心したような柔らかい笑みを浮かべた。

「頼もしいね。僕は強い女の子が一番好きなんだ。ひなたちゃんを特別に好きになりそうだよ」

　またそんなセリフを恥はずかしげもなく不ふ意い打うちで言ってくるから、顔が一気に赤くなる。

「私にそんなことを言うなんて、薫君のストライクゾーンは相当広いですよ」

「ふっ、すぐに赤くなって本当に可か愛わいいね。この後、映画でも行かない？」

「百もも井い家けでは映画など宝くじが当たるような天てん変ぺん地ち異いがない限り行くことはないです」

「映画ってそんな大げさなものなの？　僕のおごりならどう？」

「は……いいえ、『タダより高いものはない』が我が家の家か訓くんなので、ごめんなさい」

「それは……素晴らしい矜きよう恃じだね。僕はちょっと悲しいけど」

　苦笑いする薫に、頑なすぎて申し訳なかったなと思いつつ話題を変える。

「紫苑君はアイドルの仕事をすることをどう思っているのでしょうか？」

「さあ、どうかな。でも本当にイヤならやらないんじゃない？」

　答えた薫の声はどこか冷ややかで、その横顔は硬かたい表情を見せていた。

　踏み込むべきではないところに触れてしまったのかもと、ひなたは慌てて頭を下げる。

「ごめんなさい、出過ぎたことを聞いてしまいました」

「謝るようなことじゃないよ」

　ふわりと笑いながらひなたの頭を撫なで、薫は控ひかえ室しつへと歩き始める。

　ひなたの心の中に一つ石が投げ込まれていた。

　中心に生まれた波は紋もんが一つ、また一つと輪を広げて、心にさざ波を生む。

　石はきっと聞きそびれた紫苑の話と薫の硬い表情の理由だ。

　紫苑の思いを知りたいと切実に願う。その願いが波紋を広げ、ひなたの心を占めていく。

　紫苑が一瞬だけ見せた悲しそうな瞳が心に焼きついて離れない。

　傲ごう慢まんで強い紫苑も綺き麗れいだけれど、あの瞳は何よりもひなたの心の奥底を震ふるわせた。

　誰も寄せつけずにいる紫苑の姿が、まるで手て負おいの野や獣じゆうのように思えてしまい、彼を放っておけず手を伸ばしたくなる。弟たちの無む邪じや気きさとあまりにも対照的な紫苑の姿に、ひなたの胸は痛む。そして紫苑の思いを知ることは、表情を強こわばらせた薫のためにもなるのではないかと思えた。

　けれど彼があの後に話そうとしていた言葉を、再び聞ける機会はもう来ないような気がしてひなたは溜息をこぼした。
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　九月の終わり、ひなたがＳクラスに入って一カ月が過ぎようとしていた。

　夏の終わりを告げる心地よい風が吹き抜ける昼休み、中庭のベンチで積み上げた本を読んでいたひなたの前を紫苑が通りかかった。

　本から顔を上げたひなたは、紫苑の姿に驚いて声をかける。

「紫苑君、腕に血がついてる！　それに袖が破れてるよ」

　深い傷ではないが、紫苑の腕には引っかいたような切り傷ができ、制服のシャツは見事に破れていた。

「あぁ、木の上の鳥の巣から雛ひなが落ちていたから、戻してやった。その時に枝にでも引っかけたんだろう」

「保健室に行った方がいいよ」

「ふん、こんなもの痛くもかゆくもないわ」

　事も無げに言う紫苑を、ひなたは無理やりベンチに座らせる。

「ちょっと待ってて」

　すぐにハンカチを濡ぬらしてきて紫苑の傷を綺麗にする。

「ちょっとした引っかき傷だ……よかったね。あ、シャツは縫ぬうから脱ぬいで」

「気にするな。こんなものまた買い換えればいい」

「冗じよう談だんはやめてよ。買い換える？　こんなものすぐに縫えるのに、買い換えるとか、許し難がたい行為だよ。はい脱いで」

「おまっ、何を！」

　ボタンも留めずに着ているシャツを追いはぎのようにむしり取ったひなたは、ポケットから携帯用の裁さい縫ほうセットを取り出し、針に糸を通す。

　Ｔシャツ姿になった紫苑は、唇くちびるを尖とがらせながらもさほど不ふ機き嫌げんではなさそうだ。

「おまえ……オレ様のものを強ごう奪だつするとは恐れ知らずだな」

「もったいないは日本の美学。無む駄だを省はぶく。贅ぜい沢たくは敵。その言葉の前においては何も恐れるものはないの」

「はっ、奇き妙みような女だな。貧乏もそこまで貫つらぬけば小こ気き味み好いいな」

　皮肉な笑顔ながら、笑った紫苑を初めて見てひなたは密ひそかに感動する。

（なんだか可愛い。いつも笑ってたらいいのに）

　しかし紫苑は笑みを収め、ひなたの横に積み上げられている本を一冊手に取り眉まゆをひそめる。

「なんだこれは。おまえはこんなものを読んでどうしたいんだ？」

「少しは紫苑君や薫君のことを知ることができるかなって思って。紫苑君たちのことを教えてって言ったけど、知りたいなら自分でもちゃんと調べなきゃって思い直したの。でもお金ないから全部図書室にある本ばかりだけどね」

　積み上げている本は、織田信長や伊達政宗の歴史本や小説ばかりだ。

　紫苑たちを知るには信長や政宗のことも知るべきだと勉強を始めたが、学校から帰れば家事に追われるひなたは、なかなか時間が取れず少しずつしか読み進められていない。

「こんなたくさん……本気で全部読むつもりか？」

「欲張って借りたんだけど、時間がなくて読めたのはまだ一冊だけなんだ」

　紫苑のシャツを縫いながら苦笑したひなたに、「そうか」と紫苑が呟つぶやくように返事をする。

「もしかして、気を悪くした？」

　自分のことを探さぐられたようで気分を害してしまったかと慌てたひなただったが、紫苑は横を向いたままで穏やかな陽射しに誘さそわれたのかあくびをした。

「いいや、好きにしろ。それより早く終わらせろ、眠い」

「あと少しだから待って」

「できたら起こせ。それまで膝ひざを貸せ、女」

　言うが早いか、紫苑はごろりとベンチで寝転び、ひなたの膝に頭を載せた。

「ちょっと、え？　紫苑君？」

　ひなたの膝に重みがかかると同時に紫苑はもう目を閉じている。

「もう、気まぐれなんだから」

　不満げに呟いたけれど、本当は少し嬉うれしかった。

　全然懐なつかない気き位ぐらいの高い猫が、膝に座ってくれたようなそんな心持ちがしている。

　強くて印象的な目を閉じた紫苑は、やけに幼く見えて可愛らしく、整った顔立ちは天使のようだ。
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（可愛いけど、やっぱり綺麗だな……）

　初めて紫苑を見かけたのも、そういえばこの中庭だった。あの時も紫苑はベンチで眠っていて、なんて綺麗な子がいるのだろうと感心したものだが、彼は変わりなく綺麗だ。

　爽さわやかな風が吹き抜けると、紫苑のつややかな黒髪が揺らめく。

「サラサラだ」

　風に誘われて思わず触れた紫苑の髪は、毛並みの良い高級猫のような手触り。

（まあ高級な猫を触ったこともないけど、昼寝をするなんて猫みたいで可愛い）

　我が家と違ってさぞかし高級なリンスを使っているのだろうな、などと考えながら起こさないように紫苑の髪を優しく撫でる。

　それからまたひなたはシャツを縫い始める。

　木こ漏もれ日びが時折ひなたの手元に光を落とすだけの柔らかな時間が流れていた。

「あ、ひなたちゃん」

　背後から薫に声をかけられたひなたは、口元に指を当てながら「しー」と振り返る。

　問いかけるように首を軽く傾かしげた薫が、一度立ち止まってから歩み寄り、そして目を大きく開く。

「紫苑、眠ってるの？」

　ひなたの膝ひざ枕まくらで眠る紫苑を見下ろし小声で問いかけた。

「そう。結構グッスリですよ」

「……紫苑が熟じゆく睡すいしてるなんて。人前ではほとんど眠らないのに珍めずらしい」

　ひそひそと話す声が耳に届いたのか、紫苑は「んん」と小さくこぼし、寝返りを打ちながら、ゆるりと瞼まぶたを持ち上げた。

　一度、二度、緩やかに瞬まばたきをした後、ひなたと薫を認めたようで、のろのろと起き上がり頭を振る。

「……オレは眠っていたのか。ん？」

「はい、お待たせしました。シャツ、我ながら綺麗に縫えたよ」

　繕い終えたシャツを渡すと、しばらく検分するように見つめた後、紫苑はバサッと元のように羽は織おる。

「うむ、なかなかの巧こう者しやだな。悪くないので着てやろう。おまえの膝も悪くはなかったぞ。また使ってやる」

「うわあ、上から目線だね。でもシャツを捨てずにすんでよかった」

　裁縫セットを片づけるひなたに、薫がそうそうと口を開いた。

「紫苑もひなたちゃんも理事長から呼び出し。一緒に来てって。というかさ、ひなたちゃんの電話、全然通じないんだけど」

「そうでした！　すっかりスマホの存在を忘れていました」

　上着のポケットから取り出したスマホの画面はウンともスンとも言わず真っ暗なまま沈ちん黙もくしている。一応ひなたなりに格かく闘とうし、電話に出ることとかけることはできるようになったけれど、二人の仕事先から直接ひなたに連絡が来ることもなく、最近は放置状態になっていた。

「充電してないんだね」

「充電もお金がかかるので、最小限にしています」

　深刻な顔で答えるひなたに、薫は噴き出す。

「ほんの僅わずかな電気代だよ？　それに学校ですればタダなのに」

「学校でしてもいいんでしょうか？　それならありがたいです。理事長に聞いてみます！」

　伸びをしながら立ち上がった紫苑が、薫の提案に目を輝かがやかせるひなたを鼻で笑う。

「なぜこんな貧乏ケチ女がオレたちの世話係なのか理解に苦しむな」

「そんなこと言うけど、最近スケジュール諸もろ々もろがスムーズになったって紫苑も言ったでしょ？　それはひなたちゃんのおかげだよ」

「うるさい、オレはそんなことなど言わない。妄もう言げんか？」

「照てれてるんだ」

　からかいを含む薫の笑いに、紫苑の声が低くなった。

「薫、死にたいようだな。望み通り女もろとも殺してくれよう」

「ええ、私も巻き添えになるの？」

　ははは、と薫は楽しそうに笑う。彼の笑顔は輝く陽光に負けないほど華はなやかで、辺りに花が散って見えそうだ。

「それより紫苑君、制服のボタン留めて行かなきゃダメだよ」

　手を伸ばし紫苑のはだけきったシャツのボタンに手をかけ留めていくと、彼は煩わずらわしそうに横を向く。

「苦しいのは嫌いだ。勝手にボタンを留めるな」

「ネクタイはないの？　これじゃあ制服の意味ないよ」

「服などどうでもいい。もう行くぞ」

　なんとかボタンを留めることはできたけれど機嫌を損ねてしまったようだ。

　借りている本をカバンに詰め込みながら、ひなたは上手く世話ができなかったことに落ち込んでしまった。

　理事長室は普通科校舎と特別校舎の間にあるので、当然普通科の生徒とも行き会う。

　すれ違う普通科の生徒のほぼ全員が二人を振り返る。

　立っているだけで華のある紫苑と薫には、自然と人を引き寄せるオーラがあるのだろう。そのことはひなたにとっても嬉しいことだった。

「あ～、薫くんだ！　また遊びに行こう～！」

　薫と面識があるのか、数人の女子がわらわらと集まってくる。

「先せん輩ぱいたち、こんにちは。僕もみなさんと遊べる日を楽しみにしてます。誘ってもらって嬉しいんだけど、今は呼び出しで急いでいるので、また今度誘ってくださいね」

　申し訳なさそうに笑う薫に、女子生徒たちが一斉に「きゃあああ」と黄色い声をあげる。

「絶対に行こうね、薫君！」

　彼女たちに返事の代わりにヒラヒラと薫は手を振り背を向ける。

　紫苑がポツリとこぼした。

「薫も難なん儀ぎなことだ。あのように振る舞って疲れないのか」

（疲れる？　薫君が？）

　どちらかと言えば、薫は女子を誘っている時が一番楽しそうだけれど、紫苑にとってはどう見えているのだろう。

　いつでも軽く口く説どいてくる薫の、表面だけしか自分は見ていないのかもしれないとその時ひなたは改めて思った。

「ひなたちゃん、急に考え込んでどうしたの？」

　無口になったひなたの顔を覗のぞき込んだ薫が「あ、そっか」とポンと手を叩いた。

「もしかしてヤキモチ妬やいた？　大丈夫だよ。彼女たちもひなたちゃんも、僕は等しく遊んであげるからね」

　的まと外はずれにも程がある。そんなことは欠片かけらも考えていない。

　最初の頃のように薫の言葉一つに翻ほん弄ろうさせられることは少なくなってきている。いくらか慣れてきたようだ。

「……遊びすぎないように気をつけてください」

　そんなやり取りをしつつ、理事長室に入ったひなたたちは、想像もしなかった話を聞かされることになる。
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　吞のん気きに理事長室に入ったひなただったが、思いもしない大きな話に我が耳を疑った。

「ええ！　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』がテレビ出演ですか？」

　コクリと頷うなずく理事長も、心なしか嬉しそうだ。

「企画の台本などは改めてなのですが、概がい要ようとしては「アイドルバトル」になります。君たちは観たことがありますか？　『水曜の夜はタッチ＆ゴー』という番組なのですが」

　テレビは電気代を食うらしいのでほとんど観ないが、その番組名は聞いたことがあった。

　通称『スイヨル』と呼ばれる番組で、流行の若手芸人が色々なことに挑戦したり、素人しろうと参加で様々な企画をしたり、お金はかかっていないけれど、ユーモアある企画が話題となり、人気が急上昇している番組だとクラスで話題になっていた。

　驚くひなたに代わり薫が話を引き継つぐ。

「結構な人気番組だと聞いていますが、その番組に僕たちが？」

「そうです。デビュー前のアイドル二組に競きそい合ってもらい、勝った方はなんとデビューの舞台として『ミュージック・ファイナル』の出演権がもらえるのですよ」

「え……あの『Ｍファイ』に」

　薫は言葉に詰まり目を見開く。

『ミュージック・ファイナル』通称『Ｍファイ』は、十年以上続く生放送の歌番組で、海外からのビッグ歌手も出演するほど権けん威いある番組だ。

『Ｍファイ』で歌手デビューを飾れるなど破は格かくの扱いだと、芸能界をまだよく知らないひなたにも充分に理解できた。

　それはもちろん紫苑たちの方が肌で感じ取っていることだろう。薫は身動きを止め瞬きさえしていない。

「この絶好のチャンスをものにできるように二人にはこれからレッスンや歌などに励はげんでもらいます。百井さんにはこの子たちのバックアップを全面的にお任まかせします」

　責任重大な依頼に、ひなたは顔を引きつらせる。

「彼らのマネージャーは別の俳優の方をメインとしているので、百井さんが主力となって『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』を世話してください。当日までぜひ頑張ってくださいね」

（こんな大事な案件を女子高生に丸投げしていいの!?）

　いいわけがない。おかしい、根本的に何かがおかしい。

　ひなたの心の声が聞こえたのか、理事長は視線を横に逸そらして暴ばく露ろした。

「紫苑君が威嚇するから、マネージャーが怖がって嫌いやがるんですよ。今までの人たちにも、すぐに担当替えを願い出られて……実は今のマネージャーで四人目になるんですよね。ねえ紫苑君」

　チラ見する理事長の視線など構かまわず、紫苑はしれっと言い放つ。

「胡う散さん臭くさい大人など容赦しない」

「……なるほど、そういう事情だったんだ」

　なぜ単なる一生徒であるひなたにお世話係が回ってきたのかずっと不思議だったけれど、今の理事長の説明と紫苑の態度で理解した。

　紫苑は大人に心を開かないのだろう。

　支配されることを嫌うタイプだ。上からものを言われたり指示されたりするのは、紫苑ならきっと我が慢まんならない。かといって懐かい柔じゆうしようとする素振りでもすれば、敏びん感かんに察さつ知ちして、なおさら不ふ興きようを買うことになってしまう。

　その上あの威嚇と傲慢な口調。上う手まくいかなくて当然だ。

　大人とウマが合わないから、いっそ同じくらいの年頃の生徒に世話をさせてみたらどうかという流れになり、ひなたに白しら羽はの矢やが立ったと推すい察さつされる。

　事情は理解したけれど、この話が二人にとってどれだけ大きなチャンスであるのか、その重みが明確なだけにとても自分では務つとまらないのではと及および腰ごしになる。

　二人にはもっと売れて欲しいし、売れるべきだ。そのためにはいくらでもお世話をしたい気持ちは存分にあるけれど、未いまだに話を聞いてもらうのさえ四し苦く八はつ苦くしている状態なのに、これはあまりにもハードルが高い。

　二人のためを考えるならば、もっとちゃんとした大人に適任者がいるはずだ。

　チクリと胸の奥に小さな棘とげが刺さった。

　──自分よりももっとふさわしい人がいるのではないか。

　そう考えた瞬間に、大きくはないのに深く突き刺さる棘を感じた。

　その痛みの正体がなんなのか、ひなたには見つけることができないまま、刺さった棘を押し込むように理事長に言った。

「二人のことを本気で考えるなら、私では力不足じゃないでしょうか」

　自分で言ったくせにひなたは唇を嚙かむ。二人に近づけないままの自分がもどかしい。

　しかし僅かな沈黙の後、理事長はとんでもないことを言い出した。

「いいえ、君以外考えられません。ああ、あとアイドルバトルで負けた場合は『無条件特待生』は取り消しです。全ては君のバックアップ次第です」

「え？　ちょ……は？　待ってください！　それは酷ひどいです」

「お給料を払っている以上、本気で取り組んでいただきたいのでね」

「うっ」

　そこを突かれると、ぐうの音も出ない。

「それって僕たちの結果次第でひなたちゃんに迷めい惑わくがかかるってことですよね？　いくらなんでも酷こくじゃないですか、理事長」

（薫君、ナイスアシスト！）

　薫が庇かばってくれたけれど、理事長はあっさり却きやつ下かする。

「酷ではありますが、それが仕事です。業務を遂すい行こうできなければ相応の処罰があるのです」

（わああ、まっとうな理論来た！　生徒相手に容赦ないですね、聖徳太子様！）

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人も彼女のためにも頑張ってくださいね」

　軽やかに連帯責任を押しつけた理事長は、機嫌のいい笑みを見せた。

「我が飛鳥野学園ほどの好条件の高校は、他にありませんよね？　百井さん」

　穏やかな微笑みを浮かべながら平然と言い放つ理事長に、ひなたの顔は完全に青ざめた。

（鬼だ……鬼がいる。仏のように微笑む無む慈じ悲ひな鬼がいる。甘い契約に負けた……）

　ボロ雑ぞう巾きんになるまでこき使われる未来が目の前に映し出されている。もちろん百井家の雑巾はすべてボロ雑巾だが、自分が学内でその身になるとは思いもよらなかった。

「ひなたちゃんがお世話をしてくれる方が、僕は力が出せるよ。だから一緒に頑張ろう」

　薫の優しい言葉に感動した瞬間、紫苑が冷たく言い放った。

「汚い大人のやり口だな。あなたに恩おんがなければこんな茶番など乗らないところだ。胸くそ悪いが話には乗ってやる。女、おまえも腹をくくれ」

（恩？　しかも理事長のことを「あなた」って言った）

　誰に対しても「おまえ」と呼ばわっている紫苑なのに、理事長には「あなた」と呼びかけるなんて驚きだ。

　やはり織田信長でもかの聖徳太子には敬意をはらっているのだろうか。

　戦国時代の大だい名みようの中でも飛び抜けて様々な面で先進的な思考を持っていた信長だが、それでもやはり聖徳太子は偉い大だいなのかもしれない。

　紫苑が世話をすることを認めた以上、もう逃げられない。こうなった以上『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』には、なんとしてでも勝ってもらわなければならない。そして学費のためにも。

　大変な重責だと思う一方で、心の奥底にジワリと甘さが広がる。

　普段は食べられない甘くて高級なお菓か子しを一口かじった時のような甘さだ。

（薫君、紫苑君、お世話係を許してくれてありがとう）

　精一杯頑張ろうと気合いを入れ直し、ひなたは理事長へと身を乗り出す。

「その番組の内容は、具体的にどのようなことをするのですか？」

　やると決めたからには、できる限りのことをして二人をスターダムに押し上げたい。またとないチャンスをふいになんてできない。

「簡単に説明すると、二組のアイドルが約一カ月をかけて、ダンス、料理、歌の三部門を一つずつ競い合い、会場の客席票とゲスト審しん査さ員いん票で得点が決まります。最終の歌だけは特番の生放送となり、それまでの点数も合わせた総合得点で勝敗を決めるようです」

「なかなか楽しませてくれそうだな。悪くない。出てやる」

　どう見ても一番年下の紫苑が場の中心になる。

「ダンスならばオレの得意分野だ。能のうの動きを取り入れても悪くないな、薫」

「能か、面おも白しろそうだね」

　能をダンスのジャンルに含めていいのか疑問だが、二人は本気で能がどうだこうだと話している。

　今までもダンスや歌のレッスンは受けていた二人だが、目標ができたことで話が弾はずんでいる。しかも思ったより大変そうな企画で、準備が相当必要になりそうだ。

「あの、最後の歌ですが、好きな歌をカラオケのように歌うのですか？」

「いえ、デビュー曲を歌う予定です」

　理事長の答えに、紫苑がいち早く反応した。

「デビュー曲だと？」

「急なことですが、今回の企画が来たのを機に急いだのですよ。すでにレコード会社と相談し、作曲家に依頼しています。元々ＣＤデビューさせようと思っていたので、この企画は渡りに船でした。今後のことはマネージャーともよく相談しておいてください」

　校内にあるレッスン室の予約、ダンスと歌の講師の予約をしておかなければならない。

　収録日から逆算して手早く段取りを考える。

　その辺りはさすがに七人いる弟きよう妹だいの提出物の用意、学校行事などの段取りを全てやっているひなたにとって、それほど難しいものではなかった。

「早速講師の手配などをマネージャーさんと相談しないと。レッスン室もできるだけたくさん予約しておかなきゃ。私、お先に失礼します！」

　立ち上がるなり部屋を出ようとするひなたを薫が呼び止める。

「僕らも行って一緒にスケジュールを決めよう。紫苑も行こう」

　促うながされて立ち上がった紫苑が、眼を細め理事長を見上げて言った。

「オレは人に踊らされるのは我慢ならない。それだけ覚えていてもらおう」

　恫どう喝かつするような言い方に、僅かに息を吞んだ理事長だったが、すぐに紳しん士し的てきな作られた笑顔に戻る。

「もちろんです。これはすべてあなた方のため。ゆめゆめ疑うことのないように」

　紫苑の威嚇を理事長は綺麗に受け流したが、三人が出て行く後ろ姿を見送ってから、「これで役立つようになってもらわねばなりませんからね」と呟いたことは、誰も知らないことだった。
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　理事長の話から半月後、『水曜の夜はタッチ＆ゴー』の詳しい台本も届き、テレビ出演が現実感を帯びてきた。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを、成功させるのも失敗に終わらせるのも、紫苑の態度次第に思えたから、ひなたはどんなに紫苑から威嚇されてもめげずにせっせと二人の世話を焼いた。

　レッスン日にはどこかでサボろうとする紫苑を捜し出し連れてきたり、シャツやタオルの洗せん濯たくを請うけ負おったりと、ひなたなりに世話を続けていた。

　ただしひなたには柔じゆう軟なん剤ざいなど高級品を使う習しゆう慣かんがなく、硬い仕上がりの洗濯物には紫苑のみならず薫からも不満の声が上がり、経費で高級洗剤と柔軟剤を買ってもらった。

　その日もダンスのレッスン室で練習をしている内に、紫苑が床に座るひなたの隣に座るなり、ごろりとひなたの膝に頭を載せ転がる。

「紫苑君また休きゆう憩けい？　明日は講師が来る日だから完成度を上げておいた方が──」

「はん、練習などもう充分だ。講師の動きなどオレにしてみれば児じ戯ぎに等しい。そのくせこのオレ様を指導してやろうという態度も気に入らない」

　いっそ讃たたえたいほど、ぶれない自信家オレ様ぶりだ。

「いくら紫苑君がダンスが得意でも、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』として二人で合わせないと、全体としての完成度が低くなるって講師の先生も言ってたよ」

「うるさい、薫ならオレに合わせるくらい簡単にやってのける。おまえが口出しするな。オレはとにかく休む。十分したら起こせ」

　言うなり紫苑は目を閉じてしまう。どうやらこの天使の顔をした第六天てん魔ま王おう様（信長の自称）はひなたの膝が気に入ったようで、近頃は時々こうして膝で眠る。

　紫苑との距離が近づいているようで、悪い気がしないのが正直なところ。だから、こうなるとつい黙って眠るのを見守ってしまう。

　それに口先だけではなく、紫苑は天才肌だ。

　一度見た振りつけ、ステップを完かん璧ぺきにコピーするのは朝あさ飯めし前まえ。それどころかたちどころにアレンジを加え、講師が教えるよりも数段上のダンスをやってしまう。

　だから練習を適当に切り上げたくなるのもわからなくはないが、それでも薫と二人で踊るのだから、そこはちゃんと練習して欲しい。

「また紫苑は膝枕なんだ。よほど気に入ったんだね」

「単に枕だと思われている気もします。薫君、しっかりと汗を拭ふいてください」

　紫苑が眠ってからしばらくして薫も休憩に入り、ひなたの隣に腰を下ろす。

「それでも紫苑はあまり眠りの深い方じゃないのに、ひなたちゃんの膝枕だとすぐに眠れるみたいだから、気に入っているのは間違いないよ」

「でも練習はしっかりと二人で合わせてしないと、もう時間が少ないですから」

「ひなたちゃん、紫苑に合わせるのは僕の役目。織田信長という武将は縛られないからこそ、最大の能力を発揮できる天才だよ。紫苑も同じ。後は僕に任せて」

　こういう時には薫の懐ふところの深さと優しさを感じる。

　スケジュール帳を取り出し視線を落とす。ひなたなりにマネージャー業を研究しメモを取っているので、すっかりくたびれ中は塗り潰つぶしたように黒い文字で埋うめ尽つくされているノートだ。

（もう収録まで数日しかないのに。薫君はよく紫苑君のわがままに付き合ってあげてるなあ。大人だ）

　ひなたよりたった一つ年上なだけなのに、薫は落ち着きがあり大人だ。

　それはヒストリアだからなのか、薫の性質によるのか。彼が焦あせったり怒ったりしている姿を今まで見たことがない。

　そんな薫だからこそなのか、紫苑は唯ゆい一いつ薫には信頼を置いているようだ。

　紫苑は薫の、薫は紫苑の能力を認め合っていることは言葉の端々に表れている。

　案外自分が関わるよりも二人に任せた方が上手く運ぶかもしれないと思え、ひなたは溜息と一緒に呟く。

「ここは薫君にお任せするしかないか」

　持ち歩いているバイブルの育児書にも、子どもは待つことが大切だと書いている。

　弟妹の「イヤイヤ期」も「自分でやる期」も見守ってきたひなたは、経験豊富な母親のような気持ちで、今は無む理り強じいを諦あきらめることに決めた。

「それよりひなたちゃん、そろそろ僕に対して敬語はやめない？」

「でも薫君は先輩ですから、そういうわけにはいかないです」

　戸と惑まどうひなたの髪に手を伸ばした薫は、一ひと房ふさすくいあげ指先でもてあそぶ。

「次に敬語を使ったら、髪にキスしようかな」

　甘く見つめながら薫が言うや、間かん髪はつを容いれずひなたは拒絶する。

「それは困ります！」

「……秒殺されると結構傷つく。僕、これでも女の子にはモテるのに」

　シュンと俯うつむいた薫に、ひなたは慌てて付け足した。

「ご、ごめんなさい。実はちょうどリンスが切れかけていて、百倍くらいに薄うすめて使っているから、髪がガサガサというかビシビシしているし、妹に切ってもらっているから切り口ガタガタだし、キスなんてしたら大事な薫君の唇が切れるかもしれません」

「唇が切れるって、どれだけ鋭えい利りな髪の毛？　武器になるね。ますます試ためしにキスしてみたいな。今度させてね」

「わ、わかりました！　敬語やめます。やめさせていただきます！」

　慌てるひなたに、クスクスと薫が笑う。花がふわりと咲いたような柔らかで優しげな笑みに、ひなたはグッと息を詰まらせる。

　間近で見る薫の笑顔の破は壊かい力りよくはかなりのものだと実感する。

　先日の撮影を目の当たりにしてから、二人の魅み力りよくがよくわかるようになってきた。

　紫苑は傍ぼう若じやく無ぶ人じんのオレ様ながらも、その気質を如によ実じつに映し出す強い瞳が誰よりも輝いているし、薫は優ゆう雅がな仕草と女性を甘やかす優しい性質が、王子様のような笑顔に表れている。

　彼らの魅力をもっと多くの人に知って欲しいと切実に願う。

　ただ膝の上で眠る天使のような紫苑の寝顔は、他の人は誰も見たことがないのだと思うと、心の中にあるしゃぼん玉がふわりと膨らみ浮き上がるような気持ちが湧わき上がり、ひなたは紫苑の綺麗な髪をそっと撫でた。
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　数日後、ついに収録の日を迎えた。

　初めてのテレビ局にドギマギするひなたとは違い、紫苑も薫も緊張の様子は見られない。紫苑など腕組みをしてゆうゆうと歩く様は、まさに信長様参上と言わんばかりだ。

「私の場違い感が激しいけど、二人はさすが武将経験者だね。貫かん禄ろくがあるよ」

　ひなたの呟きに、薫が反応して笑いだす。

「武将経験者って……何か就職に有利みたいに聞こえる。経験者優ゆう遇ぐうって」

「武将経験者ならどんな仕事でも優遇されそう。時給も高そうだね」

　歴史に名を残した人たちならば、どんな仕事でも組織でも歓かん迎げいされそうだ。

　特に織田信長と伊達政宗は、商業や町の発展にもかなり貢こう献けんして成功している人たちだから、経営手しゆ腕わんは高そうだしリーダーシップは抜ばつ群ぐんだし度胸も据すわっていることだろう。

　そんな彼らはテレビ収録如ごときで動どう揺ようなどしないのだなとひなたは感心する。

　リハーサル中も様々な人たちが忙しく動き回る中、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人は堂々としており、まだ待機中でライトの下にいないというのに輝いて見える。

　特に華奢で背も低く幼く見える紫苑が、誰よりも強く存在感を放つ。傲慢さがいい感じにどっしりとした安定を感じさせている。

　その紫苑におもむろに近づいてきた一人の男が声をかけてきた。

「わあ、小さいね～。『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』って小学生がいるんだぁ。ビックリだよ～」

　いぶかしげに視線を上げた紫苑が鋭く問いかける。

「なんだ、おまえは？」

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の一ヶ谷紫苑君だよね？　僕は『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦハーフ・アンド・ハーフ』の九重ここのえ碧みどりだよ。今日はよろしくね☆」

　今回対決するアイドルグループ『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』、通称『ハフハフ』と呼ばれるメンバーの一人、九重碧だった。

　大手事務所「オリーブ」に所属する三人組で、事務所先輩である超人気アイドルのバックダンサー『オリーブジュニア』の一員を務めており、すでにファンもついているグループだ。

　三人全員、日本生まれながら国こく籍せきがバラバラであることが話題となり、デビュー前から雑誌などでも大きく取り扱われている。三人とも父母のどちらかが日本人なのだが、皆、日本人離れした顔立ちだ。

　三人の内の一人はいかにも南国系で、顔立ちの濃さに負けないほど陽気な笑顔で周囲に挨拶して回っている。もう一人は主張しすぎなアメリカ国こつ旗きをモチーフにしたＴシャツを着ているので、アメリカ国籍なのだろう。そして紫苑に声をかけてきた碧は北ほく欧おう系けいという見た目で雰囲気はクールだが、明るい笑顔がとても魅力的だった。

　碧はすでに雑誌モデルとして活躍しており、他のメンバー二人よりも魅力的な空気感を持ち、お洒しや落れで高価そうなアクセサリーが目を引く。

　アイドルスマイルで微笑む碧の瞳は青みがかり、金色に近い綺麗な髪はキラキラと輝き、まるでマンガに出てくる王子様のよう。薫とはまた違ったタイプの華やかさだ。

　身長は軽く一八〇を超えており、小柄な紫苑と並ぶとその差は歴然で、子どもと大人が並んでいるように見えた。

　気安く話しかけてくる碧を胡散臭そうに紫苑が睨みつける。

「あはっ、僕、睨まれちゃってるぅ？　こわーい。だって本当に君、小さいんだも～ん。それでダンスとかできるの？　見み栄ばえ悪そうだよねぇ～」

（なんなの、この人！　内容も言い方も、すっごく腹が立つ！）

　上品な外見に似合わない人を苛つかせる碧の言動に、紫苑の眼差しが鋭く尖る。

「オレに話しかけるな」

「えええ？　折角なんだし仲良くしようよ。僕たちに比べたら無名の君たちは格下だけど、僕は広～い心で大人の対応ができちゃうから、仲良くするよ。大歓迎だよ～」

　碧が差し出した手を紫苑はパンと弾き、相手を睨みつけながらドスのきいた声を出した。

「おまえ、殺されたいのか」

「ああああ──っと、ちょっと失礼します！」

　慌ててひなたが大声で紫苑の吐はいた不穏な言葉を打ち消しながら、彼に駆け寄り無理やり腕を引っ張った。

「紫苑君、こんなところでケンカを売ったらダメだよ」

　耳打ちしたひなたを乱暴に振り払い、紫苑は尖った眼差しで碧を睨みつけた。

「あいつ、殺す」

「しーっ！　あの人が鬱うつ陶とうしい気持ちは痛いほどわかるけど、アイドルが殺すとかＮＧワードだから！　ここで暴言を吐いたら薫君にも迷惑がかかるよ？　今だけ我慢して」

　薫に迷惑、のキーワードが功こうを奏そうしたらしい。

　しばらく沈黙した後に、ボソリと呟いた。

「……ホトトギスってやる」

（アレンジしてきた！）

　ホトトギスが完全に動詞になっていた。不穏な言葉に使われるホトトギスの扱いが哀あわれすぎる。

　それでもちゃんと忠告を聞いてくれたことが嬉しくて、ひなたは思わず紫苑の頭を撫で撫でしてしまった。

　途端、紫苑の瞳が鋭くなる。

「おまえ……」

「ごめんなさい！　わかってます、すみません！」

　素早くひなたは頭を下げる。子ども扱いしたことを怒っているはずだ。

　ひなたからしてみれば、背も小さく年下の紫苑のことはつい弟のような気持ちで接してしまうけれど、当人はそんな扱いが不ふ快かいらしい。

　息の詰まる沈黙の後、紫苑がフッと笑った。

「少しはオレの言いたいことがわかるようになったのか、女」

　お咎とがめなく済んだようでひなたはホッとすると同時に、寛かん容ような紫苑の態度に感動する。

（こんな紫苑君、見たことない！　こういうのを「鬼おにの霍かく乱らん」って言うのね。いや、「鬼の目にも泪なみだ」かな）

「おまえ、何か失礼なことを考えている顔をしている」

「え？　いえ、そんなことはないデス」

「語尾がおかしいぞ。とにかくあいつの態度は腹に据えかねる」

「わー、腹に据えかねるとか使う中学生はいないと思うよ。外では言葉も注意した方がいいよ」

「ふん、これは今でも通用する日本語だ。問題ない」

　ひなたの注意に耳を貸すつもりはないようで、プイと背を向けると立ち位置などの確認のために薫の元へと行ってしまった。

　すぐに碧が紫苑に近寄ってきて、また話しかける。

「あ、おちびちゃん戻ってきたんだね～、えらい、えらい。女の子に庇ってもらうんだね、小学生は女子の方が強いもんねぇ☆」

　わざと子ども扱いしてくる碧に、今にも紫苑は爆発しそうなイライラを態度で表す。紫苑にとって一番イヤなところをピンポイントで攻めてくる。

　さらに追い打ちをかけるように、「わぁお、その服も格好いいよね～。僕の雑誌では絶対に取り上げそうにないスタイルだよ～。うん、すごくいいね、スタイルのいい僕にはそんな服は着こなせないけど、君には似合っているよ！」

　褒ほめているフリをして貶けなしてくるバカにした口調が、紫苑の苛いらつきを高めていく。あんまりな碧の態度に、ひなたは紫苑の腕を引いて自分の方へと引き寄せた。

「あんな変な人に関わらない方がいいよ」

「わかっている。でも腹は立つ」

　どうやらさっき忠告した「薫君にも迷惑がかかる」の一言が効きいているようで、相手に対して何か行動に出ることはなかった。

　しかしイライラをお腹の底に溜ためていたのか、おかげでリハーサル中ずっと紫苑の機嫌が最悪で、スタッフもやりにくそうだった。薫は苦笑しながらなんとか紫苑を操縦していたが、完全にブスッと膨れっ面になってしまっている。

（今こそこれの出番だよね）

　ひなたは予あらかじめ準備しておいた彼好みのお菓子とジュースをカバンから取り出す。

「紫苑君、リハーサル終わったら、これを食べよう」

　小声で呼びかけお菓子をチラ見せすると、紫苑の目が輝く。

「おお、オレ様の好きな手て羽ば先さきチップスの小お倉ぐらバター味に抹まつ茶ちや味のコーラ！　これはレア物だ。おまえ、なかなかやるな」

　気味の悪い……いや、売れ線ではない商品が好みのため探すのに苦労したが、紫苑の機嫌が一気によくなったから、苦労も吹き飛ぶ。

　彼のモチベーションを上げるためには、何が有効なのかひなたは事前にリサーチしたところ、紫苑はお菓子を食べると機嫌がよくなると気がつき、その中でも特に好むものを調べておいたのだ。

　リハーサルを無事に終え、控え室に戻りいそいそとお菓子の袋を開け始めた紫苑を見て、薫も嬉しそうに笑う。

「紫苑、嬉しそうだ。あんなのよく見つけてきたね。織田信長は新しい物好きでワインを初めて飲んだ日本人って言われてるくらいだし、紫苑も新しいものが好きなんだよね」

「自転車で走り回って探したの。スーパーでは鼻がきくから探すの得意なんだ。薫君も好物を教えてくれたらいくらでも買ってくるよ、経費で。何が好き？」

　何気なく尋たずねたけれど、僅かに薫の顔が強ばった。

「……薫君？」

　何か変なことを言ったのかとひなたの顔も強ばったが、すぐに薫はいつもの甘い笑みを浮かべ、ひなたの両手を握にぎりしめた。

「ひなたちゃんは本当に気配り上手で優しいね。僕をどんどん好きになってもいいんだよ」

　彼の理論が意味不明すぎて、ひなたは曖あい昧まいな笑顔を浮かべる。

「薫君の思考が難しくて理解できない、ごめんなさい」

「難しかった？　ひなたちゃんならいつでも歓迎だよって言いたかったんだ」

　結局薫の好物はいつも教えてもらえない。

　甘い物が好きなのか辛からい物が好きなのかさえ、問いかけてもいつも答えをはぐらかされてしまう。

　本番用の衣装に着替えた後、紫苑はいきなり持参している扇せん子すを手にしてスッと立ち上がった。

　すぐに薫が控え室の隅すみで正座をし両手を膝の横につき控える。

「え、何？」

　さっきまでの緩んだ空気が一変し、中央に立っている紫苑の周囲の空気が凜りんとする。

　サッと手を伸ばした紫苑が、よく通る声で謡うたいだした。

「人間五十年～、下げ天てんの内をくらぶれば～、夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり～」

（これ、今するの!?）

　あまりにも有名な謡よう曲きよく、「敦あつ盛もり」を唐突に舞いだした。

　信長が桶おけ狭はざ間まに出陣する際にこれを舞い勝利をつかんだとか言われているが、今ここでするのはとんでもない違い和わ感かんがあった。

　もう時間もさほどないと思われるのに、紫苑は朗ろう々ろうと謡い舞う。

　スッと伸びきった腕のしなやかさと前を見据える瞳。少年の危うさは消え、そこに立つのは戦へ向かう前の凜り々りしい若武者のようだ。

　ひなたはそっと胸を押さえる。

　紫苑の華か麗れいで力強い姿を見ていると心臓が痛いほど高鳴った。

（どうして……こんなにドキドキしているんだろう）

　紫苑のことは弟のように思っているはずなのに、今、どうしようもなくその姿にドキドキさせられ、全身が熱くなる。

　ただひたすら息をすることも忘れて紫苑を見つめた。

　スタッフが扉とびらをノックする音で我に返る。

「収録開始します。準備をお願いします」

　呼ばれて紫苑の舞は終わる。大たい輪りんの花が静かに閉じたような、深い余よ韻いんを残していた。

「綺麗……紫苑君、綺麗だよ……」

　口を衝ついてこぼれた賛さん辞じに、紫苑はニヤリと笑みを浮かべた。

「当然だ。出陣前のオレ様の舞だ。さあ薫、行くぞ」

　自信満々に言い放ち踵きびすを返す紫苑が部屋を出て行く。

　薫も静かに立ち上がると紫苑に付き従って神妙な表情で控え室を後にした。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたひなたは、一いつ拍ぱく遅おくれて二人の後を追いかける。鼓こ動どうはまだまだ落ち着いてくれそうになく、前を歩く紫苑の背中がやけに目についてしまい、歩きながら深呼吸をした。

　本番前のスタジオはリハーサルの時よりずっと張り詰めた空気が満ちていてひなたはまたもや緊張する。

　ずらりと審査員席に座る人たちは、テレビで見たことのある有名な歌手やお笑い芸人などで、この企画の規模が今更ながら大きなものだと実感する。

（ここで成功したら、絶対に『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の強みになる）

　紫苑も薫も落ち着いて動じる気配もない。素晴らしいダンスを見せてくれるだろう。

　そう思っていたのに、伏ふく兵へいが待ちかまえていた。

　収録スタジオの隅に立ち、水を飲んでいた碧が、紫苑に気づくやわざわざ近寄ってきて言った。

「あ、紫苑く～ん！　いよいよ本番だね～。その低身長をどうやって活いかすのか楽しみにしているよ☆」

（またあの人だ！）

　ひなたでも不快感を覚える話し方なのだから、紫苑の苛つきゲージはさぞやＭＡＸになっているだろうと思ったが、まだお菓子効果が続いていたようで碧の挑ちよう発はつには無視を決め込んでいる。

　このまま紫苑が挑発に乗らず、無視してくれるように願った瞬間、バシャッと水の跳はねる音がした。

「え……」

　ひなたは状況がすぐに把は握あくできず、ただ紫苑を見つめる。頭から雫しずくを滴したたらせている姿を。

「あああ、紫苑君、ごっめ～ん！　手が滑すべって水をこぼしちゃったぁ。僕の背が高いから、小さい君に全部かかっちゃったみたいだ～、大丈夫ぅぅ？」
















　スタジオ内で慌ただしく動き回るスタッフがチラチラとこちらを見ているが、誰も近寄ってこない。こんなことは慣れっこなのだろうか。

　審査員席に並んでいる歌手や芸人など、こちらを見ることさえない。

　それともひなた同様、驚きで身動きを縛られてしまっているのだろうか。

「ってめえ！　いい加減にしろ！」

　髪も衣装も濡れてしまった紫苑はさすがに我慢することはできなかったのか、碧に向かって拳こぶしを力のままに振りかざした。

「紫苑君!!」

「紫苑っ！」

　硬直の呪じゆ縛ばくをほどいたひなたは薫と同時に飛び出した。

　薫が紫苑を背後から羽は交がい締じめにしたが、拳は繰り出された後だった。

「痛ったぁい！」

　床に尻しり餅もちをついた碧が女の子のような声をあげる。が、彼の顔は無傷だ。

　ひなたが咄とつ嗟さに碧と紫苑の間に割って入り、紫苑の拳をその身で受けたのだった。

（痛い……ちょ……これ、本気で痛い）

　頰ほおがジンジンを超えてズキズキする。

　あんなに弱そうな相手なのだから、ちょっとくらい手加減してもよさそうなものを、力任せに殴なぐるなんて！

「ひなたちゃん！　大丈夫!?」

　薫が紫苑を抱かかえたまま心配してくれたが、獰どう猛もうな獣状態の紫苑を放すことができないでいた。

「あ～ん、衣装も汚れたかもぉ。僕の事務所に言ったら、君たち弱小事務所の人間なんかすぐに干ほされるからね！　いい気にならない方がいいよ、プンッ！」

　パンパンとお尻を叩いて立ち上がった碧が、呆然とやり取りを見ていた他のメンバーを引き連れて行ってしまった。

「待て！　おまえ……殺してやる！」

　叫んだ紫苑に、ひなたが声を被かぶせる。

「ダメだよ紫苑君！」

　顔を上げたひなたを睨み下ろしてくる紫苑の瞳が本気の怒りに燃えていた。

　それは大の大人でも萎い縮しゆくさせてしまうほど強い怒り。けれどひなたは怯ひるむことなく立ち上がって紫苑と向き合う。

「ここで相手を殴って全部終わらせてしまわないで」

「邪じや魔まするな！　どけ！」

「あんな卑ひ怯きよう者もの、同じ土ど俵ひようで戦う価値もない！　こんなことでチャンスをふいにしないで」

　それに、とひなたは続ける。

「私はイヤなの」

「……イヤだ？　なんのことだ」

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』がどれほど魅力的か知られないままなんてイヤなの。私は二人がスターダムに上り詰める未来を信じている。だからここに用意された舞台は大切な一歩なの。大切な……二人の未来へ続く道なの」

　先程見た凜とした紫苑の舞も、一生懸命に練習を重ねていた薫も、たくさんの人に知ってもらって、どんどん大きくなって欲しい。

　嫌がらせをしてくるような狡ずるい相手のせいで二人をダメになんてさせられない。相手の思おも惑わくにはまるなど、そんなことになればお世話係失格だ。

「アイドルにとって戦う場所はステージだと思う。この戦場で勝つことができたのなら、これから数え切れないほどたくさんの戦いが待っている。あんな人たちなんかさっさと打ち負かして、アイドルの下げ剋こく上じようを起こしていこうよ」

　ギリギリと奥歯を嚙みしめていた紫苑の目が細められ、ひなたを射い抜ぬく。ひなたも負けじとまっすぐに強く紫苑を見つめ返した。

「紫苑君も薫君も、輝くべき人だって確信している。戦うべき場所を間違わずに、上を目指してよ」

　今なら殴られたって怖くない。二人の先に続く道を守れるなら、殴られても構わない。

　まだまだ二人のことは理解できていないけれど、自分にとって『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』は心から惹ひきつけられるほど魅力的だ。もっと光の中で輝いて欲しい。

　やがて一つ瞬きをした紫苑が拳を緩め、舌打ちしながら力を抜く。

「……ふん、わかったような生意気な口をきく女だ」

　紫苑は一つ瞬きをしてから、グッと口角を引き上げる。

「だが強い女は嫌いじゃない。下剋上か、面白いことを言う」

　ひなたに不ふ遜そんな笑みを見せた紫苑が、すぐに顔を歪ゆがませた。

「しかしおまえの身のこなしの素早さは尋じん常じようではないな。やはり忍び──」

「違います。小さい子どもがたくさんいるとイヤでも素早く動けるようになるの」

　双ふた子ごが別々の方向に駆け出した時、素早く捕つかまえる敏びん捷しよう性せいがひなたには備わっている。

　そうか、と一つ頷いてから、紫苑は静かに尋ねる。

「鍛きたえていないのなら痛かっただろう。咄嗟に手加減をしたが、すまなかった」

「手加減してないよね？　目から星が飛んだんだから。いや、今はそれどころじゃなくて、収録を遅らせてもらって着替えに──」

「構うな、このままでいい」

　動きだそうとしたひなたの腕を紫苑がつかんで止め、鼻で笑う。

「オレ様に水をかけたことを後こう悔かいさせてやろう」

「どういうこと？」

　紫苑の意い図とが読み取れず、困こん惑わくしたひなただったが、薫は即座に理解したようで、スタジオの隅に置かれている水を手に取るや自分で水を被った。

「か、薫君!?」

　なぜ薫まで水を被るのか、全く理解できなくて、ひなたはオロオロと困り果てる。

「ちょっと、着替え……髪も……えっと、タオル」

「落ち着け、女。オレが今いま川がわと桶狭間で戦った時も雨が味方した。水はオレへの天てん恵けいだ」

　そう言って笑った紫苑の顔は、初めて見る表情だった。

　教室にいても何をしていても、常に不機嫌そうにしているばかりだった紫苑が、晴れ晴れとして笑っている。

　ひなたは息を吞む。

　紫苑の鮮あざやかな笑みを初めて見て、心がその場に縫い止められてしまった。

　可愛くて、それでいて艶あでやかで、言葉では尽くせぬほど魅力的だ。

「それよりも頰を冷やしておけ」

　傲慢な指示も紫苑の口から放たれると、魅力的な色を帯びる。

　ひなたは見み惚とれたまま、光の中に向かう二人を見送った。

「それでは収録入ります！　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』から撮とります……って、そのままで？」

　濡れている二人に驚いたようだったが、「これ、演出なので」と薫が爽やかに笑うと、戸惑いながらも収録がスタートされた。

　紫苑が濡れたままで構わないと言った意図はすぐに判明する。

「ああ……こういうことだったんだ」

　ダンスのリズムに合わせて紫苑の濡れた漆しつ黒こくの髪から雫が散ると、ライトが反射してキラキラと輝く。同じく薫の柔らかそうな髪からも瑞々しい雫が飛び散り、反射した光は彼を輝かせる。しかも衣装として着ていたＴシャツがいい感じに濡れてワイルドさと共に艶やかさを醸かもし出す。

　紫苑のダンスは完璧だった。それどころか、ふいにアレンジで舞ぶ踊ようの動きのような和の要素を端々に取り込んでくるのが、斬ざん新しんで格好いい。紫苑の予告なしのアレンジに即座に対応して、アシンメトリーながら調和されたダンスに仕上げてくる薫の技能の高さにも脱だつ帽ぼうする。

（やっぱり凄すごい。この二人なら誰にも負けない）

　彼らの輝きに惹かれない人などいないだろう。家計第一のひなたとて、無心に彼らの魅力に強く惹きつけられてしまう。

　そんな二人を憎しみの目で見ている碧の姿に気づきもしないまま、ひなたは濡れタオルで頰を冷やしながら食い入るように見つめていた。

　ダンッ！　と強く踏みしめた足音と同時にダンスが終わる。

　紫苑と薫の整った横顔を雫が流れ落ち、一滴、スタジオの床で雫が弾はじけた。

　そこまでがまるで計算されたように完璧で、誰もがしばらく拍はく手しゆさえ忘れてスタジオ内がしばし無音になった。

　何かに強く魅了されると人は、瞬きさえ忘れてしまうのだと、ひなたはその時初めて知った。

　そしてすぐに割れんばかりの拍手が湧き起こる。

　審査員の面々も呆然とした後、ようやく我に返り採点を始めた。

『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人がステージを下りてもまだ客席からの拍手は鳴りやまず、スタッフが止めに入る一幕を終え、対戦相手の『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』が紫苑たちと交代でステージに登とう壇だんした。

「紫苑君、薫君、お疲れ様です。凄かったよ、感動した！」

　準備しておいたタオルを渡すと、紫苑はタオルで乱暴に髪をグシャグシャに拭き上げ、乱れた髪のまま審査員を一人一人吟ぎん味みするような視線で見つめ、横顔のまま告げた。

「オレが凄いのは当然のことだ。いちいち褒めなくてもいい。それよりも、おまえ……」

　スッと手を伸ばした紫苑がおもむろにひなたの頰に手を添え、見上げてきた。

「まだ頰は痛むか？　冷やしたか？」

　紫苑の瞳は漆黒の宝玉のよう。スタジオの照明が映り込む強く鋭い瞳に吸い寄せられそうだった。

（綺麗……）

　初めて見た時からその印象は変わらない。

　とても綺麗でいながら、どこかに独特の不安定さを秘めていて、目が引き寄せられる。

「……大丈夫なのか？」

　ひなたが黙ってしまったから、不安を含んだ声になった紫苑に慌てて微笑む。

「痛かったけど大丈夫」

「あいつを殴らずに済んだこと、礼を言う」

「珍しく素直だね」

　笑った途端、添えられていた手が、ムニュっと頰をつねってきた。

「ひたひ」

　痛いと抗こう議ぎするひなたを見て紫苑が無む邪じや気きに笑う。年相応の可愛らしい笑顔に、ひなたの胸が小さく弾んだ。
















「痛むほどつねってない。バーカ」

　小こ憎にくらしいほど可愛い笑顔に、迂う闊かつにもひなたはキュンとしてしまう。

　つねる手を解き、そっとひなたの頰を優しく包んだ紫苑はゆっくりと瞬きをした。

「おまえはこれからもオレの間違った行動を止めろ。おまえなら……悪くはない」

　紫苑の言葉に、深い意味を持たせたくなってしまいそうで、ひなたはあえて笑いながら軽く言った。

「うわあ、見事なまでの上から目線だね」

「当然だ、オレは第六天魔王の織田信──」

「紫苑君！　外では内緒だよ」

　急いで紫苑の話を止め、ボサボサになったままの髪に手を伸ばして軽く整える。邪じや険けんに振り払われるかと思ったけれど、紫苑は大人しくされるがままになっていた。まだ頰に当てられた手は外はずされないままだ。

「怒らないんだね」

　ひなたが笑いながら言うと、紫苑は軽く肩をすくめただけで何も言わない。

　触るな、構うなと徹てつ底てい的てきに拒絶しまくっていた紫苑の変化が嬉しくて、頰に当てられている彼の手に少しだけ重みを預ける。

　まだまだ成長途中の手のひらで、ひなたの重みを受け止めてくれた。

　こうして触れてくれるのも初めてだ。

　それに……紫苑の手のひらは、思った以上に広くてしっかりとした硬さがあり、彼の外見の可愛らしさとかけ離れた「男らしさ」を感じる。

　こちらを見つめてくる紫苑の瞳が穏やかで、なぜか胸の奥底がくすぐったい。

　見つめ合っていると、急に薫が背中からひなたに抱きついてきた。

「あれ？　紫苑がひなたちゃんを触ってる」

「うるさい、手が当たっただけだ」

　そそくさとひなたの頰から手を引いた紫苑が、いつもの不機嫌さで憮然とする。

「ふ～ん、当たっただけ、ね。ところで、ひなたちゃん、僕もう疲れたし、帰りは僕の部屋まで送ってくれる？　できればベッドまで」

「お疲れ様ですが、部屋はイヤです」

「わ～、警戒しまくられてる。なかなか僕に落ちてくれないね」

　ひなたから手を離した薫が髪をタオルで拭いていく。長い前髪で隠している右目が見えるかと思ったけれど、髪を搔き上げることなく拭いていた。

「ところで薫君はよく紫苑君の意図に気がついたね」

「そうだね、ずっと憧あこがれていた人だから、彼の言動は──」

　薫の続く言葉は、ステージで『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』のダンスの始まりが告げられたことにより、意識はすぐそちらに向かい、途切れてしまった。

　さすがに先輩アイドルのバックで踊ってきただけあり、完成度は高い。三人が一いつ糸し乱みだれず笑顔を絶たやさず、難易度の高いダンスを踊っている姿は、まさにアイドルらしいアイドルだった。一人一人の能力も高い。

　彼らと比べれば、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のダンスは荒あら削けずりと言うしかない。

　その分、紫苑たちの方が勢いと吸引力はずっと上だと思われたが、純じゆん粋すいなダンスとして見た時には、向こうの方が一枚上だ。経験の差は歴然としている。

　薫は横顔のままで苦笑した。

「さすがに『オリーブジュニア』だけあって、ダンスは本格的だね」

「でも『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』も負けていなかったよ。うん、きっと大丈夫」

　薫の隣に立つ紫苑は、険けわしい顔つきでステージを睨みつけたまま口を閉ざしていた。

　最後まで息も切らさず綺麗に踊りきった『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』のメンバーが深々とお辞じ儀ぎをするや、盛大な拍手が響ひびく。

　紫苑と薫もステージに呼ばれ、司会者を挟んで並ぶ。

　いよいよ投票が開始される。

　客席には五十人の観客。一人一点ずつポイントがあり、五人いる審査員は一人一〇点のポイントを持つ。両方合わせて合計一〇〇点、一点でも多い方が勝ちだ。

「では皆様、手元のボタンを押して投票よろしく！」

　陽気に叫んだ司会者とは裏腹に、ひなたは両手を組み合わせて祈る。

「どうか『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が勝ちますように」

　彼らの魅力がみんなに届いてますようにと、くり返しくり返し口の中で呟く。

　ドラムロールが終わると同時に舞台上のパネルに互いの点数が表示された。

　司会者が高々と点数を読み上げる。

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』三二点！　『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』六八点！　おおっと！　なんと審査員票が全て『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』に入ってるぞ！　これは驚きだ！」

　想像以上の圧倒的点差にひなたは叫びそうになって自分で自分の口を押さえる。

　何よりも、審査員が全員『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のダンスを評価してくれなかったことに愕がく然ぜんとする。あんなに艶やかで華のあるダンスが全く評価されなかったなんて。

「そんな……」

　膝から崩くずれ落ちそうになり壁に手をつく。ショックが大きすぎて紫苑たちに顔を向けることができない。

　あんなに練習を積んでいた薫のことを思えば、言葉が出てこない。

　ステージ上は華やかな色彩が溢あふれているけれど、ひなたの目にはモノクロに映る。

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』残念だけど、次週の料理対決でのリベンジに期待してるよ。次回も『アイドルバトル』を楽しみにしてくださいね～。では次のコーナーいっちゃいましょう!!」

　司会者が明るく締めくくり、「アイドルバトル」のコーナーの収録は終了した。

　次のセットへと入れ替えが手早く始まる中、紫苑が立ち上がりかけていた審査員の前に立ちはだかり、ガンッ！　とセットのテーブルを蹴けっ飛ばした。

「うぬら、いい加減にしろ！　半はん端ぱなことをして恥ずかしくないのか！」

　甲かん高だかいよく通る紫苑の一いつ喝かつに、スタジオがシ────ンと静まり返る。

　スタッフも審査員も紫苑の放つ圧力に、ピタリと動きを止めてしまっている。薫でさえも目を見開き呆然と立ち止まり、あれほど嫌味を言ってきていた『ハフハフ』の碧も動きを止め立ちすくむ。

　スタジオ内の時間が止まってしまった中、ひなたは駆け出した。

（負けたから怒ってるの!?　でも今はダメだよ！）

　心で叫びながら紫苑へと駆け寄る。

「申し訳ありません!!　すみません、すみません!!　失礼しました」

　紫苑の腕を引っ張ると同時に審査員へと頭を下げ、グイグイと彼を引きずっていく。

　すぐにザワザワと動き出すスタッフは、次の準備の時間に追われているようで、もう紫苑たちのことなど眼中にないようだ。

「放せ、女！」

　騒ぐ紫苑をスタジオから連れ出し、控え室まで早足で戻った。

「紫苑君、負けて悔くやしいのはわかるけど、今は我慢して」

　しばらく憤いきどおりに唇を嚙みしめていた紫苑だったが、舌打ちと共に「違う」とこぼした。

「あれは腹いせにやったんじゃない。……奴やつらの評価は八や百お長ちようだ」

「八百長!?　まさかそんな」

「まさかだと？　おまえの目は節ふし穴あなか！　このオレに対しての愚ぐ弄ろう、許されると思うなよ」

　言うと同時に紫苑は控え室の椅い子すを思い切り蹴っ飛ばす。

　ガターンと大きな音を立てて椅子が床に転がったのを見て、ひなたは紫苑の怒りの深さを思い知る。この怒りは、紫苑がそれだけ本気で取り組んだ証あかしだ。

　ゆるりと紫苑が顔を起こす。その瞳は怒りに強く揺らめいている。

（なんて強い瞳……）

　剝むき身の感情をさらけ出すその瞳は心の奥底まで踏み込んできて、全てを支配されてしまいそうだ。織田信長がその目の中に生きている。

「あいつら、考えも悩みもせずにボタンを押していた。はなから審査する気などなかった態度だ。証しよう拠こはないがオレの直感だ」

　自信満々に言い放つ紫苑は、怒りの炎ほのおを身の内で燃やす。周囲のものまで焼き尽くさんとする激しい炎。けれどひなたは恐れることなく紫苑の手を取る。

「八百長のこと、理事長に相談してみる。でもね、私は今、安心しているの」

「安心だと？　性根の腐くさった奴らに安心しているならおまえも相当腐っている」

「違うよ、そうじゃなくて、紫苑君がそこまで憤ふん慨がいしているのは、本気でやるって気持ちになってくれているんだって、そのことに安心したの」

　正直、Ｓクラスに転入してからずっと紫苑を見ていたけれど、アイドルとして売れたい、やっていきたいという強い思いがあるようには見えなかった。

　それなのにこんなに憤慨していることに驚いたし、嬉しくもあった。

　本気の紫苑はとてつもない魅力を放つ。

　ひなた自身が本気の紫苑をもっと見ていたいのだ。

　ひなたの言葉に紫苑はさもイヤそうに顔を歪め、ひなたの手を邪険に払う。

「ふん、どうせおまえは自分の学費のために安心したんだろうが。オレはただ薫を軽んじるような態度が許せないだけだ。おまえの口のきき方は気に入らないが、オレの態度も悪く……はないとはいえないかもしれないが……やはり悪くはないぞ」

　不機嫌そうに唇を尖らせ、紫苑はクルリとひなたに背を向けた。

　椅子を元に戻しながら、ひなたは紫苑の素直でない物言いに口元が緩んだ。

「理事長に相談して事情がわかったらうわぁっ！」

　二人に声をかけながら振り返ったひなたは、途中で叫んでギュッと目を閉じた。

「ちょっと、二人とも着替える時は、出て行くように言ってよ!!」

　紫苑は上半身裸、薫はズボンを脱いだ下着姿、つまりパンツ一丁だった。

　薫の下着がやけに派手で色っぽいものだったのをバッチリと見てしまい、目の奥に焼きついてしまう。

（こ、高校生がはくパンツなのぉ──？）

　少なくとも百井家男子であのパンツはない。

　基本は白のブリーフ三枚組のみ。それも割引デーにまとめ買いだ。

　目を閉じたまま二人に背を向け急いでドアに近づくひなたを、バッと手を伸ばした紫苑が背後から囲い込む。

「ひいいっ」

　背中からの壁ドンだ。背はひなたより低いくせに威い圧あつ感かんがあるから、鷹たかに狙ねらわれたウサギになった気がした。

　少しでも体を動かせば、鷹の鋭い爪で背中をざっくりとやられそうな気がしてピクリとも動けない。

「世話係のくせにこんなことで動揺するな」

「いや、するする、します！　一応、女子ですから動揺ぐらいしてもいいですよね！」

「これからオレたちの世話をするなら着替えぐらいで騒ぐな。そもそもおまえは弟もいてさんざんオレを子ども扱いするくせに」

「弟の着替えを覗いたりはしないからね！」

　紫苑の息が肩にかかる。さっきまでの熱量が残っているからか、紫苑の熱が伝わり背中がやけに熱い。

「ととと、とにかく、外に出るから離れてよ」

「紫苑、その体勢はまたセクハラって言われてしまうよ」

　ひなたを囲う紫苑の右腕をつかんで止めに入ってくれた薫に、最上級に感謝する。

「あ、ありがとう、薫くんんん!!」

　振り返れば、薫はまだパンツのみの下着姿で、ひなたのすぐ隣に立っている。あの衝しよう撃げき的てきなパンツ一丁で。

　半裸姿の男子二人に挟はさまれているような形になったひなたは、盛大に叫んだ。

「いやあああ！　そんな姿……、もう……勘かん弁べんしてください！」

　その格好だけでも十分セクハラです！　と叫びたいけれど、薫は「大丈夫？」とより一層顔を寄せてくる。

「案外からかい甲斐があるな、おまえ」

　紫苑はもう片方の腕も下ろし、ニヤリと口元を引き上げる。涙目のひなたにとって、紫苑の愛らしい顔の中にある笑みは、人をたぶらかし陥おとしいれようとする悪魔の微笑みに見えた。

（この人……鬼き畜ちくだ……愛らしい顔をした鬼畜系男子ですよ！）

　織田信長がどんな人柄かなど、当然、実際に知らないけれど、人を翻弄し楽しむ性質があるらしいのは確実だ。

　信長の悋りん気きに触れ、逃げて棚に隠れた坊主を、棚ごと圧へし斬きったとの逸いつ話わを持つ信長だ。油断していたら、こっちが圧し斬られてしまいかねない。

「外で待ってるから、着替え終わったら言ってください！」

　急いでドアを開けて二人から逃げ出し、廊下に出るや壁にもたれて大きく息を吐き出す。

（手のかかる弟と同じだと思っていたのに……なんでこんなに翻弄させられてるの？）

　やけに鼓動が速いリズムを刻むことに、ひなたは困惑して目を閉じる。

　それにしてもあのエロいパンツはないよね……とまだ薫の下着を引きずるひなただった。
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　ダンスバトルの収録から三日後、ひなたと薫かおるは学校の調理室にいた。

　上手だなぁ、とひなたは感心して、材料を刻きざむ薫の手元を見ていた。

「そんなにじっと見られると緊張してしまうよ」

　そんなことを言うけれど、緊張など本当はしていないことは薫の表情が語っている。

　今日の薫は後ろ髪を一つにまとめ、眼鏡めがねをかけていた。

　綺麗な顔立ちに細い縁ふちの華きや奢しやな眼鏡はよく似合い、まとめた髪で顕あらわになった首筋がやけにセクシーだ。

（あのパンツのせいか、やけに薫君が色っぽく見えてしまうよ……）

　まだ下着ショックから抜け出せないでいた。

　夜や休みの日は眼鏡で過ごすという薫の、料理をする横顔は色気だけでなく知的さも兼かね備そなえておりとても素敵だ。ただ髪で隠したままなので、薫の右目がどうなっているかは窺うかがい知れない。

　聞いてみるのは簡単だけど、自分から話してくれるまでは聞かない方がいいような気がしてひなたは詮せん索さくをしないままでいた。

「驚おどろいた。薫君がこんなに手て際ぎわいいなんて。料理上手なんだね」

「ありがとう。昔の記憶もあるし、料理するのは嫌いじゃないんだ。政まさ宗むねの時にはいろんなメニューの開発もよくしたものだし」

　トントンとリズムよく材料を刻む薫の手には一切の無む駄だがない。下ごしらえも慣なれているようだ。

「読んだよ、そのエピソード。伊だ達て巻まきとかずんだ餅もちを考えたって。伊達政宗は料理上手だったんだね」

「まあ最初は必要に駆かられてだったけど、やっぱり料理は楽しいよ」

「わかる、私もお料理は家事の中でも一番好きかも」

　他た愛あいもない話をしながらも薫は手際よく料理を進めていく。

　次の「アイドルバトル」の対決は料理だ。

　今度こそ負けられないと放課後に調理室を借り、薫は選んだメニューの試作をしていた。

　得意料理一品と、当日に指定される課題料理一品の二品で勝負することが決まっているのだが、薫は得意料理にあまり時間と手間をかけずにたくさんの量ができるものをと考え、パエリアに決めた。

　質より量と材料費が重要視される百もも井い家けでは、そんな洒しや落れたものは出てこない。

　百井家の家事全般を任されているひなただが、もちろんパエリアなど作ったことがないし、ムール貝など買ったこともない。

　目の前にふんだんに用意されている豪ごう華かな食材にうっとりと憧あこがれの溜ため息いきをつく。

「このエビすっごく大きい。お正月でもなければ見かけないよね」

「そこまで大きいとは思わないけど……」

「その殻からはちゃんと利用できるから捨てないでね」

「でも殻ごと使うから……え？　殻って何に使うの？」

「粉末にして出汁にもなるし、ふりかけにもなるけど、使わないの？」

「……うん、多分、大体の人は使わないかも」

　薫が苦笑しながら肩を軽く持ち上げる。そんな姿も様になっていて、王子様が料理をしているような優ゆう雅がさがある。

　薫はどうやらお金持ちの息子らしい。自分では話さないが会話の隙すき間まから垣かい間ま見みえるところから推察すると、相当な家ではないかと思われた。

　持参している包丁だってひなたが使っているような安物ではないし、エビの殻を捨てるし、間違いなく百井家とはランクの違う家だ。

「手つきが高校生男子のレベルじゃないよ。伊達政宗は本当に料理上手だったんだ」

「ん～、僕たちは偉い人じんそのものじゃなく記憶を持っているだけのヒストリアだから、偉人の特技が即、自分の特技になるわけじゃないんだ。ただ扱い方がわかっていたり、手順がわかっているだけなんだよ」

　未いまだにヒストリアというものがよく理解できていない。

（自分の中に二つの記憶があるのは、どういう感じなんだろう）

　百井ひなたとして過ごすと同時に、過去の誰かの記憶があるのは、一体どれが自分のなのか、見失ってしまわないのだろうか。

　薫はあまりヒストリアの影響を受けていないようだけれど、紫し苑おんはかなり影響を受けていると思われる。他の人たちもそれぞれヒストリアの影響度が違っている。

　考え込むひなたの表情を読み取ったのか、薫が材料を炒いためながら横顔で笑う。

「僕の場合はね、政宗の記憶が甦よみがえったのは中学に入ってからだったんだ。だから僕は『十と瀬せ薫』としての存在を見失わずにいられるんだけど、生まれた時から偉人の記憶があったとしたら、今を生きている『自分』という人格は、きっと形成されなかったと思う」
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　そうか、と納得する。

　生まれた時から「誰か」であったとすれば、新しい人格の形成は難しいだろう。赤ちゃんは真まっ白しろで生まれてくるからこそ、一つずつ経験を積み重ねて、「自分」を作っていくのに、もし最初から誰かの色がついていたら、新しい自分を作ることができない。

　強きよう烈れつな存在だった織お田だ信のぶ長ながの記憶を、紫苑は一体いつから持っているのだろうか。

「紫苑君は、小さい時からヒストリアだったのかな」

　聞くともなく呟つぶやいたひなたに、薫が答えてくれる。

「紫苑は小学校に入る前って聞いたよ。近所で火事が起きて、それを見て甦ったって。強烈な過去のトラウマが記憶を呼び覚ますきっかけになるみたいなんだ。紫苑の場合は火事が引き金になったようだね」

「ああ……本ほん能のう寺じの変へんかな」

　織田信長は、部下の明あけ智ち光みつ秀ひでの裏切りに遭あい、京きよう都との本能寺で炎ほのおに巻かれながら最後を迎えたと伝えられている。記憶の奥底に眠るトラウマが、過去を甦らせたのだろうか。

「小さい時に記憶が甦れば、それだけ強く影響を受けるのかもね」

「まあ、基本はそうだろうけど、特とく殊しゆな例はあるね。ひなたちゃんは理事長が誰のヒストリアか知ってる？」

「聖しよう徳とく太たい子しだよね？」

　昨日、審査が八や百お長ちようではないかと理事長に相談しに行った時のことを思い返す。

　──ほう、そんなことが。それはゆゆしきことです。

　悩むような素振りを見せた後、理事長は紳しん士しスマイルを浮かべてひなたに言った。

「芸能界ではそういうこともないとは言えません。そして事務所の力の差はどうにもできないので、それをわかった上で勝ち抜いてくださいね」

　簡単に無茶を押しつけてきた。

「ええ？　無理言わないでください！　何か対策とか」

「ないですね。学費のために全力で頑がん張ばってください」

　無む慈じ悲ひな言葉に愕がく然ぜんとしたひなたは、本当に理事長が歴史上でも徳の高い聖徳太子なのか怪あやしんでいる最中だ。

「そう、[image: ]戸皇子うまやどのみこだね。あの人は生まれた時から記憶があるらしい。あれだけの偉人の記憶を生まれた時から持っていて、それでも事務所や学校を経営して、ちゃんと今を生きている。その上ヒストリアの人たちの後こう援えんまでしてくれている」

「リスターズ計画だっけ？」

「そう。僕たちはカリスマ性を見込まれアイドルに、エマちゃんや美み羽うちゃんは文学の方で才能を開花しているし、遊ゆう太た君なんかは自由に発明をさせてもらっている。それぞれの才能を開花させるために理事長は頑張ってくれているんだ」

「……現代にあっても聖徳太子は聖人なんだ」

　腹黒いとか大人のやり口が汚いなんて、密ひそかに思っていてごめんなさいと心で謝あやまる。

　半分騙だまされたようなＳクラス転入も、学費無料を餌えさにいいように使われている現状も、精一杯好意的に考えたならば、ひなたの窮きゆう状じようを救う策だったのかもしれない。実際、『Ｂビー・ＳＨＯＷシヨウＺズ』のお世話係のお給料と学費無料に心底助けられているのは事実だ。

「そっか。理事長に感謝しなくちゃ」

「そうだね」

　話している間に、いい匂いが漂ただよい始める。

「そろそろできあがりかな」

　作る量が多いので、フライパンを二つに分けて作っている。一つのフライパンの蓋ふたを開けた薫に続いて、ひなたはもう片方のフライパンに近づく。

「こっちの様子も見てみるね」

　蓋をされているフライパンに手を伸ばしたひなたを、思わぬ勢いで薫が止めた。

「触らないで！」

「……え？」

　初めて聞く鋭するどい薫の声に、ピタリと動きを止める。

　薫はすぐ我に返ったようで、眼鏡の奥の瞳を曇くもらせながら慌あわてて言い添えた。

「あ……ごめん。今日は僕が全部やろうと思っていて……ほら、当日は僕一人だし、頼ってしまったら意味がなくなるでしょ？」

「そ、そうだね。余計なことをして、ごめんなさい」

　謝るひなたの頭に、薫は手を載せてポンポンと優しく叩いた。

「いや、僕の方こそ焦あせって大きな声を出してしまった。ごめん」

「えっと……じゃあ私にできるお手伝いは何かないかな？」

　じっとしていると家事全般を常に請うけ負おっているひなたは落ち着かない。人が動いているのに自分が座っているのは、どうにも居い心地ごこちが悪い。

「ひなたちゃんは試食係だからゆっくりしていてよ。当日は僕が全部つくらなきゃいけないんだからさ、ペース配分なんかも見ておきたいし」

「まあ……そうだけど」

　本来ならば紫苑と二人でやるべき作業なのに、「オレが手を出せば薫の邪じや魔まになるだけだ」とすっかり薫任まかせになっている。

「紫苑君がせめて材料切るのだけでも手伝ってくれたら薫君も楽らくなのにね。相手は三人だから薫君一人だと大変だよ？」

「紫苑はああ見えて僕に気を遣つかってくれているんだよ。それに紫苑はあまり火が得意じゃないから、関わらせたくないんだ」

「そうなんだ」

　紫苑を許きよ容ようする薫の懐ふところの深さには感心する。

　こんなお兄ちゃんがいたら幸せだろうなと長女のひなたは憧れてしまう。

「薫君は優しいね」

「そうかな？　じゃあこの後は僕とデートする？」

「だからそういうのは、ナシでお願いします」

「そ？」

　軽く笑う彼がモテないわけがない。見た目も物腰も王子様で優しく、料理までできてしまう。こんな理想的な男子はそうそういない。

　態度が軽いのでわかりにくいけれど、薫は相当努力家で根は真ま面じ目めだ。

　モテ要素満まん載さいの極ごく上じよう物ぶつ件けんなのに、なぜこんなにあちらこちらに声をかけまくるのか、さっぱり理解できない。そのくせ特定の彼女を作らない理由も全くわからない。

　もしかして伊達政宗が女たらしだったのだろうか。もしくは戦国時代には側そく室しつがいるのが普通で、政宗も十人ほどの側室がいたようだし、今でもたくさんの女性に囲まれていたいのかもしれない。

「おう、薫。終わったか？」

　ひょこっと紫苑が調理室に顔を出し中の様子を窺ってくる。

「よし、できあがっているようだな。オレ様の分を早く取り分けろ、女」

　当然とばかりに調理台の横の椅い子すにドカッと座り、薫の料理の給仕を待つ。

「紫苑君、手伝いに来てくれたの？」

「バカか。オレは食べるだけだ。オレが料理をするなど片腹痛いわ」

「わ～、片腹痛いって単語、実際に聞いたの初めて」

　それにしても紫苑はいつまで経たってもひなたのことを「女」か「おまえ」でしか呼んでくれない。

「紫苑君も当日は何もしないわけにはいかないだろうし、お手伝いしておいた方がいいよ」

「おまえはつくづく阿あ呆ほうだな。薫のことを何もわかっていない」

「阿呆って言われても……」

　薫のことだけでなく紫苑のこともヒストリアのこともまだほとんどわかっていない。

　二人のことをもっと知りたいけれど、どこまで踏ふみ込んでいいのかラインが見えない。

「さあ、できたみたいだし食べようか」

　薫が明るく笑い、フライパンの蓋を開ける。部屋中に香ばしい匂いが満ちる。

　試しに作ったのは六人前のパエリア。

　当日は審査員五人と観客五十人に一口ずつ試食をしてもらうので、最低でも十人前以上作らなくてはならない。

　これの倍の量を作るのだから、当日、薫一人で本当に大丈夫なのかと心配になる。けれど今、ひなたの心配はそこではなかった。

「あのね……薫君にお願いがあるんだけど……」

　できあがった料理を前に、ひなたはモジモジと恥はずかしそうに両手を前で組み合わせる。

「なあに？　ひなたちゃんのお願いなら、僕はなんでも聞いてあげるよ」

「本当？　恥ずかしいお願いなんだけど……」

「なんだろう？　期待しちゃうね」

　クスッと笑う薫の隣で、紫苑がギュッと眉まゆ根ねを引ひき絞しぼる。

「おまえ、さては薫にすり寄ろうしているのだろう。薫に声をかけられたからといって勘かん違ちがいするな。こいつの女たらしはおまえに対してだけではない」

「わあ、面と向かって女たらしって言われてしまったよ」

「大丈夫、勘違いしてないから。薫君が女たらしなことくらい、ちゃんとわかってるよ」

「わあ、遠えん慮りよなく言ってくれるね」

　ははは、と乾かわいた笑いを浮かべている薫だったが、気を取り直して「で、お願いってなあに？」とひなたを促うながした。

「あの……本当に恥ずかしいお願いなんだけど……その、今日の──」

「あああ！　いたいた。青あお葉ば君、ひなたちゃん見つけたよぅ！　美羽が見つけたよ！　ああ、紫苑君もいるぅ。ぬふぉぉぉ三角関係の現場にあらざりや！」

「いい匂いがしているわ。タイミングよかったみたいね」

「……ひなたさんいた」

　ひなたがお願いを告げようとした途と端たんに、調理室の扉とびらからドヤドヤとクラスメイトが流れ込んできた。

　美羽が青葉を引き連れ、エマには柚ゆずがくっついている。どうやらひなたのカバンが教室に置きっぱなしだったので、捜さがしてくれていたようだ。

「カバンがあるのに『ひなたさんがいない』って冬ふゆ島じま君が心細そうにしていたから捜していたの」

「恋ならむや！　ショタの恋はむべなるかな。いとうまし☆」

　どうやら美羽は妄もう想そう世界へ旅立たれているようだ。

　スススッと青葉が近寄ってきて、ひなたの左腕につかまり、蚊かの鳴なく声よりも小さい声でボソボソと呟く。

「カバン、春はる木き君が何かしていた」

「……忠告ありがとう。開ける時には気をつけるね」

　今度は事前に危険情報を入手できたことに感謝する。

　春木遊太。あの人は勝手に人を実験に使うので、気をつけなければならない。

「まあ、でもおかげでいいところに来たわ。パエリアね。スペイン料理で元々は鍋なべという言葉が語源となったもので、この黄色はサフランね。サフランは花の雄おしべを──」

　エマはフライパンの中のパエリアについて蘊うん蓄ちく語がたりを始める。その隣に立つ柚がスマホをいじってパエリアの写真を撮った。

「こんな黄色いご飯など正しよう気きの沙さ汰たとは思えないけど、食べてあげなくもない。でもエマちゃんにマズイもの食べさせたら、一生君を恨うらむから。……ご馳ち走そうになります」

（私が作ったんじゃないけど一生恨まれるんだ。でも食べる気満々だよね）

　しかしひなたの関心は残念ながら柚の毒どく舌ぜつではなく、目の前のパエリアの量とクラスメイトの数にあった。

「みんな試食してく？　たくさん作ったし、僕らだけでは食べきれないなって思っていたところなんだ」

　薫の一言に、「そうなるよね～」と言いながら、ひなたはガクリと膝ひざをついた。

「百井さん、どうしたの？　この女たらしに何かされたの？」

　心配そうにエマが肩を抱くと、柚がすごい勢いで睨にらみつけてきた。

「わあ、エマちゃんも躊ちゆう躇ちよなく言ってくれるね」

　のんびりした薫の声が遠ざかるようだ。さっきまでの期待が一気に破れてしまい、ひなたは立つ気力を失っていた。

　──せっかく……。

（せっかく、大量のパエリアを家に持って帰れると思っていたのに！）

　そう、ひなたは試食した残りを家に持ち帰らせてもらえるよう薫にお願いしようとしていたのだ。

　一食分の食費が浮く上に、珍めずらしい食べ物に喜ぶ弟きよう妹だいの姿が見られると心密かに喜んでいたのに……。

　しかしその目もく論ろみは、クラスメイトが現れたことで見事に打ち崩くずされてしまった。

　パエリア六人前。現在ここには生徒が七人。

　次からはカバンを残して教室を出ないことを誓ちかうひなただった。

　心で涙を流しながら食べたパエリアは大変美お味いしかった。
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　二回目の収録を翌日に控ひかえた放課後、Ｓクラスの生徒が入る特別寮にある生徒用の簡かん易い調理室の前で、ひなたは一度呼吸を整えてからノックをして扉を開く。

「薫君、お疲れ様」

「来てくれたんだ」

　眼鏡の奥にある瞳は微笑ほほえんでいるけれど、疲れた様子は明白だ。

　本当はすぐにでも駆け寄って薫を休ませたいと思ってしまう。

　明日が料理対決本番だが、薫はまだ和食の試作に苦しんでいた。

　当日指定される課題料理は和食と決められているが、何を作るかは知らされていない。

　時間内にできそうなメニューと、審査員と観客に一口ずつとはいえ味見をしてもらうので量も必要と考えれば、煮物系が有力ではないかと薫は煮物料理に取り組んでいた。

　だが薫はなぜか壊かい滅めつ的てきに和食が苦手らしく、作るのも食べるのも好きではなく、このままでは課題がクリアできないと、ここ数日連続して学校が終わってから試作を続けている。

　努力家であると同時に完かん璧ぺき主義者の薫は妥だ協きようを許さない。寝る間も惜おしみ何度も作ってはレシピを検索し、料理本も何冊も読み込んでいるがまだ納得できないようだ。

　手伝いを申し出ても一人で作りたいと拒こばまれてしまい、試食をすることでしか協力できないことがひなたにはもどかしかった。

　今日のメニューは肉じゃが。お皿に盛られた料理を一口含み、薫はいつものように首を傾かしげ、一口食べたひなたも同じように小さく首を曲げる。

　美味しいのは間違いなく美味しい。高校生アイドルがこれだけのものを作れたら上出来だと思える。けれどどうも何かが足りないような気がした。しかしそれがなんなのか、はっきりとはわからない。

「やっぱり食べるのも苦手だから美味しく感じないのかな。それとも何かが足りない？」

「お肉かな……」

「最高級の和牛を用意してもらったんだけど」

「わお、最高級の肉を肉じゃがに使っちゃうんだ。いつもの我が家のとは味が違うわけだ」

　百井家の牛肉はスーパーの特売肉なのだから、味が違って当然だ。値段が折り合わない時は豚肉で代用することさえあるのに、最高級和牛を肉じゃがに使うなど恐ろしいことだ。

「でも美味しいよ」

「うん……そうだね」

　ひなたが褒ほめても、薫は納得のいかない顔をする。

「もう少しレシピを色々検索してみるよ」

　疲れた顔で笑った薫が、ぐらりとバランスを崩しテーブルに手をついた。思い詰めすぎと寝不足で軽い貧ひん血けつを起こしたのだろうか、ひなたはそんな薫に胸が締めつけられる。

「……薫君、いつも残り物をもらうお礼を兼ねてクッキー作ってきたの。休きゆう憩けいにしない？」

　疲労を見せる薫のために何かしたいのに、こんなことしかできなくてもどかしい。

「疲れた時には甘い物がいいよ。これは低カロリーのおからクッキーだしバターも入ってないから、体への負担も少ないの。体重にも健康にもお財さい布ふにも安心安全なんだよ」

　自家製のクッキーを持参したひなたは、「はい」と瓶びんを差し出した。

　えっ、と言葉を詰まらせた薫の表情がサッと凍こおりつく。

　これまで柔にゆう和わな笑みを崩したことのない薫の初めて見せた表情に、ひなたはハッとしてすぐに瓶を背中に隠かくして頭を下げた。

「ごめんなさい！　こんな物失礼だよね。少しでも役に立ちたいって思って……でもこんな安物なんてイヤだよね、ごめんなさい！」

（失敗した……こんなつまらないもの失礼だった。薫君が食べるわけないよね）

　時々紫苑も薫も普通科にいる女子からお菓か子しをもらっているのは知っている。

　彼女たちの渡すお菓子は、カタカナの名前を持つお洒落な洋菓子で、可か愛わいく綺き麗れいにラッピングされた気持ちのこもったもの。それに比べたら、ジャムの空あき瓶びんに詰めた、砂糖やバターをけちったおからクッキーなど、セレブな薫に渡すには失礼だったとひなたは深く頭を下げ、ジャケットのポケットに瓶を押し込んだ。

　頭を下げ続けるひなたに、薫は静かに言った。

「頭を上げてよ、ひなたちゃん。誤ご解かいさせたならごめん。違うんだ」

　ゆっくり顔を上げたひなたの前で、薫が寂さびしさを含んだ笑顔を見せている。

「少し、話そうか。座って」

　この特別寮りようは五十年ほど前に建てられた瀟しよう洒しやな洋風建築で、それほど大きな建物ではないけれど年代を経へた美しさがある。

　調理室には小振りながら洒落た木製のテーブルと椅子、窓際と壁際にはキルトカバーのクッションが並べられたベンチがそれぞれ一いつ脚きやくずつ置かれている。

　硬こう直ちよくしたままのひなたの肩をそっと押して、窓際のベンチに誘いざなってくれた薫は、ひなたを申し訳なさそうに見つめ溜息をこぼした。

「実は……僕は人の手を経たものが食べられないんだ」

「……人の手を経たもの？」

　薫の言葉がよくわからずにオウム返しで問いかけると、薫は視線を下げた。

　長い睫まつ毛げが印象的な眼鏡姿の横顔が、やけに寂しそうでひなたの心が小さく軋きしむ。

「僕は、いや、伊だ達て政宗は、母親から食事に毒を盛られたことがあったんだ」

　それは有名なエピソードで伊達政宗を扱ったどの本にも書かれていた。

「母親のせいではなかったって書かれていたけど……」

「うん、最初は母とは思いもせず、政略結婚をした妻の身内を疑った。けれど何年か経ってから母の仕し業わざだとわかったんだよ。それ以来、情なさけないことに、人が作った料理が信用できなくなってしまって、誰かの作ったものを食べることができなくなってしまったんだ」

　重たそうに瞬まばたきをして、薫は続ける。

「中学になって政宗の記憶が甦ってから、やっぱり政宗と同じように食べられなくなってしまってね。特に和食は昔を思い出してダメなんだ。お菓子やパンのように売っているものでさえ、自分で直接買ったものじゃないと口に入れられない。それを知っているから、紫苑は料理を僕一人に任せてくれているんだ」

　情けないよね、と自じ嘲ちようする薫の姿に、ひなたの心は針を刺されたように痛んだ。

　思い返せば、薫が食事をしているところをあまり見たことがなかった。お弁当が用意されているところでも、手をつけていなかった。

　伊達政宗が料理上手だったのは、自分で作らなければ食べられなかったからかもしれない。自分の母を、信頼している家族を疑わざるを得ないなんて、一体どこに安らぎを求めればいいのか。

　ひなたにとって家族とは拠より所どころだ。どんなことでも頑張れるのは家族がいるから。

　頼り頼られ、互いを信頼しているからこそ辛いことも乗り越えられるというのに。

　戦国時代とは、どれほど過か酷こくで残ざん酷こくな時代だったのだろう。

「ごめん、だからひなたちゃんのクッキーを……僕は食べることができない」

「ううん、私、何も知らずに無神経だった。ごめんなさい」

「謝るのは僕の方だよ。せっかく作ってくれたのに」

　申し訳なさそうに頭を下げる薫に、ひなたは泣きたくなってしまう。

　薫は誰かからお菓子やチョコレートをもらう時、本当なら断りたいだろう。

　けれど渡してくれる人の気持ちを考え、突き返すより受け取る方を選び、そうして自分が苦しんできたのだ。

　食べ物を無駄にしてしまう罪ざい悪あく感かんを抱かかえながら、ありがとうと笑いながら受け取ってきたのだ。

　薫の苦しみの欠片かけらもきっと理解できていないだろうけれど、ひなたも胸が痛い。

「そんな……ごめんね。私、お世話係なのになんにも気がつかなくてごめんね」

　こんな辛い思いをくり返させるために神様は彼らをヒストリアにしたのだろうか。

　嬉うれしいことよりも悲しく辛つらいことの方が鮮せん明めいに記憶に残ると言うけれど、それならば、彼らの辛い記憶は、数百年を経てもまだ鮮明に残されたままなのだろうか。

（そんなの……酷ひどい）

　ひなたの眦まなじりから涙が静かに溢あふれ出す。

　薫の目が驚きに開かれ、すぐに優しい笑みになる。

「なんでひなたちゃんが泣くの？　女の子の涙は最強の武器なんだよ。こんなところで使ったらもったいない」

　急いで頰ほおを拭ぬぐおうとしたひなたの手をサッとつかんだ薫が、空あいている手でひなたの頰を優しく拭う。

　向き合えば薫の長い睫毛がやけに艶つやめいて見える。

　涙に濡ぬれる瞳で薫を見つめながら、ひなたはそっと薫の手を握にぎりしめ立ち上がった。

「ねえ、ちょっと外に出ようよ」

「え？　今から？」

　戸と惑まどう薫を引っ張って寮を出て、校内を横切り普通科の校舎の中に入り階段を上る。下校時刻をとっくに過ぎた校舎に残る生徒はおらず、静せい寂じやくに満ちた中を二人は最上階まで上り詰めた。

「薫君、見て、ここから街が一望できるんだよ。特別校舎は三階建てだから、この眺ちよう望ぼうは普通科だけの特権かな」

　普通科クラスの校舎は五階建てで、小高い丘の上にあるから五階の廊ろう下かからは遠くまで街が見下ろせた。

　夕日に照てらされた秋の街は、淡あわい朱しゆ色いろに染まり遠くまで広がっている。

　ビルや家々が赤い海の中にあるような幻想的な景色だった。

　ひなたは手をつないだまま、薫と並んで眼下を眺ながめる。

「ねえ薫君。あの家の一つ一つに家庭があって、マンションの中も一いつ軒けん一いつ軒けん人が住んでいるって思うと、すっごいたくさんの人がいるよね」

「うん、すごい数だ。どれだけの人がいるんだろうね」

「その数だけの生き方も、そして味付けもあると思うの。薫君がダメだと思う味でもこの街の中の誰かにとっては美味しいかもしれない。考え方も色々だよ。だからあんまり思い詰めないで。完璧を求めすぎて薫君が体調を崩したら元も子もないよ」

「ひなたちゃん……」

「記憶の奥に刺さったままの棘とげは、きっといつか消えていく。ここだけでもこんなにたくさんの人がいるんだもん。薫君もこれからたくさんの人と出会って変わっていくよ」

　夕日が滑すべり落ちるように沈み始め、朱色が濃こくなる。

　気休めの言葉かもしれない。苦しみを抱く薫にとっては部外者の言葉に過ぎないかもしれない。それでもひなたは薫の心に寄り添いたいと願いながら言葉を紡つむぐ。

「食べなくてもいい。無理することなんかないよ。いつか信頼する人ができた時、きっと自然に食べられるようになると思う。その時まで無理することなんかないよ」

　食べられないことに罪悪感なんか感じないでと伝えたい。

　食べられなくて一番苦しんでいるのは、薫自身なのだから、それ以上の十じゆう字じ架かを背負わずにいて欲しい。

　お互いをまっすぐに見つめ合う。二人を濃い朱色に染めながら夕日は姿を消そうとしている。静寂に包まれた校舎の中、やがて薫が重たげに目を閉じた。

「ひなたちゃんなら……もしかして……」

　喉のどの奥から絞り出すような声にひなたは堪たまらず握っている薫の手を深く握り直す。

「苦しい過去の話をさせてしまってごめんなさい。でも話してくれてありがとう」

　瞼まぶたを持ち上げた薫が、やけに思い詰めた顔でひなたをじっと見つめ、そっと顔を寄せる。

「か、薫、君？」

　顔を寄せてくる薫に、ひなたはうろたえ瞬きをくり返す。

　眼鏡が知的に見せるから、いつものような軽けい薄はくさを感じさせず、まるで知らない薫の一面を見せられているようで胸の奥底がざわざわと落ち着かない。

　ふっとささやかな吐と息いきとともに艶めいた声こわ音ねで薫が告げる。

「今なら……」

「い、今なら？」

　やたら距離を詰めてくる薫との距離は、ひなた的にはもうほとんどないに等しい。

　遊び慣れている薫にとっては大した行為ではないかもしれないが、免めん疫えきのないひなたにすれば、これはもうただごとではない。

（アイドルの自覚持って、薫君！　後光すら見える眩まぶしさで近づきすぎないでください！）

　窮きゆう鼠その気分を存分に味わっているのに、相手はさらなる攻撃に打って出た。

　すっと手を伸ばすや、ひなたの頰を両手で包み込んだ。

（薫君、ストッ────プ！　パーソナルスペース不足!!　ノーモア接近!!）

　さっき泣いていたからきっと顔も酷いことになっているはずなのだ。これ以上至近距離で見ていただきたくない！

　しばし見つめた後、薫は優しくひなたに顔を寄せた。

　鼓こ動どうが驚くほど大きく跳はねる。

「か、かかか薫君んんんん[image: ]」

　声がひっくり返るが、心臓もひっくり返りそうだ。

　思わぬ時にお一人様一個商品を見つけた時よりも心臓が騒さわいでいる。

「今なら……食べられそう」

「食べっ!?」

「うん、できそうだよ……ひなたちゃん、いい？」

「ままま待って!!」

　薫は片手を伸ばすと、ひなたのジャケットのポケットから瓶を取り出した。

「ひなたちゃんの作ったものなら、食べられるかもしれない。そんな気がする」

　薫は手にした瓶の蓋を開ける。

「食べ……えっ？　食べ？　ええええ！　本当に？」

　何やら盛大に勝手に誤解していた自分を恥じながら、薫の発言に驚く。

「そんな急に、ど、どうしたの？」

「うん、なんだか今ならいけそう」

　つまんだクッキーを見つめる薫の表情は真剣そのもの。しかしどうしても口にできないようで、睨み合ったまま時が流れる。

「薫君、無理に食べなくていいんだよ。焦らなくても大丈夫だから、ね？」

　心配するひなただったが、薫は真剣な表情でクッキーを目の高さまで持ち上げる。

「今、歴史的一歩を踏み出そうとしているんだ。ここで怯ひるんだら、開かれている天国の門は閉じられてしまう」

「そんなに大層なものじゃないよ!?　これすっごく安い材料だよ！」

　歴史的一歩や天国の門などと期待されては困る。

　最高級和牛を食べ慣れている薫が期待するような立派なものではない。

　それなのに薫は奇き妙みような儀ぎ式しきの供く物もつのようにクッキーを崇あがめ奉たてまつり、頭上に掲かかげている。

　未だ歴史的一歩を踏み出せない薫の手から、クッキーを奪うばい返した。

「本当に無理しないで。味も見た目も材料もお眼鏡に適かなわないと思うよ？　そうだ！　私が先に一つ食べるね。それなら毒が入っていないって証明できるでしょ」

　毒を盛られたことがトラウマになっているなら、目の前でひなたが食べれば薫も安心できるのではないかと考え、ひなたは薫の手から奪い取ったクッキーを口に入れようとした。

「待ってひなたちゃん。やっぱりそれ、僕に食べさせて」

「でも、無理しているんじゃ──」

　ない？　と続けようとしたが、薫はひなたの手首をつかみ、指先でつまむクッキーを自分の口に含む。

　薫の唇に指が触れ、ひなたは慌てて手を引こうとしたが、薫は手を放してくれなかった。

　ひなたの指先が薫の柔やわらかな唇くちびるに触れ続ける。
















　よく整った薫の形良い唇はやけに色気があり、彼の放つ色香にあてられてしまいそうだ。

　ひなたの混乱をよそに、薫は目を閉じて味わうようにゆっくりと咀そ嚼しやくする。

「か、薫君？　無理しないでね」

　ドギマギする気持ちを押し込め、静かに問いかけると、薫はフルフルと首を横に振り、口を閉ざし突然倒れるように頭をひなたの肩に載せた。

「薫君!?　大丈夫？　気分悪い？　今すぐ吐はき出して」

　もしや安物のおからのせいで気分が悪くなったのかと青ざめたひなただったが、薫はゆるゆると頭を揺ゆらし呻うめくような声をあげた。

「ひなたちゃん……これ、美味しい……すごく美味しい」

　感かん慨がい深ぶかい薫の声は、心の奥底から響ひびいてくるようだ。

　長い長い間、人が作ったもの、触れたものを食べられない苦しみに囚とらわれていた薫の心が、ひなたの心に直接伝わってくる。

　薫がギュッとひなたを抱きしめた。

　薫の温ぬくもりに包まれながら、ジワリとまた涙が浮かぶ。

　どれほどたくさんの時間を一人で苦しんでいたのだろう。この温かな体温を持つ薫は、ひなたとも弟きよう妹だいとも何も違わないのに、彼だけが苦しみの中でなぜ過ごさなければならなかったかと考えれば、心だけでなく体中が痛む。

　それなのに、いつでも明るく笑ってくれていた薫の優しさが、ひなたにはとても悲しい。

　涙も弱よわ音ねも辛さも、笑顔で隠さずに全部吐き出して分け与えて欲しい。

　ひなたはそっと薫の背中に腕を回し、彼の体を優しく抱きしめた。

「薫君……食べてくれてありがとう」

　薫が抱きしめる手にギュッと力を込める。

　それだけでひなたには伝わった。薫の苦しみの大きさも、今感じている喜びも、全てをひなたは受け取った。

「頑張ったね」

　ポンポンと労ねぎらうように背中を叩くと、薫がキュッと肩をすくめた。

「ひなたちゃんがいてくれて……よかった。こんなにも……嬉しいなんて、思ってもみなかった」

　薫にとってこの一口が、どれだけ大きくかけがえのない一歩なのか、押し出すように言葉を紡ぐ彼の声が教えてくれる。これまでのような見えない壁に隔へだてられたものではない、薫の心からの声が、ひなたの耳に落ちていく。

　その声を聞いた途端、ひなたはやっぱり泣いてしまった。

「また泣いてる」

　体を起こした薫が困ったように笑い、ひなたの頰を拭う。

「ごめんなさい。泣いてばかりだね……」

　謝るひなたに、薫は甘くて綺麗な眼まな差ざしを向ける。

「ううん、僕は嬉しいんだよ。自分のために泣いてくれて。それが嬉しくない男なんていないよ」

　薫はもう一度ふわりとひなたを抱き寄せ、感慨深い声を出した。

「ひなたちゃんの側は……なんだか安心するね」

「母親みたいでしょ？　弟や妹によく言われる」

「ねえ……ひなたちゃんのこと……ひなって呼んでいい？」

　薫が目を閉じたまま尋たずねてくる。とろりとした声はやけに甘い。

「うん、いいよ。薫君の好きなように呼んでくれたら、私も嬉しい」

　薫にまた一歩近づけた気がして、ひなたは満面の笑みを浮かべた。

　フッと笑う薫の背中をひなたは優しく撫なでる。どうか彼の心が少しでも癒いやされますようにと願いながら。

「……案外、無自覚に誘さそうタイプなんだ」

　小さく呟いた薫の声は、ひなたの耳に届くことはなかった。

　急速に暗くなり始めた静かな校舎の中、ひなたは薫の肩越しに広がる街をしばらく見下ろしていた。
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「アイドルバトル」の二回戦、料理対決の収録が始まった。

　当初の予定ではリハーサル時に当日指定のメニューを教えてくれるはずだったが、急きゆう遽きよ、その場でリアルな表情を撮とりたいからと、収録までメニューは秘密になると説明を受けた。

「いきなりレベルが上がったね」

　心配するひなたをよそに、リハーサルを終えた薫はスマホで何かを検索し始めた。

「魚の匂いが少しだけした。それに大きめの鍋があったから、煮魚系だと思う」

　薫はリハーサル中、ヒントを探していたようで、その余念のなさに感心する。

「さすがだな、薫。おまえに任せるから、後おくれを取るなよ」

　紫苑の上から目線な一言に、薫は画面から顔を上げて笑った。

「任せてよ。もう迷ってないから」

「あれほど和食に手を焼いていたのに、急に言うようになったもんだな」

「魚を捌さばくところは政宗の記憶にあるから問題ないし、大丈夫」

「頑張ってね、薫君。あと紫苑君も」

「オレ様をついでで付け足すな」

　ムッとした横顔には、今はもう拒絶はない。

（この程度なら可愛く見えるようになってきたから、私も紫苑君になじんできたのかな）

「また無礼なことを考えている顔をしているぞ」

「考えてないよ？　収録で残った材料がもらえないかなぁって考えてただけ」

「ふん、わかりやすい女だな、おまえ」

「そ、そんなことない……はず」

「いいや、すぐ顔に出る」

「そこ、じゃれ合わない。こっちは調べ物中だよ」

　薫が冷たい笑みを浮かべつつ、二人の言い合いを止めた。

「ごめんなさい。集中している時にうるさかったね」

「ん？　うん、じゃれるなら僕だけにして欲しいな」

　ニッコリ微笑む王子様スマイルが、氷の国の王子様に見えたのは気のせいではない気がしたが、それを聞くほどひなたの心臓は強くない。

　スタッフの「収録が始まります」との呼び出しと共に、二人の空気がガラリと変わる。

　一瞬でアイドルへと姿を変えて、二人はスタジオへと向かった。

　光の中に立てば紫苑と薫の持つ華はなやかさは控え室にいる時よりぐんと引き立つ。

　だが、今日は絡からんでこないと思っていた『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦハーフ・アンド・ハーフ』の九重ここのえ碧みどりが、やけに二人をニヤニヤしながら見ていることに気がついたひなたは、胸騒ぎを覚えた。

　何かを企たくらんでいますと言いたげな目のまま紫苑の隣に近寄り、わざとらしく言った。

「小学生はまだ調理実習もしていないんじゃないの？　こんな小さな子に料理なんてかわいそうだよね。ハンデあげてもいいかなって、優しい僕は思っちゃうんだぁ」

　嫌いや味みな発言に、ちらりと視線を上げた紫苑だったが、すぐ鼻で笑ってあしらう。

「弱い犬ほどよく吠ほえるとは真実だったか。なあ、哀あわれな犬よ」

　見上げているのは紫苑のはずなのに、碧は完全に威い圧あつされてしまいグッと喉を詰まらせた。

「う、うるさいなあ。今に痛い目を見るよ！　生意気なこと言って後こう悔かいしても知らないから！　ふんっ」

　見事な捨て台詞ぜりふを碧が放った直後、収録開始の合図が響く。

　司会者によるルール説明が終わり、当日指定のメニューが発表された。

「本日この二組に作ってもらうメニューは『鯖さばの味み噌そ煮に』だ！　定番だけど難しいよね。ちなみに僕は食べる専門なので作れないよ。誰か僕にも作って～」

　笑いを誘いつつ発表した途端、顔を強こわばらせていた碧がまたニヤニヤし始めた。

　ニヤついた顔のまま紫苑たちの反応をチラチラと見ている碧。メニューを聞いて大げさに驚くも、全く動じていない他のメンバー二人。三人ともが余裕の笑みを浮かべている。

（あの人たち、メニューを知っていたのかも！）

　相手は業界最大手とも言われる事務所。すでにファンもついている彼らのために、メニュー漏ろう洩えいの根回しをしていた可能性がある。

（紫苑君の言ってたように、これも八百長？　それとも気のせい？）

　気のせいであって欲しい。

　スタジオの光の中に立つ紫苑と薫は落ち着いているけれど、ひなたの心の中は猜さい疑ぎに揺れていた。

　スタートの合図と共に、二組ともが動き始める。

　レシピを練習し覚えてきているのか、『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』のメンバーは、鯖を迷いなく捌き始める。ただ手つきはかなり怪しく、普段料理などしていないことが見て取れた。

　それに比べて薫は、まな板に鯖を載のせてからしばらく瞑めい目もくして呼吸を整えるや、一気に流れるように捌き始める。

　記憶の中から扱い方を取り出したのがわかる。その手つきは迷いも無駄も全くなく、伊達政宗がかなりの料理上手だったことが窺えた。

　会場から「おお」と感かん嘆たんがこぼれ、薫の手元に注目が集まっている。

　薫は華か麗れいな手元を披ひ露ろうしているが、紫苑は完全に何もしていない。

　これが紫苑の気き遣づかいだと今ならわかる。

　人の触れたものが食べられない薫のために、紫苑は一切手出しをしない。

　やることもなく手持ち無ぶ沙さ汰たでムスッとしている紫苑がやけに可愛らしい。

　そのことを司会者に指摘された紫苑が「オレはおまえ同様、食べる専門なんだ」と言い放ち客席に笑いを巻き起こしている。

　ひなたはさっきまでのモヤモヤしていた気持ちが吹き飛ぶ。

（向こうがレシピを知っていたって、あの二人は負けない）

　観覧席に座る人たちの視線だって、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人に集中しているのは、遠目からでもはっきり感じる。

　薫の手料理は手際の良さだけでなく、魚の臭くさみを抜くための下した処しよ理りも完璧にこなし、どうすれば一番美味しく食べてもらえるかを考えている。

　レシピの呪じゆ縛ばくから解き放たれたのだろうか、料理を楽しんでいる姿が魅み力りよく的てきだ。

「絶対に負けないから」と、ひなたは対戦相手を睨みつけながら収録を眺めていた。

　それぞれの料理二品ができあがり、すぐに試食が配られる。

　試食をした観客の反応は、完全に『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』に分があると思えた。

　薫の得意料理として出したパエリアも綺麗な色に仕上がり、見た目も華やかだ。

　前回と同じく、客席五十人の五〇点と審査員五人の五〇点を合わせて得点が決まる。

「では皆様、味はもちろん調理中の姿なども考こう慮りよし、手元のボタンを押して投票よろしく！」

　叫さけんだ司会者も得点の表示される電光掲示板を見つめている。

「絶対に勝ってる。絶対に」

　ひなたは信じて得点が表示されるのを待った。

「出ました!!　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』四二点！　『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』五八点！　おおっと僅きん差さじゃないですか！　なんと観客のほとんどが『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』、審査員票が全員『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』に入る結果に！　これは嵐の予感だね～」

「噓うそでしょ……」

　呟いたけれど、本当は大声で叫びたい衝しよう動どうに駆かられていた。

　審査員の人たちだって、試食していた時には満足そうに頷うなずいていた。薫の出した二品をあんなに美味しそうに食べていたのに！

　料理には首を傾かしげていた『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』に得点を入れるなんて。

　司会者が締めのセリフを告げて収録が終わる。

「これでもう勝利は決まったもんだろ、三回目の収録やるまでもないよな」

　ひなたの背後でスタッフのささやく雑談が耳に飛び込んでくる。

　現状の合計は五二点差で負けている。本当に八百長が仕組まれ、審査員の点数が操作されているなら、次回、観客から満点を取ったとしても勝ち目はない。

　ひなたは唐突に駆け出し、立ち上がりかけている審査員たちの前で頭を下げた。

「待ってください！　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』は本気で戦っています。お願いですから本気で向き合ってください！　この通りです。どうか彼らをちゃんと見て決めてください」

　その場で土ど下げ座ざをして頭を下げると、まだ客の残る観覧席にざわめきが広がった。

　すぐにテレビ局のスタッフが慌てて駆け寄り、ひなたの腕を乱暴に引いた。

「君！　何をしている！　いや、申し訳ありません。失礼しました。また次回もよろしくお願いします。お気になさらずに、はい」

　ペコペコと頭を下げ続けるスタッフが無理やりひなたを立たせた。

「この子はきつく言い含めておきますので、はい、すみません」

　悔くやしくて涙がせり上がる。

　こんなの絶対に許せない。二人が実力ではないところで負けるなんて。

　薫がどれだけ真剣に取り組んできたのかを見ていたひなたは、審査員の結けつ託たくしたような点数の付け方に納得がいかない。それなのにこれ以上言い返せないことが悔しくて涙が溢れる。悔しくて流れる涙は苦くて痛かった。

「手を放せ。その女に触るな」

　ひなたの頭を押さえつけているスタッフの腕を紫苑が捻ひねり上げ、低い声ですごむ。

　最さい後こう尾びにいた審査員の芸人二人がチラチラと視線をよこしながら、スタジオのドアを出て行ったと同時に、紫苑はひなたをグイと引き寄せ、周囲に聞こえるように目の前のスタッフに凜りんと告げた。

「おいおまえ、最後の勝負は生放送だったな」

「そうだが、それがなんだ？」

「それならばデータ放送で視聴者にも投票をさせればいい」

「君は何を勝手なことを言い出すんだ。子どもが口出しをするんじゃない」

「ふっ、せっかくの生放送なのに同じことをしても面おも白しろくないだろうが。録画していては参加できない企画をすれば、おまえたちが気にする視聴率とやらも上がるんじゃないのか？　生放送ならばそれを生かせ。オレが最後まで盛り上げて楽しませてやる」

　傲ごう慢まんに言い放った紫苑に、スタジオ内は静まりかえる。

　観覧席の客も立ち上がったままで紫苑の言葉を聞き、誰も出て行かない。

　そこにひげ面づらの男が歩み寄り、紫苑を見下ろすように睨みつけた。

「僕がこの番組のプロデューサーだ。君の意見は聞いた。このままではもう勝てないからと悪あがきするつもりなら、やめておきなさい。惨みじめな結果を目の当たりにするだけだ」

　冷れい淡たんだが言葉の裏にはどこか哀れむような色が隠されている。彼が紫苑を見る目は少しだけ悲しげに見えた。

　その哀れむような瞳を、紫苑はフッと鼻で笑って跳ね返す。

「おまえだとて番組を盛り上げたいと思っているのだろう？　こんな狭く息苦しい採点にこだわるより、どうせなら攻めたらどうだ？　この番組自体、攻めが売りではないのか？」

「その自信はなんだ。現時点でもう負けが決定しているのに、勝算でもあるのか？」

　哀れみの眼差しから一転、いぶかしげに歪ゆがめられた彼の瞳を紫苑は強い瞳で見つめ返す。

「オレは幾いく度ども負け戦いくさをしたが、相手を恐れたことはない。おまえたちが姑こ息そくな手を使わないならば、十じゆう二に分ぶんに戦ってやる。いつだって勝つ気でいるからな」

　ニヤリと口元に笑みを浮かべる紫苑に、周囲の誰もが見入っている。

　プロデューサーは恰かつ幅ぷくがよく背も高い大人だが、今の紫苑の存在感は彼を大きく上回りその場を支配し、他を従わせる威圧を放つ。

　固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守っているのはひなただけではない。辺り一帯の視線と空気が二人へと流れている。

　その中心にいるのは、プロデューサーではなく中学生の紫苑だ。

　永遠に続くかのような沈ちん黙もくの後、彼は紫苑から視線を逸そらし指示を出した。

「これから会議だ。悪いがすぐに集まってくれ」

　それから紫苑とひなたに背を向けながら、彼は小声で告げた。

「僕にはしがらみがある。……でも君たちは充分に魅力的だ」

　さらりと言い残して大きな体を揺らしながらプロデューサーは戻っていった。

「……紫苑君」

「ふん、これで少しは楽しめそうじゃないか。案ずるな。おまえの土下座を無にはしない」

　紫苑が笑っている。

　幼く華奢な姿なのに、彼の中にある強さが輝かがやき、否いや応おうなく惹ひきつけられてしまう。

「だいたいおまえはオレを止める役目なのに、おまえが突っかかっていってオレが止めるなど立場が逆転している。たわけが」

「ごめん……でも悔しくて」

　鼻をすすり上げ瞬きをすると、目尻に溜たまっていた悔し涙が一粒頰を滑り落ちた。

　頰を拭おうとするひなたの手をつかんで止めた紫苑は、おもむろに着ていたＴシャツを脱ぬぎ上半身裸になる。

「なっ!?　し、紫苑君！」

　いきなり紫苑の裸を目前にしてひなたは目も逸らせず凝ぎよう視ししてしまう。

　弟たちで見慣れているはずなのに、なぜか酷く狼ろう狽ばいしてしまった。

　先日見た薫の、あの衝しよう撃げきパンツの余波のせいで、やけに紫苑が色っぽく見える。

　華奢なのに意外に筋肉質だとか、変なところに思考が走り出しているのは、脳内が統制を失っているからだ。

　紫苑は脱いだＴシャツをグイと乱暴にひなたへ押しつけた。

「顔を拭ふけ。オレの前で泣くな。おまえが泣く姿は見ていられない。見るに堪たえぬわ」

「そ……それは失礼しました」

　ようやく脳が言葉を選び、脳内に秩ちつ序じよが戻ったが、言われた言葉に少なからずへこむ。

（一応、私だって女子なんだから、見るに堪えないなんて衆人環視の中で言わなくても！　デリカシーゼロ！）

　そんなに醜みにくい顔なのかとまだ温もりの残る紫苑のＴシャツで顔を隠す。

「紫苑、着ていた服を女の子に渡すなんてデリカシーなさすぎ」

（そうそう、薫君、対女子のスキルを教えてあげて！）

　いつの間にか隣に立っていた薫が苦笑すると、紫苑は「たわけ」と笑う。

「このオレのシャツだ、もらって嬉しくないはずがない。猿さるに陣じん羽ば織おりをやった時には泣いて喜んでたぞ」

「それは秀ひで吉よし公こうだからであって、女の子には喜ばれないからね。ちなみにその陣羽織、自慢げに見せびらかされたよ」

「そうか、なかなか粋いきなものだっただろう」

「まあ、あの時は羨うらやましかったけど……今、隣にいるのは僕だからね、それで充分」

　二人は話を続けながらスタジオを後にする。その二人の背中に向かってひなたは問いかける。

「あの……紫苑君、これもらってもいいの？」

「ふん、オレの物が欲しいのか……。まあ、おまえにならくれてやる」

　そう背中で告げる紫苑にひなたは感動する。

（弟にぴったりなサイズだよ！　それに質がいいから下の弟たちまで回せそう。嬉しい）

　貧びん乏ぼう人にんには縁えんのない上質なＴシャツに、秀吉公ではないがひなたも泣いて喜んだ。
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　料理対決の収録日以降、紫し苑おんが変わった。

　最後に行われる歌バトルに向けて、熱心に練習を始めたのだ。

　今までオレ様紫苑様で練習など見向きもしなかった紫苑が、急に本気で取り組み始め、サボることなくレッスン室に来ては薫かおると一緒に歌と振りつけの練習をしている。

「紫苑君、薫君、水分補給して。はい、タオル」

　元来世話好きのひなたは、二人の世話にここのところ明け暮れていた。休きゆう憩けいに入り壁にもたれて座り込む二人にいそいそとタオルを渡す。

「それにしても紫苑君がやる気になってくれて嬉うれしいよ」

「このオレがやる気になったのはおまえの土ど下げ座ざを無む駄だにしないためだ。感謝しろ。それに戦うことは嫌いではない。下げ剋こく上じようならばオレがやるべきだろう」

　むふんと鼻息荒く腕組みをしている紫苑はやけに可か愛わいい。

「ちゃんと練習してえらいえらい」

　座り込んで休憩している紫苑の頭を撫なでようとしたひなたの手を、サッと避よけた紫苑の目が尖とがる。

「子ども扱いをするな」

「だって可愛いからつい……」

「おまえ、このオレを子ども扱いとは、男を舐なめてるのか？　その内痛い目に遭あうぞ」

「そうだね～、以後気をつけます」

　おどけて笑うひなたに向かって薫が頭を差し出す。

「ひな、僕の頭ならたくさん撫でてくれていいよ」

「えええ、薫君なら撫でてくれる女の子がたくさんいるでしょう？」

「誤解されてるなあ。僕は女の子には平等なだけで、触れて欲しいと思ってるのはひなだけだよ。ひなは僕の特別」

　蕩とろけるような王子様スマイルでなんということをほざくのか。

　たらし王子の真しん骨こつ頂ちよう。君だけは特別だと思わせるこの甘言に惑まどわされてはいけない。

　そうやってどれほどの女の子が落とされてきたことか。実数は知らないが、薫のことだ。きっと多くの女の子を落としてきたことだろう。

「薫、からかうのもいい加減にしろ。おまえのものでもないのにベタベタしすぎだ」

「今更そんなこと言うの？　それってヤキモチだったりして」

　薫の軽口に紫苑は「くだらないことを言うな」とプイと部屋の隅すみへと行って座り直した。

　ひなたはいよいよ近づいてきた「アイドルバトル」の最終決戦の予定を確認する。

　最終決戦は特番の生放送だ。失敗も暴ぼう言げんも絶対に許されない。下手をすれば放送事故で『Ｂビー・ＳＨＯＷＺシヨウズ』の将来が一切なくなってしまいかねない。

　ひなたは紫苑の側へ行き、向かい合って膝ひざをつく。

「生放送なんだから、絶対に暴言を吐いたりしないでね」

「それぐらいわかっている」

「あの鬱うつ陶とうしい人も無視してね」

「ふん、あんな小物などどうでもいい。オレの提案通り視聴者投票もやるのだ。ならば負けるような無様な真似はしない。あんな奴などオレの前に跪ひざまずかせてやる」

　自信たっぷりの紫苑は頼もしい。

　あのプロデューサーが推し進めてくれたのか、視聴者投票をすることが決まったと先日連絡があった。

「そもそもオレを止めるのはおまえの役目と言っただろうが。何かあれば止めに来い」

「待って待って、生放送中に出られるわけないよ？　何かあったら手遅れになっちゃうからね。紫苑君が何かしでかしたら、これまでの薫君の努力も無駄になってしまうよ。お願いだから気をつけてね」

「おまえは薫ばっかり肩を持つ」

　まるで自分の方を見ろと言われたような気がして、ひなたの胸がキュッと音を立てた。

「紫苑君……シャツ、留めないと」

　胸の音を気にしたくなくて、弟たちの世話をするのと同じように、ひなたは紫苑のシャツに触れる。

　その手がトン、と紫苑の胸にぶつかる。その瞬間、なぜか指先が痺しびれた。

「おまえ……」

　紫苑の掠かすれた声が、耳に落ちると同時に手首を強くつかまれた。

「おまえはオレの忠告を何も聞いていない」

　グッと紫苑が顔を寄せると同時に、ひなたの背中は床に押しつけられていた。

　痛くもなんともないけれど、あまりの早はや業わざに何が起きたのかついていけない。

「男を舐めていると痛い目に遭うと言っただろうが」

「い、痛くないよ？　どこも……打ってないし」

　紫苑がこちらを見下ろしている。怖いわけではないのに鼓こ動どうが速まり、声が震ふるえた。

「オレを子ども扱いするな。軽々と触れてくるな」

「紫苑、そこまで。ひなを傷つけるようなことはしないで」

　薫が紫苑の肩をつかみ、ニコリと貼はり付けたような笑みを浮かべる。

「薫……」

　ググッと眉まゆ根ねを寄せ不ふ機き嫌げんを顕あらわにする紫苑がひなたの上から下りて薫に向き合う。

「おまえ、こいつのことはちゃん付けで呼ばないのか？　どんな女にもちゃん付けで甘ったるく呼んでいたのに」

「さっきも言ったよね。ひなは僕の特別だって」

　薫の口元は柔やわらかく笑みを作っているけれど、声は冷たく感じる。

　紫苑はしばらく無言で薫の目を見つめていたが、やがて「くだらないっ」と吐はき捨てて背を向ける。

「紫苑君！」

　ひなたが呼び止めたが、紫苑は振り返らないでレッスン室を出て行ってしまった。

　またサボりだすのではと心配したが、紫苑はその後もちゃんと練習をサボることなくレッスンに来ていた。ただなぜかその日以降、ひなたを避けるようになっていた。

「紫苑君、お疲れ様。タオルどうぞ」

　渡してもすぐにプイと横を向き、受け取ってもくれない。

　話しかけても、「構かまうな」とすげなく返される。

「何か気に障さわることしたかな？　もしそうなら謝るよ。子ども扱いしたから？　生意気だったから？　失礼なことをしてごめんなさい」

　深く頭を下げたが、不機嫌な顔を一層歪ゆがませた紫苑は、無言のまま立ち去ってしまう。後にぽつんと残されるひなたは困こん惑わくの波にさらわれる。

　最初に受けたような強い拒絶ではない。けれどそれよりも深い拒絶に感じてしまう。

（紫苑君……私、何をしたの？　どうしたらいいの？）

　少しずつ近づいた距離が、見えない壁に阻はばまれている。

　どんなに手を伸ばしても、体当たりしようとしても、透明な壁はひなたを跳はね返し、決して先に通してくれようとしない。

　ようやく側にいることを許してくれ、少しだけわかり合えてきたと思っていたのに、紫苑の心を再び見失ってしまった。

　無言の背中がひなたに痛みを与えてくる。

（どうしてこんなにも苦しくなるの？）

　紫苑に振り向いて欲しくて心が泣く。背中を向けられるだけで息が止まりそうになる。

　ひなたは自分の胸に問いかけた。

（この感情は何？　寂さびしさ？）

　ようやく懐なついた猫がスルリと手の中から逃げ出した感覚。

　ううん、と否定する。

（そうじゃない。もっと強い気持ちだ）

　紫苑は人を惹ひきつけてやまないオーラを持つ。どんなに傲ごう慢まんな態度を取っていても、直接彼と対たい峙じした人ならば、必ず魅み了りようされてしまうだろう。

（きっと私ももう、囚とらわれていたんだ。一いちヶが谷や紫苑という存在の魅力に……）

　彼に触れられて、触れさせてもらえていたことが、嬉しかったのだ。

　そして今、行き場を失ってしまった手が熱を失って苦しんでいる。

　壁は厳げん然ぜんと立ちはだかったまま、収録日当日を迎えた。




　初めての生放送に、いやが上にもひなたの緊張は高まるが、隣を歩く紫苑にも薫にも緊張の色は見えず堂々と歩いている。

　これが最後、しかもミスの許されない生放送。ひなたは昨晩全く眠れなかった。それに紫苑との和解の道筋さえ見つけられないままなんて、不安だらけだった。

　夕方、スタジオ入りした紫苑たちを待ちかまえていたように『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦハーフ・アンド・ハーフ』の九重ここのえ碧みどりが嫌いや味みを投げつけてきた。

「連敗していてよく平気で来られたね～。そういうの、なんて言うか知ってるよ！　厚こう顔がん無む恥ち、でしょ？　僕って博学ぅ」

　ニヤニヤしている碧が紫苑の顔を覗のぞき込む。

　学校からテレビ局に行く時は制服着用が決められているので紫苑たちは制服姿で、相手はファッション誌から抜け出してきたような洒しや落れた格好をしているだけに、アイドルらしさは断然碧の方が上に見える。それなのにわざわざ自分の方が上だと言いたくて仕方ないようだ。

　それにしても、この人はなぜ紫苑ばかりに嫌味を言ってくるのだろう。紫苑の生意気そうな雰ふん囲い気きが彼の気に障るのかもしれないが、いい加減鬱陶しい。

「本当に君は小さいよね～。僕たち手足が長くてスタイルいいでしょ？　純じゆん粋すいな日本人はどうしても見み劣おとりしちゃうんだよねぇ、お気の毒ぅぅ～」

　紫苑をバカにする碧にひなたは腹が立ち、文もん句くを言おうとして一歩前に出たが、紫苑がサッと手を伸ばして行く手を阻む。

　放っておけ、と言外に告げている。

「無様に逃げないのはえらいね、小さいのにぃ。でも勝ち目はないから期待はしない方がいいよ、これ僕からのやっさしい～忠告っ☆」

　完全に無視してスタスタ歩いて行く紫苑と薫には貫かん禄ろくさえ感じる。

　一向に自分の打ち込むパンチが効いてこないことにしびれを切らしたのか、碧は今までののほほんとした口く調ちようをガラリと変えた。

「僕のことバカにしていたら、酷ひどい目めに遭うんだからね！　覚えておきなよ。絶対に勝たせたりしないから！」

　眉まゆを吊り上げる碧をチラリと見み遣やった紫苑の口元が引き上げられた。

　それは挑ちよう発はつ。

　相手を威い圧あつしながら口元で挑発する。

　紫苑が碧とは、普通の人とは格が違うと思い知らされるほどの圧倒的な存在感だ。

（ああ……これがヒストリアなんだ）

　中学生の持つ貫禄ではない。紫苑の中にいる、織お田だ信のぶ長ながの放つ威圧でしかない。カリスマと呼ぶにふさわしい姿。

　こんな姿を目前で見せつけられて、惹かれないわけがない。ひなたは息を止めた。

　碧もグッと喉のどを鳴らし、顔を引きつらせ口を閉ざす。

　彼の牽けん制せいなど今の紫苑には通用しなかった。

「行くぞ、薫」

　たった一言でわかる。

　一言で多くの家か臣しんを引き従える戦国武将の重みがある。

（背中に赤いマントが見える。第だい六ろく天てん魔ま王おう様お好みのマントが見えるよ、紫苑君）

　いつもの収録以上に、生放送開始前のスタジオは緊張に満ちていた。

　周囲のスタッフがピリピリしているのがわかるし、リハーサルの間も、細かい指示と修正が飛び交っていた。

　紫苑たちが立ち位置などを確認している姿を見ていたひなたの肩を、誰かがトントンと叩いた。

　振り返ると、そこには審しん査さ員いん席にいつも座っている芸人が二人立っていた。

　一人は大おお御ご所しよと呼ばれる四十過ぎの芸人で、もう一人はその芸人と同じ事務所の若手の人気芸人だった。

「君に話があんねんけど、ちょっとええかな？」

　大御所の芸人が関西弁でひなたを外へと誘さそい、連れられて彼の控ひかえ室しつへと入った。

　もしや紫苑がぶち切れ、ひなたが審査に文句をつけたことへの報復のために呼び出されたのかもしれないと、部屋に入ってから思い至る。

　渋じゆう面めんで座る大御所芸人の眉み間けんには深い皺しわが刻まれているし、いかつい顔立ちが怒っているようにしか見えない。

　今更ながら、ついてきてはいけなかったのではないかと不安になったが、もうここまで来てしまったのだ、腹をくくるしかない。

「兄さん、僕から話しましょか？」

　若手の芸人が大御所に尋たずねたが、彼は重々しく首を振り、口を開いた。

「君、制服着てるけど高校生？　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の付き人さんやんな？」

「はい、同じ学校に通っていて、彼らのお世話係をしています」

「若いのにえらいなあ、感心するわ」

「はあ、どうも」

　不ふ毛もうな会話がいよいよ悪い予感を搔かき立てる。

（こ、これは……まさかコンクリート詰めにして海にポイとかないよね？）

　そんな暴力団まがいのことが芸能界の闇やみでは行われているのかもしれないと、ひなたは内心怯おびえていたが、顔に出さないように立ったまま彼の話の続きを待つ。

「実はな、ぶっちゃけると……あ、これオフレコやし内緒にしといてな。俺ら審査員は『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』に点数を入れるように言われてんねん。プロデューサーさんとあっちの事務所さんで決めたらしいわ。まあ八や百お長ちようやわな」

「…………!!」

　やっぱりと思うと同時に、まさかと思う気持ちもあり、ひなたは絶句する。

　失望感で心が黒く塗ぬり潰つぶされていく。

　元々勝つことを許されていないレースに立たされていたなんて……本当の当て馬だ。

　大手事務所が大々的に売り出したいグループを、強引で汚い手法でテレビ出演させたのだと理解する。

　今の芸能界で最も力を持つオリーブ事務所に対抗できるほどの力はこちらにはない。

　酷い、と呟つぶやいたところで、状況は何も変わらない。

（不ふ甲が斐いないよ……私、何もできないの？）

　八百長で『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が負けてしまうのを見ているしかないのだろうか。今からでも何かできる対策はないか探さぐりたい。

　気が焦あせるひなたの耳に、思わぬ言葉が飛び込んできた。

「でもな、俺は二回とも完全に『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の方がええと思っててん。それに君が言うた『本気で向き合え』って、あの言葉にハッとさせられたんやわ」

　せやしな、と聞き慣れない関西弁で彼は続けた。

「今日はな、俺らはええと思った方に点を入れるわ。事務所からはめっちゃ怒られるかもしれへんけど、俺らは芸人や。芸の上う手まい人らを押さえつけるこんなやり方には反発してまうねん。ここは綺き麗れいな世界ばっかりやないけど応援してるし、頑がん張ばりな、お嬢じようちゃん」

　大手事務所と弱小事務所の違いは、この世界ではどうしようもないかもしれない。けれどこうやってちゃんと見てくれて、本気で向き合ってくれる人もいる。

　ひなたが大切にしたいと願っている『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』をちゃんと評価してくれる人がいる。

「あ、ああ、ありがとうございます!!」

　声が震えた。胸がいっぱいで気を緩ゆるめると涙がせり上がりそうで、大きく息を吸い込む。

（紫苑君、薫君。二人のパフォーマンスが人の心を動かしているよ！）

　二人の強い姿は、きっと多くの人の心に響ひびく。あれだけのカリスマ性を持つ二人なのだ、八百長なんかで腐くさってなんていられない。今回汚い手に負けたとしても、必ず大たい輪りんの花を咲かせてくれるはず。

　ひなたの中に強い確信と自信の灯あかりがともる。

「俺らにも芸げい人にん魂だましいがあるんやってことを思い出させてくれたんや、こっちこそおおきにな。お嬢ちゃん、勇気あるよな。ええ付き人さんやん」

　いかつい顔だと思っていた芸人だったけれど、笑った顔は仏のように優しかった。

　仁に王おう像ぞうのようだなんて思ってごめんなさいと、ひなたは心の中で謝あやまりながら、しばらく頭を下げ続けていた。
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　芸人の控え室を出たところで、ひなたは腕をぎゅむっとつかまれた。

「ひなたちゃん捕ほ獲かく完了でっす！」

　腕には美み羽うが張りつき、可愛く見上げていた。

　驚おどろいたことに、飛びついてきた美羽以外に、エマ、柚ゆず、青あお葉ば、遊ゆう太たのいつものクラスメイトが理事長と一緒に立っていた。

　全員制服を着て集まっているから、やけに目立っている。

「ビックリしました。みなさん、来られたんですか？」

「はい、私がみなさんをお連れしました」

　観覧は抽ちゆう選せんだが、理事長が融ゆう通ずうしてみんなを連れてきてくれたのだろう。

　客席の票も重要なので、これはとてもありがたい。味方がいるようで心強さを覚える。

　しかし観覧者がこんな控え室の方まで来ていいのかと首を傾かしげていると、美羽が「早く控え室見たい～。創作の参考にするからって理事長先生にお願いしちゃったの～」と男を籠ろう絡らくするような魅み惑わく的てきな笑みを浮かべていた。

「また素晴らしい作品を安あん野の君には書いてもらいませんとね」

　聖人らしい微笑ほほえみで美羽に笑いかけている理事長はきっと知らない。美羽が書きたいのは同人誌であり、素晴らしい文芸作品ではないということを。

　スススと顔を寄せた美羽がひなたに耳打ちする。

「控え室の中って、今は紫苑君と薫君の二人っきりなんだよね？　いきなり入ったらどんなことになっているのか……覗きをせんとや生まれけん！」

（……滾たぎっていらっしゃるようで）

　いつも脳内は大体こんな感じで満たされていますよね、とひなたは呆あきれつつも、可愛い顔面をニヤニヤさせている美羽に笑ってしまう。

「美羽、顔が崩くずれてるわ。妄もう想そうはその辺りで止めておきなさい」

　エマが鋭するどく注意をすると、なぜか春はる木き遊太が頰ほおを染め呟いた。

「エマどののきつい口調は堪たまらぬのですなぁ」

（あ、そういう系がお好みなんだ……）

　平ひら賀が源げん内ないこと、遊太の意外な一面を見てしまった。

　そんな遊太を親の仇かたきどころではない目つきで睨にらみながら、柚が超高速で「うざうざうざうざキモキモキモキモ……」と呪じゆ文もんを唱えている。

　気がつけば青葉がひなたの背中にくっついていた。

　いつものクラスの雰囲気に心が和なごむ。

「控え室控え室。ぬふ。控え室控え室。ぬふ。控え室控え室」

　別の呪文も聞こえる。ただしこちらの呪文は、合いの手のように奇き妙みような笑いが挿そう入にゆうされている。

　美羽の期待に満ち溢あふれたキラキラする瞳に背中を押され、全員で『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の控え室へと向かった。

　ノックをして部屋に入ると、薫が一人で部屋にいた。

「ああ、ひな、どこ行ってたの……って、みんな来たの？　どうぞ入って」

　驚きつつもすぐに王子様スマイルに変わる薫が部屋に招き入れる。

「あら、一ヶ谷君がいないようね。美羽、残念ね」

「あああん、この悲しみを如何いかんせん。はっ！　彼ほどの美少年なら、どこかで悪い大人の魔の手に……落ちなば落ちね!!」

　きゃーと叫さけぶ美羽を気にせず、ひなたは薫に尋ねる。

「ところで紫苑君は？　本番までそんなに時間ないけど……」

「少し前にスタッフさんが紫苑だけを呼び出したんだ」

「まさか何かしでかしたの？」

　芸人さんと話していた間に、紫苑が何かしてしまったのだろうかと青くなるひなたに、薫は「大丈夫だよ」と笑った。

「今は紫苑も同じように上を目指しているから、天下取りへの道筋をちゃんと選んでくれるよ」

　柔らかな雰囲気を崩さない薫だけれど、彼の瞳は強い意志を宿している。

　羨うらやましく思う。

　薫は深い場所で紫苑とつながり合っている。それに比べれば自分は拒絶の壁を乗り越えることもできないまま。彼をもっと理解したいのに、許してはもらえない。

　先程聞いた八百長のことを話しておくか迷う。

　今回も負けてガッカリさせてしまうくらいならば、最初から伝えておいた方がいい。けれど知ってしまったら、やる気を奪うばってしまうことにならないだろうか。

　今夜は生放送なのだ。『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』には最高のステージをこなし、たくさんの人に彼らのことを知って欲しいと願う。

（言わないでおこう）

　ひなたはそう結論づける。伝えるべきか伝えないべきか、正解はわからない。

　それでもひなたは自分の胸にしまっておくことに決めた。

「それにしても一ヶ谷君、遅いわね。これから着替えなんかの準備もあるんじゃないの？」

　エマの指摘に全員が一斉に時計を見遣る。

　確かにもう本番の放送が開始されるまで三十分しかない。準備などを考えるとそれほど余裕もない。それにスタッフはもうとっくに準備に入っているはずだ。それなのに紫苑が戻ってきていないことに不安を覚え、イヤな予感が胸を占めてきた。

　それは薫も同じだったようで、スマホで紫苑を呼び出したが、すぐに憂うれい顔を作る。

「紫苑はいつも持ち歩かないから……この有様だね」

　控え室に置かれている紫苑のカバンからブーブーとバイブレーションが響く。

「私、捜さがしてくる。時間もないし今すぐ呼び戻さないと」

「僕も行くよ」

　薫が立ち上がったが、ひなたはそれを止める。

「薫君は準備に入っておいて」

「そうだね。わかった。最悪、紫苑が遅れるようなことがあっても、僕がギリギリまで一人で場を持たせるよ。僕は僕でやれることをやっておく。最悪一人でも、本番はやり遂とげるから」

「二回とも負けているし、面倒になって出て行ったとかじゃない？　一ヶ谷君の性格ならありえそうだわ」

　エマが言い出すと、他の人たちも頷うなずいた。

「確かにエマどのの言うように、彼は気まぐれな性格な上、プライドも高そうであるし、その線も考えられるのう」

「そのわがままを許して抱きしめちゃうのが薫君なのよ。プライドの高い高貴な子猫ちゃんを優しく包む薫君。そして二人に襲おそいかかる試練の波に振り回されてぇぇ」

　何を想像しているのか、美羽の顔が崩れている。

　なんとなく紫苑はサボって抜け出したのではないかという空気が満ちてきた中、ひなたは強く言い放った。

「そんなことしない。今の紫苑君は絶対に投げ出したりしないよ！」

　しばらくまともに口をきいてもらっていないけれど、紫苑の決意は受け取っている。

　碧にいくら嫌味を言われても、一ひと欠片かけらも揺るがない紫苑は、頼もしく強い姿だった。

　彼はもう決めていた。上を目指すことを心の中心に据すえていたから、絶対にこんな中途半端に投げ出したりはしないと信じている。

「絶対に捜し出してくるから。見つけたらすぐに連絡入れるね」

「充電は大丈夫？」

「うん、学校で充電しておいたから！」

　言うなりひなたは扉を開けて駆かけ出した。




　小さくなるひなたの背中にエマがやれやれと肩をすくめる。

「百もも井いさんはいつも一生懸命なのね。さすが大家族の長女ってところかしら。まあ、でもあれほど信じてもらえたら一ヶ谷君も嬉しいでしょうね」

「ひなたちゃん健けな気げですぅ～！　三人の絆きずな！　三角関係！　やんぬるかな!!　美羽、協力するよ。あのね、あのね、台本書いちゃう。一人でもしばらくは場を持たせられるような台本書いちゃうから、もしもの時は使ってね、薫君！」

　言うが早いか控え室に座り込み、ポケットから手帳とペンを取り出してサラサラと滑すべるようにペンを走らせる。

「ちょっと美羽、顔が崩れているけど何を書いているのよ」

　美羽の手元を覗き込んだエマが顔をしかめながら読み上げる。

「彼なしで僕は息もできない……彼の吐と息いきは僕の命になり、分かちがたい運命の……って、何を書いているのよ！　気持ち悪いわね。却きやつ下かよ、却下。こんなもの生放送で流したらアウトでしょう！」

「えええ、これからもっと盛り上がらざらんや」

　ぷうとむくれる美羽から顔を上げたエマが薫を促うながした。

「そんなことより十と瀬せ君、着替えて準備を──」

　途中でエマが言葉を失ったのは、準備しておいた二人の衣装が酷く汚されていたからだ。

　部屋の奥に吊るしていた衣装のシャツに、油のようなものがべっとりと塗りつけられていた。
















「何、これ！　どうしたの？」

　驚くエマ以上に、薫の顔が強こわばる。

「どうして……持ってきた時は綺麗だったのに」

　呆ぼう然ぜんとしながらこぼす薫に、遊太が顔をしかめる。

「これは嫌がらせであろうか。わしの作った盗聴器でも仕掛けておけばよかったのう」

「盗聴器とか、美羽も欲しい～！」

　美羽の言葉はなかったことにして、エマが扇せん子すで衣装を指し示す。

「これはとてもじゃないけれど着られないわね。制服のシャツで出るしかないんじゃない？」

　その時青葉が、扉とびらでも隔へだてているかと思うほどくぐもった小さな声で、絶たえ絶だえに提案してきた。

「あの……春木君の制服と……墨すみを貸して……もらえないかな……」

　けれど声が小さすぎてはっきりと聞き取れた人はおらず、エマがもう一度尋ねた。

「なんて言ったの？　言いたいことがある時ははっきりと言いなさい。ウジウジしているのが私は一番嫌いなのよ！」

「おおう、エマどのの罵ののしり……羨ましい限りじゃ。わしにも、わしにもその罵りを……」

　エマの一いつ喝かつになぜか遊太が頰を染めうっとりとしている。

「わああ、柚ちゃんのスマホ画面、すっごい呪のろいの文字だらけぇ～。美羽怖～い」

　柚が無言で遊太への罵ば詈り雑ぞう言ごんを連打し続け、それを見た美羽が騒さわぎだし、青葉の小さな声は更に聞こえない。

「春木遊太へ送信っと」

　柚の小声の後、すぐに遊太の手作りと思われるスマホがブブブと震えた。

　どうやら柚作成の呪いのメールは無事に送信されたようだ。

「あの……墨を……墨を……僕に」

　ドラマの中で死ぬ直前の人が伝えるメッセージのように、青葉は訴うつたえ続けていた。
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　焦しよう燥そうで胸を焦こがしながらひなたは番組スタッフに紫苑の行方ゆくえを聞いて回る。しかし誰も紫苑を呼び出した人などいないことが判明した。

「どういうこと？　一体どこに行ったの？」

　誰が紫苑を呼び出し、どこに連れて行ってしまったのだろうか。

　薫に相談してみようと控え室が並ぶ通路に戻ってきたひなたの目に、チラリと飛び込んできたものがあった、

「あれは……紫苑君のシャツ！」

　少し前を歩く男の手に、紫苑がリハーサルの時に着ていたシャツが握にぎられていた。

　グルグルと小さくして隠かくすように持っているので、端っこしか見えないが、それでも紫苑のものだとひなたにはすぐにわかる。

　少し変わった柄と綺麗な色合いは、紫苑の持つ独特のセンスが光り、中に着込んだＴシャツと相まってとても印象に残っていたからだ。

「すみません！　そのシャツはどうされましたか？」

　どこかで拾ったのか、それとも紫苑から渡されたのか、どうしたのかとひなたは男に駆け寄るなり一息に尋ねた。

　いきなり背後から声をかけられた男は、大おお仰ぎようなほどビクッと体をすくめ立ち止まり、一呼吸置いてからひなたを振り返った。

「それ、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の一ヶ谷紫苑のシャツですよね？　違いますか？　どこで見つけたんでしょうか」

　勢い込んで尋ねると、男は辺りをキョロキョロと見回してから、ひなたへそっとささやいた。

「実はある部屋の前に落ちていたんですよ。中に人がいる気配もしていたのですが、まずは誰の物かを確かめようと持ち帰ってきたところで──」

「どこですか!?　その場所、どこなんですか？　お願いです、どこか教えてください！」

　彼の言葉の途中で、ひなたは食いつくように頼み込む。

　紫苑のシャツが落ちているなんて、何か不吉な予感がして酷く気が焦る。

「では案内しますよ」

「お願いします!!」

　親切にも男は、拾った場所までの同行を申し出てくれた。
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　ドン、と強く背中を突き飛ばされ、気がつけばひなたは床にうつぶせで転がっていた。

「痛いたっ！」

　無理やり後ろ手につかみあげられ、手首をひとまとめにしてガムテープでグルグル巻きにされる。

「ちょっと──ぐっ！」

「騒ぐな」

　硬かたい革かわ靴ぐつの底で背中を思い切り踏ふみつけられ、息が止まる。

　案内を買って出てくれた男は、とある部屋に入り「この部屋の奥ですよ」と奥に続く扉を開いた。

　そしてひなたが一歩足を踏み込んだ途と端たん、背中を突き飛ばしたのだ。

「あんたにゃ悪いがそこに転がるお子様と一緒にゆっくり寝てな」

　そこ、と男が指し示した場所には、Ｔシャツ姿の紫苑が同じように手をガムテープで縛られ転がっていた。

「し、紫苑君！　大丈夫？　紫苑君！」

　目を閉じたままの紫苑に声をかけたが、眠っているのかなんの反応も返してくれない。

「女まで増えたのは予定外だったが、これで俺の仕事は完了だ。放送が終わったら誰かが助けにくるだろうよ。あんたを閉じ込めた証しよう拠こ品ひんはいらねえか。別に依頼されてねえしな」

　ポケットからタバコを取り出し火をつけ、ゆうゆうと煙けむりを吐き出して笑う。

「お嬢ちゃんも災さい難なんだねえ。まあ、ゲイノー界で生きたいなら、長いものには巻かれなさいな。賢かしこくやんなきゃ損だよ～」

　じゃ、お休み、などと咥くわえタバコのまま男は笑い、無情にも扉をバタンと閉めた。

「待って！」

　後ろで手を縛しばられているから、立ち上がるだけでも一苦労だったが、ひなたは立ち上がるや、閉められた扉に体当たりする。

「開けて！　ちょっと開けてよ！　誰か!!　誰か開けて!!」

　目め一いつ杯ぱい叫びながら体当たりするが、鉄製の扉は開かない。ガンガンと響く音が虚むなしく反響するだけだった。

「っ……うるせ」

　背後から微かすかに声が聞こえた気がして体当たりをやめて振り返る。

　紫苑がけだるげに瞼まぶたを持ち上げ、虚うつろな目を向けてきた。

「紫苑君！　起きたの？　どこか痛いところはない？　怪け我がは？　大丈夫？」

　寝転がったままの紫苑の前に膝をつき、矢や継つぎ早ばやに問いかけると、紫苑は不機嫌そうに眉をひそめた。

「オレに話しかけるな」

「今、そんなこと言ってる場合じゃないよ！　閉じ込められてるんだよ」

「なんだと？」

　ようやく意識がクリアになったのか、眠そうだった紫苑の目がやおら大きく開かれる。

「……くそっ、オレとしたことが」

　縛られていることに気がつき、大きく舌打ちをし、ひなたに問いかけた。

「時間は？　本番まで時間はあるのか!?」

「今ならギリギリ間に合うけど……鍵をかけられたみたいで出られない」

「やってくれたもんだ。おい、どうにかしてここを出るぞ」

　何か手立てはないかとひなたは辺りを見回す。

　先ほどから叫び体当たりをしても誰も気がつかないのは、ここが部屋のさらに奥になっているからだろう。

　紫苑は扉を力任まかせに蹴けり飛ばしているが、そんなことで鉄製の扉は開かない。

　古い小道具類を保管している場所のようで、様々な物が無む造ぞう作さに置かれているが、手を縛られている状態ではどうにもできず、焦るばかりだ。

　どうにかしなければと辺りを見回すひなたの視線がある物で止まる。

「これ、使えるかも」

　視線の先にあるのは、大きな狸たぬきの置物。

　ひょうきんな顔をし、手に酒を持っている陶とう器き製せいの狸がデンと鎮ちん座ざしていた。

「はああああ！」

　勢いをつけてひなたは狸めがけて体当たりする。

　ガッシャーン！　とけたたましい音を立てて狸は倒れ、割れてはじけ飛んだ。

「なっ！　おまえ何を！」

「紫苑君、座って！　紫苑君の手首のガムテープを切るから」

　ひなたは割れた狸の欠片の、その中でも一番鋭く尖った物を器用に後ろ向きのまま拾い上げた。

「よし、それを貸せ。オレに任せろ」

「何より紫苑君が優先だよ。早く座って！」

　紫苑がこちらに背を向けて座り、ひなたも同じように背中を向けて座る。

「紫苑君の手を切らないように気をつけるけど、もし破片が当たったら言って」

「そんなことを気にするな。思い切りやれ」

「よりによって値段の高い布製のガムテープだよ、これ。上に文字も書けるやつ。結構コツがいるみたい」

　何重にもグルグル巻きにされたガムテープを、割れた陶器の破片で切るのは想像以上に難しく苦く心しんする。

「やはりオレに貸せ。オレがやった方が早い」

　手のひらを広げて、渡せと催さい促そくする紫苑だったが、ひなたは即座に断る。

「ダメダメ、それよりコツをつかんだからもう少し！　手に怪我させてない？」

「問題ない、早く切れ」

　ザクッと深く切れ込みを入れた瞬間、ガムテープは自みずから裂さけるようにちぎれた。

「でかしたぞ、女！　おまえの手もほどいてやる」

　自由になった手に貼り付いている残りのガムテープを剝はがしながら、ひなたに向き直った紫苑が絶句する。

「お……おまえ……」

　しかしすぐに紫苑は怒りのままに叫んだ。

「なぜこんなことまでしてオレに構うのだ！　近寄るなと言ったのに……オレはそんなことを望んでいない！」

　思わぬ強い憤いきどおりをぶつけられたひなたは、たじろぎ一瞬怯ひるんだが、すぐに口を開く。

「私は二人にもっと輝かがやいて欲しい。それをたくさんの人に知って欲しいの。確かに二人のお世話係を始めたのは学費や給料のためだったよ。でも今は違う」

　一度大きく息を吸い込み、紫苑を見つめながらひなたは続けた。

「今はもう私自身が『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』をずっと見ていたい。みんなに教えたい。本当のカリスマがどれほどすごいのかって。本気の紫苑君と薫君のオーラがどれほど強く魅力的なのかを伝えたい。そのためならどんなことでもできる。迷いなんて一つもない。……でもこんなに嫌われてしまったら……もうお世話させてもらえないのかな」

　寂しく呟くひなたから紫苑は顔を背そむけた。

「……言いたいことはそうではなく、おまえの……いや、まず手を、おまえの手を外はずす」

　こぼれ落とすような低い声で言ってから、ひなたの背後に回り手首を縛いましめるガムテープへと手を伸ばす。血まみれになったガムテープへと。

「……なぜ痛いと言わぬ。オレのためにこんなに手を切って……」

　ひなたの手と指には、陶器の破片を力任せに握りしめていたために、ざっくりと深い傷がついていた。

「オレのために血を流す者など、もうたくさんなのに。戦いくさなどない世でも、オレはまだ人を傷つけるしかないのか」

　紫苑の悲痛な言葉は、織田信長としての言葉だろう。

　多くの血と屍しかばねの上を歩かざるを得なかった、信長の苦しみの一いつ端たんを垣かい間ま見る。

　自分のせいで紫苑に辛い記憶を呼び覚まさせてしまったことに、ひなたは痛みを抱く。

「ごめんね。紫苑君にイヤな思いをさせてしまったね、私」

「おまえは何も悪くない。ただオレは……大切にしたいと思う者を傷つけてしまう宿命さだめなのかもしれない。それは弟が亡くなった時に思い知ったことだ。逃のがれられぬ運命というやつだ」

「弟？　亡くなったって、信長の弟のこと？」

「いいや……オレの、一ヶ谷紫苑の弟だ」

　ひなたは目を見開いた。

　沈ちん黙もくが落ちた部屋に、ペリリと引き裂くような音を立てて最後に巻きついていたガムテープが剝がされ、ひなたの両手は自由を取り戻す。

　すぐに紫苑が前に回り、ひなたの両手をつかみあげる。

「痛むか？」

　血はまだ止まらないけれど、今は痛みなど感じていない。それよりも胸が締めつけられ、心が痛い。

　八人兄弟のひなたにとって、弟や妹は宝物だ。

　お金がなく、父の会社の残した借金に追われ、ともすれば絶望のどん底に落ち込みそうになる日々の中、弟妹きようだいの存在が支えになった。

　朝から晩まで働き詰めに働く母の代わりをするひなたを全面的に頼る弟妹たちこそが、ひなたの存在意義を見出してくれている。

　弟を失ってしまった紫苑は、どれほど苦しい思いをしたのだろう。考えるだけで泣けてしまいそうだ。

「二歳違いの弟は……」

　もの問いたげなひなたに気がついたのか、紫苑は話し始める。

「弟が小学校に入学して間もない頃、オレと一緒に登校中、車にはねられて死んだ。弟を溺でき愛あいしていた母親は、狂ったように泣きわめきながらオレをなじった」

　──『織田信長は弟を殺したっていうから、紫苑もあの子を殺したのね！　そうに違いないわ！　自分が信長だなんて言い張って、あの子を最初から殺す気だったのよ！』

「血を吐くように叫ぶ母の声が耳に焼きついている。その時、オレは思ったんだ。──ああ、業ごうはくり返される。オレは信長の業をこの世でもくり返すしかない罪を背負って生まれてきたんだと」

「そんな……でも信長の弟は反乱を起こしたから仕方なかったんでしょ？　生きていたら家か督とく争あらそいの火種がなくならないからって。……交通事故とは状況が全く違う」

「いかな理由があれど母から大事な子を奪い苦しめた。オレの不注意でな」

　紫苑は話しながら、ひなたの首元から制服のネクタイをしゅるりと奪い去り、特に酷く切れて血の流れ出している右手をギュッと縛った。

「その頃まだ幼かったオレは信長の記憶と一ヶ谷紫苑の記憶と、どちらが本物でどちらが別物なのか判別がつかずに混乱の中で生きていた。親もさんざん困惑したことだろうが、何者かわからずに一番困惑していたのはオレ自身だった。だが母のその言葉で、オレは自分の立場がはっきりとわかった」

　グッと眼まな差ざしを強めた紫苑の瞳の中に、えも言われぬ光が宿る。

　強くも悲しい漆黒の光に、ひなたは吸い込まれるような感覚に陥おちいった。

「織田信長として──一ヶ谷紫苑ではなく、信長としてオレは〝今〟を生きるしかないと、ようやく己おのれの存在に決着がついた。だが……やはりこうしてオレのせいで血を流す者を見るのはいたたまれないものだな。またオレは人を傷つける。もう戦はないというのに」

　痛ましそうに歪めた紫苑の目がひなたの手のひらに移る。

　だが紫苑がひなたの手のひらを見たのは一瞬。ひなたは傷だらけの手を広げ、目の前の紫苑を抱きしめた。

「なっ！　おまっ……！」

「紫苑君の痛みは誰が癒いやしてくれるの？　その痛みを一人で抱かかえているなんて、そんなの辛つらいよ」

「オレの……痛み？」

「だって弟が亡なくなって……それも目の前で亡くなって、辛くないわけがないでしょう？　紫苑君の心の痛みは誰が汲くみ取ってくれるの。紫苑君だって弟を奪われたんだよ。家族だもん、紫苑君だって同じように辛いよ……」
















　紫苑が厳いかめしい言葉を使うのも、信長として振る舞うのも、そんな悲しく辛い過去のせいだったと知り、ひなたはどうしようもなく悲しくて、紫苑を強く抱きしめた。

　人を拒絶するように生きる紫苑のことを知りたいと思っていた。けれど、彼の中にある苦悩の重たさに、ひなたは愕がく然ぜんとしてしまう。

　誰にも背負うことなどできない痛みと重みに、幼い頃から向き合わされて生きるしかなかった紫苑を、包み込んで抱きしめ続けていたい衝しよう動どうに駆られる。

　少しでも彼の心が癒やされるのなら、なんでもしてあげたい。たった一人でこんな重荷を背負うなんて辛すぎる。

　心の底から湧き上がる感情は、哀あわれみとか同情とか、そんなものではなく、きっと愛いとしさだ。懸命に生きる紫苑を、愛しく感じているとひなたは気づく。

「紫苑君、私、全然痛くないよ。こんな怪我なんて平気。それよりもお世話係なのに、紫苑君に愛あい想そ尽つかされた私が悪いんだよ」

「それは……違う。愛想を尽かしたわけじゃない。おまえを遠ざけていたのは……」

　ひなたの腕に抱きしめられたまま紫苑は唇くちびるを尖らせ、すぐにいつもの傲慢さを含んだ口調に変わった。

「そうだな。今最優先なのは急ぐことだ。そんなことも理解できないのなら世話係失格だ。急いでここを抜け出し、収録に間に合わせるぞ」

「そうだった!!」

　時間は切せつ羽ぱ詰つまっている。

　腕時計を見遣れば、あと五分で収録が始まってしまう。

　紫苑たちの出番は開始十五分後だが、控え室に戻り着替えをしてスタジオへ向かう時間を考えれば、もうギリギリだ。生放送ゆえに絶対に遅ち刻こくはできない。

「くそ、やっぱり鍵をかけてやがるな」

　ガンガンと蹴りを入れる紫苑を見たひなたは、ハッとあることを思い出し急いで制服のポケットをまさぐる。

「あった！」

　取り出したのは小さなバネ。

　いつぞや春木遊ゆう太たに靴の裏に貼り付けられ、痛い目を見た代物だ。

　遊太曰いわく、電でん磁じ石しやくにより凄いジャンプ力を持つとか。天てん井じようまで跳とび上がり、頭を強打する憂うき目にあった欠陥発明品。

「今こそ使う時だよね、これ」

　貧びん乏ぼう性しようのおかげでポケットに入れておいたバネをひなたは靴の裏につけ、スイッチを入れる。

「紫苑君、扉から離れて！」

　紫苑の返事を待たず、ひなたは力任せに鉄の扉を蹴っ飛ばした。

　ガコーンッ!!

　けたたましい音を立てて扉と壁の間に隙すき間まが生まれる。

「お、おまえ……何者!?」

　事情を知らない紫苑はひなたの脚きやく力りよくにドン引きしている。

「弟と一緒に戦隊物の真似をしていたからキックは得意なの！」

「そういうレベルなのか、その脚力は!?」

　素晴らしい反発力に扉突破の確信を得て、もう一度ひなたは力の限り扉を蹴飛ばす。

「ぬおおおおお！　借金消えろぉぉぉぉ！！！！！」

　深層心理の気合いを込めて蹴飛ばした扉は、ぐにゃりと歪み鍵の部分が見事に壊れた。

　しかし反動でひなたも弾はじき飛ばされて床に転がる。

「痛たたたっ……紫苑君、急いで！」

　素早く立ち上がり扉を押し開けて飛び出したひなたと紫苑は目を見張る。

　外へ続く扉の横に無造作に置かれている大きなパネルから炎ほのおが上がっていたのだ。

「火が!!」

　さっきの男が咥えタバコをしていたが、その吸すい殻がらとおぼしき物がパネルの下で焼け焦げているのが見えた。

　まだ火事というほど大きくはない小ぼ火やだが、放ってはおけない。

「紫苑君先に行って！　私は消火器を……」

　探すから、と続けようとして、紫苑の変化に気がつく。

　大きく目を開いたまま凍こおりつき立ちすくんでいる。視線の先は暴れる炎だ。

（そっか、火がダメなんだ！）

　以前、料理中に薫がさらりと言っていた。紫苑はあまり火が得意じゃないと。

　しかも火事が信長の記憶を呼び覚ます引き金になったとも聞いていたのに、失念していた。

　紫苑は火事に対して強いトラウマがあるのだろう。

　薫が毒殺されかけ誰かの作ったものが食べられないトラウマを持つように、部下に裏切られ、天下統一を目もく前ぜんにして炎の中で落命した信長の記憶が紫苑を縛っている。

　今生きているのは過去の人間ではないのに、苦しみの記憶を引き継いでいる。

（過去の苦しみから一歩前に歩き出して欲しい）

　過去の記憶など持たない凡ぼん人じんだからこそ、彼らに〝今〟を生きて欲しいと願う。

　ひなたは紫苑の手を強く握りしめ、一言一言を嚙かみしめるように告げた。

「紫苑君、どんな炎からだって守るから、怖がらずに目を閉じて私に任せて」

　返事もせずひなたを凝ぎよう視ししている紫苑の頭に脱ぬいだ上着を被かぶせ、すぐに勢いよく彼を抱き上げた。

「女、何を！　放せ！」

「新聞配達で鍛きたえた足腰と腕力はダテじゃないよ。私に任せて」

　驚く紫苑を強く包み込むと、ひなたは勢いをつけて炎が迫る扉へと突進した。

　火の粉こが魔の手のように舞い散りながら紫苑へと手を伸ばすが、ひなたはギュッと紫苑の体を強く抱きしめながら駆け抜ける。ジリッと髪が焦げる匂いと共に膨ぼう大だいな熱がひなたを一瞬だけ包んだ。

　そして次の瞬間、扉に体当たりをして廊ろう下かへと突き抜けた。

「もう……大丈夫だよ、紫苑君」

　肩で息をしながら火の粉で焦げ跡のできてしまった上着をスルリと紫苑の上から取り去ると、彼は目をギュッとつぶっていた。

　怖がる猫ねこを抱いているようで可愛らしく見える。トントンと優しく紫苑の背中をあやすように叩くと、紫苑はゆっくりと瞼を開いた。

「……もう火はないのか？」

　幼子のように紫苑の瞳がひなたをすがるように見ていて、思わず笑んでしまう。

「うん、大丈夫だよ。紫苑君、走れる？　私は薫君に連絡してから火事を知らせてくる」

　スマホを取り出すひなたの手を握りしめ、紫苑は一緒に駆け出した。

「一緒に来い。走りながら電話しろ。それと火事は薫から知らせるように言え」

「ええ？　ちょっと、えええ？　痛っ！」

　走りだして初めて気がついたが、足が酷く痛い。見れば足首が腫はれている。扉を蹴っ飛ばした時の衝しよう撃げきで痛めてしまったのだろうが、手のひらも傷だらけで満まん身しん創そう痍いだった。

「ごめん、足を怪我したみたいだから先に行って。本番に間に合わなくなる」

　痛みに気づいてしまえば歩くのも辛いほど痛む。とても走れそうになく、紫苑だけ先に行かせようとしたが、チラリと足に視線を走らせ、今度は紫苑がひなたを横抱きにした。

「し、紫苑君!?」

「やはり重いな。うむ、これは無理だ」

「……ですよね」

　失礼だが当然のことを言い、紫苑はひなたを下ろし顔をしかめる。

「おまえはオレを軽々抱き上げたのに、屈くつ辱じよくだ。馬鹿力だな、おまえ」

「弟たちを抱いてコツを知ってるし、毎日のバイトで鍛えられているからね。今回ばかりは貧乏人でよかった」

「くっそ、もっと鍛えてやる。そのうちおまえを抱き上げてやるから覚えておけ。今は仕方がない、背中に乗れ」

　ひなたの前で紫苑がしゃがんで背中を見せる。

「いや、いいって！　早く行ってよ」

「黙だまれ、大人しく早く負ぶされ。背負って走ってやる」

「自分より大きい人を背負って走るとか、どんなアスリートのトレーニングよ！」

　無理だと言っているのに、紫苑はひたすら「早くしろ」と急かすばかりだ。

　一秒たりとも無駄にできない状況なのに、紫苑はひなたを置いていく気はないようで一向に動かない。

「も～、頑がん固こもの！」

　やり取りをくり返す時間ももったいなく、ひなたは遂ついに負けて紫苑の背中に覆おおい被かぶさる。すぐに紫苑は立ち上がり駆け出した。

「おまえがいてこその『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』だろうが。おまえにオレたちを存分に見せつけてやる。だから一緒にいなくては意味がない。わかったか、バカ女」

　走りながら紫苑がそんなことを言うから、不覚にも胸が詰まった。

『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の二人の役に立ちたいと願っているのに、それが届いているのか、果たして役立っているのか全く手探りだったひなたにとって、今の紫苑の言葉は胸の奥深くに響いた。

「紫苑君、普通にしゃべってくれて嬉しい。気に入らないことはどんどん言って」

「だから……それは別に……そういうわけでは。……おまえと薫が、その……つまり」

　何か口の中でモゴモゴと話す紫苑の声は聞き取れなかったが、紫苑の背中の温ぬくもりはしっかりと伝わる。

（きっと誰よりも繊せん細さいで優しい。それを隠しているだけなんだ）

　紫苑の本当の姿にようやく手が届いた気がして、そっと背中に頰を寄せる。

　華きや奢しやなのにしっかりと筋肉のついた紫苑の背中が、男らしく頼もしい。

「おまえ……」

「何？」

「本当に重いな」

　感動していたのに失礼なことを言われてしまった。

「言っておきますが、これでも瘦やせてる方だよ？　裕福じゃないから間食しないし、標準体重よりは瘦せてるんだから！」

　ついムキになって二回も瘦せていると言ってしまったひなたに、紫苑は軽く笑う。

「重いがおまえの感触は悪くない。おまえに触れるのは嫌いじゃない」

「…………！」

　なんてことを言い出すのだ、この人は。

　絶句するひなたの鼓動がうるさいほど脈打つ。きっと紫苑の背中には、この胸の音を聞かれているのだろう。少しでも胸が密着しないように気をつけるひなたに、紫苑は深刻そうな口調で言った。

「しかし胸はもう少しある方がいいと思うぞ。そこは瘦せなくていい」

「し、失礼ね！　貧乏人の栄養は胸に行かなくてもいいの。それにまだ成長するはず！」

　ひなたの乙女おとめ心ごころなど欠片も気にせず紫苑は走り続け、ようやく控え室が見えてきたのは、もう出番の数分前だった。

「紫苑！」

　先に連絡をしておいたからか、廊下で待っていた薫が駆け寄ってくると同時に紫苑の背中に乗っているひなたを見て驚く。

「紫苑がひなを背負ってる……」

「薫、待たせたな。すぐに準備をする」

　ひなたを背負ったまま控え室に入ろうとする紫苑に、薫が手を伸ばしひなたを背中から引きはがす。

「火事の連絡はしておいたよ。すぐに消火したって。でも……紫苑は大丈夫だったの？」

「問題ない。こいつが側にいたからな」

「……そう、ひながいたから、ね。……出番が少し遅おくれたからまだ間に合う。すぐに着替えて」

　その時になってようやく薫の着ている衣装にも気がついた紫苑は、眼差しを強めた。

「薫、その衣装はなんだ」

　薫の着ているのは制服の白いシャツ。ただし普通ではない。

　墨で描かれた竹ちく林りんと、脇わきから背中にかけて見事な鷹たかが羽を広げている美しい水すい墨ぼく画がだ。

　古風なのにダイナミックで斬ざん新しん。スマートな薫が着こなせば、ファッションショーから抜け出してきたモデルのようだ。

「衣装が汚されてたんだ。でも見事でしょ。青葉君が制服にこの絵を一気に描き上げてくれたんだ。彼は筆を持つと神かみ懸がかって雪せつ舟しゆうになるんだね。紫苑のは遊太君のシャツで用意してあるよ」

「わかった。さっき出番が遅れたと言ったな。なぜだ？」

「遊太君が僕らの使うセットに何かを仕掛けて壊したから、今修理をしてる。おかげで準備できるまで別のコーナーと入れ替えになったけど……それでも、あまり時間はないよ」

　時間稼かせぎをしてくれたのはありがたいことだが、その仕掛けが彼の謎なぞの発明品によるならば、とてつもないトラブルになっているのではないかとひなたは軽く青ざめる。

「わかった。急ごう」

　紫苑は眉間の皺を深め、一拍置いてから控え室に入っていった。

　ひなたが紫苑を捜している間にみんなも色々と頑張ってくれていたのだ。

　紫苑のことをサボって逃げたんじゃないかなどと言っていたクラスメイトも、ちゃんと信じて協力してくれていたことが嬉しかった。

「ひな、怪我してる。手当てするから中に入って」

　ひなたの怪我に気づいた薫が心配そうな声で中へと促し、すぐに手当てをしてくれる。

（紫苑君を閉じ込めたのは、やっぱり相手事務所の差し金？）

　卑ひ怯きようだ、と呟いたひなたは、ふとあることに思い至り、「いやあああ！」と声をあげた。

「ひ、ひな？　どうしたの!?」

「どうしよう……私、とんでもないことを……狸と扉を壊してしまった」

「狸？」

「しかも制服……焦げてるよね、やっぱり……」

　ジャケットには見事な焼け焦げ。背中には男に蹴られた足跡がくっきりだ。

「あああ、これであと三年間過ごさなきゃいけないのに！　狸と扉は弁べん償しようかなあ？」

　肩を落とすひなたの手足を、薫は「狸？」と首を傾げながらも手早く手当てをしてくれた。

　ノックと同時に、顔を出したスタッフが二人を呼んだ。

「無事調整が終わりましたので『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のお二人、お願いします」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

　パッと王子様スマイルで応こたえた薫は一瞬でアイドルモードに変化する。

「女、おまえには世話になったな」

　振り返れば紫苑が着替え終えて立っていた。

　羽は織おっている墨で絵の描かれたシャツは遊太の物だ。

　遊太の制服のシャツは、紫苑には大きいけれど、そのサイズのミスマッチが彼の魅力の一つである幼さを強調している。

　しかも紫苑のシャツには濃のう淡たんの妙みよう味みが見事な大輪の蓮はすの花と、薫と対になるような構図で飛翔する鷹が描かれ、紫苑の幼さと大だい胆たんな絵柄のアンバランスさが見事にはまっていた。

「オレは今まで、アイドルなど薫のためにやっているようなものだった。だがおまえの無様な必死さは、上を目指しもがく楽しき日々があったことを思い出させた。だからこの世で足あ搔がくオレたちの姿を、おまえはその目に焼きつけ、最後までオレたちを見届けろ。それがおまえの役目だ。いつでも側にいろ」

　彼の強く鋭い眼差しはどこか甘さを含み、ひなたの心の奥底に突き刺さる。

（胸がドキドキする……こんな紫苑君の目、見たことない）

　フッと柔らかく紫苑が笑み、それから薫へと向き直る。

「薫、待たせたな。相手はどんな妨ぼう害がいをしてくるかわからない。険けわしい戦いになるぞ」

　人を寄せつけず生きる紫苑にとって、唯ゆい一いつ薫だけは同じ過か酷こくな時代を共有した心を許せる相手なのだろう。彼の瞳がそう物語っている。

　その絆に自分は入れないと思えば、少しだけ寂しい。

　尊大な態度の紫苑に、薫はその場で片かた膝ひざをつく。

「紫苑と共にならどんな険しい道でも行ける。政宗の時からあなたに憧あこがれていた。だから僕は紫苑とこの世で逢えた時から決めていたんだ、ずっと共にありたいと」

「薫……」

　薫と同じようにその場に片膝をついた紫苑が、おもむろにその肩を抱き寄せた。

「信長も政宗も時代の頂いただきを見ることは叶わなかったが、今度こそ一緒にてっぺんを目指すぞ。薫、おまえとなら必ずやり遂げられる」

　お互いをギュッと抱きすくめた後、二人は立ち上がり肩を叩き合った。

「いざ出陣だ。今こ宵よい、下剋上が果たされる様を衆人に見せてやろう。どんな苦境も逆境もおれたちは蹴け散ちらしてやる。おまえも離れずついてこい、ひなた」

　ザッと踵きびすを返した紫苑が、初めてひなたの名前を呼んだ。

　彼の背中が大きく見えてひなたは目を閉じる。

　──彼は弟なんかじゃない。

　今の紫苑は「男の子」ではなく「男」だった。強くて雄お々おしい男の人だった。

　紫苑の後に続こうとした薫が、包帯の巻かれたひなたの手を柔らかく包み込んだ。

「僕の側にはひなが必要だよ。もう怪我なんてしないで。心配してしまうから」

　片方だけ見せている薫の瞳は、心配と同じだけの色香が含まれている。それはひなたの胸の深い場所にある感情を揺らし、思わず息を止めた。

　艶あでやかな薫の姿から目を逸そらすことができない。優しい彼の声が耳に染み込む。

「……ご……ごめんなさい」

　なぜか自由にならない喉からそれだけを押し出すと、薫は困ったような笑みを浮かべ、ゆるやかに首を横に振ってから、そっと背中を押してくれた。

「さぁ三人で目指すよ、この先もずっと」

　それから薫はいつものように明るく笑う。

　薫も紫苑と同じ。悲しみも痛みも吞み込み、今を輝くために強く生きている。そんな二人を支えていきたいと心から願う。

　今まで感じていた壁は存在しない。あれほど近づけないと悩んでいた二人が、今、すぐ隣に感じられてひなたは大きな声で返事をした。

「はい！　頑張りましょう！」

　紫苑が背中で笑ったのが見える。薫が嬉しそうに笑ってくれる。それだけで二人は無敵な気がした。

（この二人なら審査員の心だって動かせる。八百長なんかに負けない）

　芸能界のしがらみなんて知らない。事務所の大きさでどれほどの違いがあり、それがどれほど影響を及ぼすのかなどひなたにはわからない。それでも彼らを表舞台にさえ立たせられたなら、きっと誰もが魅了されるだろう。

　その自信を持ってひなたは、ジャケットを羽織りながらスポットライトの中に向かって行く二人をスタジオの脇で見送った。

　観覧席から歓かん声せいがあがる。

　人気番組『スイヨル』ですでに二回放送された「アイドルバトル」のおかげで、『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』はもちろん『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』も確実に人気が上がってきていた。

「紫苑く～ん！　薫く～ん！」と黄色い歓声が飛んでいる。

　あの中に、二人のために奔ほん走そうしてくれたクラスメイトがいると思えばなお一層心強い。

　生放送の緊張感の中、司会者が高らかに「アイドルバトル」最終決戦の開始を宣言した。

　これも事務所の影響なのか、それとも今までの勝敗の結果なのか、先攻が『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』で、その後に『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』の順番になっている。

　紹介された紫苑たちが光の中に立つと、薫はそっと瞳を伏せ、紫苑は髪を搔き上げた。

　その瞬間からスタジオ全体の空気が彼らに向かって吸い寄せられていた。

　それほどまでに圧倒的な存在感を放つ。斬新な墨絵のシャツが光の中で何色にも輝いて見える。

　歌う紫苑の瞳の輝きから、彼が〝今〟を楽しんでいることが窺うかがえた。
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　薫もいつも以上に華はなやかさをまとい、煌きらめいている。
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　紫苑も薫も、今を夢中で楽しんでいる。ヒストリアとして過去の記憶の中ではなく、今、この時を楽しんでくれていることが嬉しくて、ひなたは泣きたい気持ちになっていた。

　それと同時にやけに胸が高鳴る。

　紫苑と薫が手を、足を、一つ動かすだけで、そこから目が離せない。

　二人の周囲の光が、煌めくしずくに変わったかのように、キラキラと飛び散って見える。

　それは衝撃的で刺激的な感覚。心も、体も五感の全てが、彼らに侵しん食しよくされていく。

　今まで見ていた『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』より、もっと純度の高い完成された『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』だ。

　圧倒的なカリスマは、この場の何もかもを引き寄せている。

　これまで感じたことのない胸のときめきにひなたは立ち尽くしていた。

　手の届かない彼らに焦がれるようなもどかしさと憧れの気持ちは、激しくひなたの感情を揺さぶる。

　叫びだしたい衝動に駆られる。大きな声で二人の名前を力の限り叫びたくなる。

（もしかして、これが好きになるってこと？　……ファンになるってこういう気持ち？）

　今まで二人の魅力を知ってもらいたいと奔走することに夢中だったけれど、今はファンの一人として遠くで見ている。光の中の彼らは、まさにスターだ。空に輝くまぶしい光。手を伸ばしても決して届かない光だ。

　今、ひなたは彼らに恋い焦がれるファンの一人になっている。

　二人が互いに寄り添えば、対ついになった鷹が対峙する姿を顕あらわにする。今にも飛び立ち獲え物ものをつかまえに行きそうだ。迫力のある絵に、観客席から控えめながらどよめきがあがる。

（すごい……青葉君の絵、すごい）

　青葉の描いた絵は迫力がある、なんて簡単な言葉で片づけられない。

　紫苑と薫の並ぶ立ち位置、光の加減、動きによってできる皺、それら全てを計算し尽くしたのかと思うほど、二人を引き立てていた。

　ひなたの後ろを一生懸命ついてくるカルガモのような気がして、この子は守ってあげなきゃと、つい長女気質でいつも気にかけていたけれど、彼も立派なヒストリアなのだ。素晴らしい才能を引き継いでいる。

　さすが涙で描いたネズミが動き出したとの伝承を持つ雪舟。その筆ひつ力りよくはダテではない。

　そしてそれを着こなして一歩も引けを取らないどころか、一層華やぎにかえてしまう紫苑と薫はさすがと言うしかない。

　二人の姿に会場中が見み惚とれ、空気感が尋じん常じようでないほど熱い。

（よかった……二人を側で見ていられて、本当によかった）

　初めて会った時から今までの苦労が全部消えていく。

　ふと視線を上げると、観客席に座るクラスメイトが見えた。

　うっとりと、と言うにしては崩れた顔面で光の中で踊る二人を見つめる美羽。きっと妄想の翼がどこまでも羽を広げていることだろう。抱き合う二人の姿を彼女に見られなかったのは幸いと言うしかない。

　厳しい顔つきながら手でリズムをとっているのはエマ。今回、二人の曲には和楽器がミックスされているのだが、それを提案したのは彼女だ。優れた感覚の持ち主であるのは、さすが清せい少しよう納な言ごんのヒストリアだと感心させられる。

　エマの隣でひたすらスマホをタップしているのは柚だ。

　彼女は得意の毒どく舌ぜつブログで収録実況を打ち込んで拡散してくれているらしい。

　ただし内容は相当毒舌らしいので、それが『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のためになるとは思えないけれど、彼女のブログはかなりの閲えつ覧らん数すうを誇ほこるので注目度を上げるのには有効だろう。

　彼女なりに宣伝してくれているのはとても嬉しい。

　柚の隣の遊太はエマの隣に座りたかったのだろうが、柚がそれを許さなかったようだ。

　謎の使えない発明ばかりしているが、今回紫苑救出の際には彼の発明品が役立ったし、二人の出番を遅らせるように協力してくれ、本当に助けられた。これからは少しくらい迷めい惑わくを被こうむっても我が慢まんしようと思いながら、エマをチラ見している彼に頭をそっと下げる。

　そして小さくなって座っている青葉。

　理事長が彼を日本画の世界で活躍させたいと言っていた理由がわかる。青葉自身がコンクールに絵を出品することを厭いとうせいでまだ誰も彼のことを知らないけれど、一度でも出せばきっとすぐに有名人になってしまうだろう。今回の一件で彼の才能の凄すごさを思い知らされた。

　彼らもまた、各々のやり方で〝今〟を生きている。

　紫苑たちのように、悲しいことや辛いことが記憶に刻きざまれているかもしれない。それでも前を向き、今という時代を生きているＳクラスのみんなが誇らしい。




　初めてＳクラスに入った時は、なんとまとまりがなくバラバラなのだと不安を抱いだいた。

　全員がこれだけ個性的なのだ。バラバラで当然、まとめるのは至難の業わざなのだ。

　けれど今日はそれぞれの才能を発揮し、一丸となってトラブルに立ち向かってくれた。

　まとまった時にこれほど心強い人たちはいないだろう。

（本当に嬉しい。このクラスのみんな、大好き）

　Ｓクラスに入ってよかったと心から思えた。

『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』の歌が終わると、数秒の空白が場を支配し、すぐに割れんばかりの拍手と歓声が沸わき起こった。会場の熱は『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が握っている。

　交代でステージに立った『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』の碧は唇を嚙みしめ紫苑を睨んでいた。

　すでに二回分の得点差は大きい。しかも審査員には手を回されており、ここから勝つことは難しいだろう。それでも今夜は紫苑が提案した視聴者投票がある。自ら道を切り拓ひらこうとしている紫苑たちのために、ひなたは今、勝利を祈り続けるしかない。

　やがて彼らの歌が終わり、ついに投票の時間が来てしまった。

　歓声の数からすれば、今日は観覧席に『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』のファンがかなり来ていると思われるが、これも大手事務所の差し金かもしれない。

（なんでも疑ってしまう自分がイヤになる）

　ひなたは溜ため息いきを落としながらも、データ放送による視聴者の投票が一番気になっている。

　審査員に手を回し、観客をファンで固めても、視聴者にどれだけ認められるかが一番重要だと、理事長が言っていたからだ。

　開始の合図を受けた司会者が、芝しば居いがかった物言いでカメラに向かい話し始める。

「放送をご覧の皆様、なんと今夜は視聴者投票が行われるよ！　投票したいグループの色のボタンを押すだけ簡単！　視聴者票は得点が多い方のグループに五〇点がプラスオン。すなわち！　『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』には大逆転のチャンスもありだ！　それではみなさん……レッツジョイナス！　投票するっきゃないね！」

　コーナーの最大の見せ場とばかりに華やかなドラムロールが響き渡っている中、司会者の声が割って入る。

「発表いたします！　まずは会場の観客席と審査員の得点結果発表だ！」

　ひなたは胸の前で手を組み合わせて祈いのる。

（どうか……どうか『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が勝ちますように！）

　祈るひなたが視線を向けた審査員席から、収録前に話をした芸人二人が口元だけで笑みを送ってくれた。

（入れてくれるんだ）

　その合図と同時に発表された。

「『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』五二点！　『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』四八点！　おおっと、遂に遂に『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』がここに来て初勝利！　しかし点差はたった四点差。現在の合計点数の差は……な、なんと!!　四八点の差で『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』が勝ってます」

　一瞬だけスタジオ内が静まった後、一斉に歓声が起こる。

　データ放送で投票されている点数で『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が勝てば、五〇点プラスされる──つまり大逆転できるのだ。

　逆転のかかった展開に司会者さえも興こう奮ふんし、「これはわからない展開だ！」とカメラに向かってリアクションをとる。

　投票は赤と青に色で分けられていたが、途中で票数がわからないようにモニター上では隠されていたので、その場の誰もまだ結果を知らない。

　改めてドラムロールが鳴り響き、今度は照明も落とされた。

　次に照明に照らされるのが、勝者だ。

　心臓が締めつけられて息が苦しい。場内の酸素が一気に失われたように感じる。

　ドクドクと自分の心臓が拍はく動どうする音が耳で響き、周囲の音が消えそうだ。

「見届けるんだ」

　紫苑に言われた言葉を思い返す。

　──最後までオレたちを見届けろ。それがおまえの役目だ。いつでも側にいろ。

　あの紫苑が言ってくれたのだ。どれほど嬉しかったか、きっと一生忘れられない。

（たとえ負けても、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』は私が見届ける。足あ搔がく姿も綺麗だよ）

　このデータも細さい工くされているかもしれない。

　けれど観客席では『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』のファンが多勢を占め、審査員は手回しされている絶体絶命のこの中で、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が勝ったことはとても大きな一歩だ。

　負けていないということの証明だ。

（だからお願いです……どうか、どうか細工をしないで、堂々と戦わせて）

　ダン、と最後の一音が鳴り終わり、スタジオ内から音が消えた。

「発表します！　勝者は──」

　憎にくらしいことに司会者はここで一呼吸入れるから、ひなたの心臓は緊張のあまりにもう破裂しそうだ。生活費が底をついた時よりも切羽詰まる思いに息が苦しい。

　司会者がマイクを口元に近づけるや、早口に一息で告げた。

「勝者『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』!!　大逆転おめでとう！」

　パンと弾けたようにライトが紫苑と薫だけを浮かび上がらせた。

　キャ────ッ！　と黄色い歓声が高らかに響き、盛大な拍手が沸き起こる。

「視聴者による投票は、なんと『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』が圧倒的点差で勝利だ！　合計得点で逆転！　まさにアンビリーバボー!!　コングラッチュレーショーン！」

　司会者の驚きは本物で、その声が上うわ擦ずっているのは、予想外の結果になったことに驚いているのだろう。

「……勝ったの？　二人が……勝ったの？」

　ひなたは呆然とした後、その場にしゃがみ込み、声を殺して泣いた。

　嬉しくて、嬉しくて、どうしようもないほど嬉しくて、涙が溢れて止まらない。本当は子どものように声をあげて泣きじゃくりたい。

「ちゃんと……ちゃんと判定……してくれたんだ」

　細工をされなかったことと、視聴者が『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』を選んでくれたことが嬉しくて膝に力が入らず、その場にしゃがみ込んだ。そして光の中の二人へ顔を向ける。

　そこには抱き合う紫苑と薫。

　誇らしげに笑い合う二人の周囲は煌めいていて、彼らの〝今〟が輝いている。

　番組終了の合図が入り、紫苑たちが、しゃがみ込み泣いているひなたの前にゆっくりと歩いてくる。

　立ち止まった紫苑が、ひなたを見下ろしながらニヤリと笑う。

「ひなた、泣き顔、不ぶ細さい工くだぞ」

「……指摘されなくても知ってます」

「そんなことないよ、ひなのどんな顔も僕にとっては可愛いからね」

　すかさず薫がフォローしてくれたが、結局泣き顔が酷いと言われたようで全くありがたくなかった。

「ほら、立て」

　ひなたの腕をつかみ立たせた紫苑が、そのままひなたの頭を自分の肩に押しつけた。

「なんっ……!?」

　ドキッと心臓が跳ねる。今日はやけに紫苑が凜り々りしく男らしく見えてしまいどうにも心臓によろしくない。

　客席からは見えない位置ではあるが、周りにはまだ忙しそうに働くスタッフがたくさんいる中で、いきなり何をするのか。驚きであれほど止まらないと思っていた涙が引っ込んでしまった。

「不細工な顔を人前に晒さらすな。顔を隠して早く泣きやめ」

「ももも、もう泣いてないから。大丈夫です」

　紫苑の肩から顔を起こしたひなたを無言で眺ながめてから、紫苑はおもむろにひなたの右手を取って持ち上げた。

　薫が手当てしてくれた包帯が巻かれている手は、握りしめられて小さな痛みを運ぶ。

「おまえのこの手は強くて美しい手だ。この傷はオレのせいであり、オレのためについたもの。だから今後はこのおまえの手は、オレだけのものにするがいい」

「……は？」

　紫苑の言葉の意味がわからず、間抜けなほどポカンとする。だがすぐにひなたは顔を真っ赤に染めた。

　紫苑がひなたの手のひらに、恭うやうやしく唇を寄せたからだ。

　包帯越しとはいえ、紫苑の唇の感触が鮮あざやかに焼きつく。

「し、紫苑君!!」

「約束せよ。この手はオレのためだけに使うと。オレもこの手を放さぬと約束してやる」

　ニッと傲慢にも見える笑みで見上げてくる。可愛くも生意気なその笑顔の破壊力にひなたは声を失い、耳まで真っ赤に染める。

（な、何を言ってるか意味不明です！　いや、手は色々使うからね？　紫苑君のためだけとか、そんなの無理だからね！）

　言いたいことはたくさん溢れてくるのに、一つも形をなさない。

　困惑しているひなたの背後から、薫が代わりにとばかりに声をあげた。

「それは宣戦布告？」

　ひなたの手を握ったままの紫苑も、腕組みをする薫も、互いを射い貫ぬくように見つめ合う。

「……悪いが、そういうことだ」

「ふ～ん……譲ゆずらないよ」

「オレ様と真っ向勝負か、薫」

「ちょっと、急にどうしたの？　ケンカはだめだよ？　というかなんの話をしているの？」

　二人の間でおろおろとするひなたの髪を、薫は一ひと房ふさすくい上げた。

「真っ向勝負ね。……いいけど、僕はもうキスの予約済みだから。ね、ひな」

「えええ!?　いやいや、あれは髪にって話ですよね？」

　ふふっと笑った薫が素早くひなたの髪に口づけをした。

「ちょ……!?　薫君んんん!!」

「薫、ベタベタするなと言っただろう！　それにキスの予約とはどういうことだ！」
















　凍りつくひなたと叫ぶ紫苑に返事もせず、薫は肩をすくめると背を向け歩き出す。

「待て、薫！　詳しく話せ！」

　後を追って紫苑が駆け出したから、ひなたも気持ちを落ち着かせて続こうとしたが、スタジオを出て行こうとしている大御所芸人と若手芸人の二人に気がつき、痛む足を引きずりつつ彼らに近寄り頭を下げた。

「あの！　お世話になりありがとうございました」

　彼は手を回されながらも『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』に点を入れてくれたのだ。

　深々と頭を下げたひなたに、彼は「ちゃうちゃう」と関西弁で言った。

「僕が断然『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』がかっこええと思ったから正直に自分に従っただけや。他の審査員もほんまは『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』がええって思ってるはずやで。別にお世話したわけちゃうし、気にせんでええからな。ま、芸能界ってのは理不尽なことも色々あるやろけど、見てくれる人はちゃんと見てくれてるし評価もしてくれる。才能は噓うそつかへんから、負けんと頑張りや。応援してるわ」

　ああ、と彼は付け加える。

「プロデューサーにもお礼言うとき。あの人、『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』のこと褒ほめてたし最後の視聴者投票も、色々しがらみある中で頑張ってくれたみたいやで」

　いかつい顔でニコッと笑った芸人は、軽く手を振り足早に廊下を去っていってしまった。

　ひなたは彼の姿が見えなくなるまで頭を下げ続ける。

　周囲に助けてもらった喜びと、それを引き出した『Ｂ・ＳＨＯＷＺ』に、言葉を失うほど感激し、しばらく頭を上げられなかった。

　控え室に戻ったひなたは、制服へと着替え終えた二人に満面の笑みを見せる。

「紫苑君、薫君、逆転勝利おめでとうござい──」

「なんてことをしてくれたんだよ！」

　バンッと唐とう突とつに開かれた扉から割り込んできた怒鳴り声にひなたの言葉はかき消される。そこには九重碧がクールさなど欠片もない怒りの形相で拳こぶしを握りしめて立っていた。

「信じられない！　この企画は『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』を売り出すための企画で、最初から僕たちの勝利は決まっていたのに、君たちのせいでメチャクチャじゃないか！」

　事務所の方針で八百長をしていることを自ら暴ばく露ろする碧の言葉に紫苑が眉を跳ねさせたが、それでも黙って睨み続けている。

「だいたい、無名の君たちが『オリーブジュニア』の僕たちに勝とうなんて考えることがおこがましいんだ。当て馬が出来レースを潰して、僕たちも社長も面めん目もく丸潰れじゃないか！　こんな女子高生が付き人な時点でお察さつしの底辺事務所のクセに！」

　叫んだ瞬間、紫苑は碧の胸ぐらをつかみ、力任せに碧に膝をつかせた。

「おい、こいつを侮ぶ辱じよくするな。そして能力のない者がオレの前で大きな口を叩くな」

　押し殺した声は強い怒りの色に染まっている。跪く碧を見下ろす紫苑の瞳は鋭い刃のように危険な煌めきを宿す。

　野生の動物ならば本能で逃げ出してしまうほどの威い嚇かくを見せる紫苑に対して、碧は怯まずに喚わめく。

「う、うるさい！　こんなことして、暴行で訴えてやるんだから！　何が能力だよ。僕たちの足元にも及ばないくせに偉そうにするな。君を見ていると僕は無性にイライラするんだ！」

「勝手に苛いらついておけ。観客におまえらのファンを入れたのは負けるかもしれないと不安だったからじゃないのか？　そんな能なしなどオレの敵ではない」

「あんなのは勝つための計略の一つでしょ？　どうせ君なんかコネも頭もないんでしょ？　おバカなお子様。どうせ相方もきっとおバカなんだろうね☆」

　この状況でも煽あおることをやめない碧はある意味度胸が据わっている。しかし相方、つまり薫を侮辱したことは、どうやら紫苑の逆げき鱗りんに触れてしまったようだ。

　碧の胸ぐらから首筋に紫苑は手を移動させた。

「薫がどれほどのものを背負っているか知りもしない奴やつが口を出すことは許さない。……喉元を切り裂いて殺すぞ」

　口調は静かだ。だからこそなお一層鬼き気き迫せまり、ぞくりとさせる凄みがある。

　紫苑の凄せい絶ぜつな気迫にさすがに碧の顔面から血の気が引き、ただでさえ色白の彼の顔は、今や紙のように真っ白になっている。

「おまえのやり口は汚い。オレを監かん禁きんさせたのはおまえだろうが、あれは策略としても下げの下げ。最低の下げ策さくだ。男として恥を知れ」

　しかし碧も負けてはいない。

　顔がん面めん蒼そう白はくのまま「そんなの言いがかりだね、どこに証拠があるんだよ。あるなら今すぐ出してみたらぁ？」とふてぶてしく言い返す。

　グイッと紫苑の手のひらが碧の首に巻きつく。

「紫苑君！」

（首を絞しめる気!?）

　いくらなんでも傷害沙汰は大問題だ。紫苑を止めようと駆け出しかけたひなたを薫は背中から抱き寄せるように止める。

「紫苑なら大丈夫。もう自分の道筋を見据えているから、無茶はしない」

　薫の言った通り、紫苑の手が碧の首を絞めることはなかった。

「オレを騙だまして呼び出したのはおまえのマネージャーの仕し業わざだな」

　ゴクリと碧の喉が動き、唇を震わせる。

「し、知らないね。僕は関係ない、から」

「しらを切るな。あの男がおまえの会社の社長に、おまえのマネージャーから頼まれたと金を無心する電話をしていた。オレが意識を失っていると思って油断したんだろう。いや、案外あの狡こう猾かつそうな男はオレに聞かせていたのかもしれない。舐められたものだ」

「電話……？　社長に!?」

　見る間に顔を強ばらせた碧の肩が震えだす。

　紫苑閉じ込め事件はどうやら事務所主導ではないのか、社長に知れたと聞かされ碧の顔が青ざめている。

「でも……僕が悪いんじゃない。君が生意気に僕らに対抗して目め障ざわりだったからだ！」

「言い逃れなど見苦しい！　このたわけが！」

　強い叱しつ責せきが紫苑の口から放たれた。

　言い訳をしていた碧が弾かれたように紫苑を見上げる。すぐにクシャッと顔を歪ませるや、紫苑の手から逃れ、唐突に平へい伏ふくし叫ぶように告げた。




「ご、ご無礼いたしました！　お館やかた様！」




「は？」

　突然碧が何を言い出したのかその場の誰も理解できず、辺りは奇妙な静せい寂じやくに満たされる。

　すぐに頭こうべを持ち上げた碧自身も、ポカンとした表情を浮かべて呟いた。

「……何？　え？　なんなの今の奇妙な言葉。僕が発したの？」

　それは演技ではなく、本気で困惑しているように思えた。いつものふざけきった口調でなく普通の話し方になっている。

（普通に話せるんだ、この人）

　イライラさせる口調は作り物だったらしい。

「ちょっと、ちょっとぉ、僕、今何をしたのぉ？　なんか気味悪ぅい」

　すぐにあの口調に戻った碧の様子に、紫苑は手近にある椅子を乱暴に蹴飛ばした。

　ガンと激しく転がった椅子にひなたはまた焦る。

（暴れちゃダメだよ紫苑君！　それに備品は大事に扱わなきゃ）

　場の空気がこんなに緊きん迫ぱくしていなければ注意するところだが、今はそれどころではない。

「何がお館様だ！　ふざけるな！　これも計略とでも言うのか、性根の腐った奴め！　このオレをそこまで愚ぐ弄ろうするのか！」

　烈れつ火かの如ごとき怒りのオーラを放つ紫苑の姿は、織田信長の存在を強く感じさせる。華奢で幼さの残る紫苑ではなく、大きな存在感が辺りに平伏を強要する。

　怒りを撒き散らす紫苑を呆然と見上げていた碧の瞳が、途端に大きく見開かれた。

　それからすぐ、再び深々紫苑へと平ひれ伏ふして言った。




「失礼しました、お館様ぁ！　僕ってば無意識にお館様を意識しちゃったみたいなんですぅ。愛ゆえの行動だよね、これって。どうか愚おろかな僕を罵ってくださ～い」




　碧の豹ひよう変へんぶりに薫もひなたも絶句し、紫苑も啞あ然ぜんとする。

　注目を集める中、額ひたいを床にすりつけていた碧が顔を上げた。

　碧は真しん摯しな瞳で紫苑を見上げており、どこにもふざけた雰囲気はない。

　やがてもう一度頭を下げた碧が、告げた。

「僕ね……今、全て思い出したんですぅ。僕は森もり可よし成なりの息子、森もり成なり利とし蘭らん丸まるです。お館様、もうすっごいお会いしたかったですぅぅ」

「……なん、だと？」

　喉の奥から押し出す紫苑の声が途切れる。

　成り行きを黙って見ていたひなたは、頭の中がこんがらがっていた。

「もりなりとしらんまる。……森……森蘭丸[image: ]」

　ようやく名前と漢字が一致し、目を見張る。

（森蘭丸って……信長の小こ姓しようで美少年として有名だったあの蘭丸？　……噓でしょ？）

　目の前の碧の外見は完全に北ほく欧おう風ふうで背が高く、しかも賢そうには見えない。森蘭丸の聡そう明めいで儚はかない美少年のイメージとは全く結びつかない。

　もしこれが本当のことならば、紫苑が放つ信長の怒ど気きに、碧の中に眠る森蘭丸の記憶が甦よみがえったのだろうか。

　以前薫が、強きよう烈れつな過去のトラウマが記憶を呼び覚ますきっかけになると言っていた。蘭丸は過去に信長に強く叱責されたトラウマでもあるのかもしれない。

（いや、ありそうだよね）

　今の紫苑だって充分短気だ。たいがい気性の荒い戦国時代の猛も者さの中でも、残忍だとか暴君だなどと特筆される信長が、紫苑以上に短気だったのは想像に難かたくない。

　微び妙みような空気が場を支配し誰も身動きしない中、この混乱を巻き起こした当の本人、碧がガバッと紫苑の足に抱きついた。

「お館様ぁぁぁ！　この僕を忘れたなんて薄はく情じようなことは言わないですよねぇ？　本能寺では寄り添い共に最後を迎えた僕を……あれほど可愛がってくださった蘭丸を、忘れることなどありえませんよねぇぇぇ？」

「寄り添い……共に最後を……」

　その一言に敏びん感かんに反応したひなたに、紫苑は振り返りざま言い訳をする。

「おい、誤解するなよ。最後の介かい錯しやくを蘭丸がやったというだけだ。変な意味などない」

「……変な意味」

「ひなた、まさかおまえもあの腐れ女の妄想に取とり憑つかれているんじゃないだろうな！」

「お館様、変な妄想とはどんなものですかぁ？　この蘭丸、お館様のためなら、どんなことでもしちゃいますよ！　犬にだって喜んでなっちゃいますぅ☆」

「う、うるさい。本物の蘭丸かどうかも怪あやしい。離れろ！」

「そ、そんなぁ、お館様ぁぁぁ。愛しきお蘭を忘れちゃうなんてぇぇぇ……。じゃあ死んで蘭丸だって証あかしにするもんね。ねえねえ、誰か刀を貸してよぅ！　この蘭丸がお館様からもらっちゃっためっちゃくちゃ格好いい刀、不ふ動どう行ゆき光みつがいい。それ以外の刀なんかは僕に似合わないからイヤだも～ん」

　早くぅ、刀持ってきてよ～！　と碧の騒がしい声がする控え室で、ひなたは頭を抱える。

（わあああ、なんだこれ。もう何がなんだか！）

　とんだトラブルメーカーが発生している。幼さの残る紫苑にしがみつく背の高い碧が森蘭丸だとか、トラブルの予感しかしない。

　絶対に面倒くさいことになる未来しか見えない！

「ひな、頭が痛い？」

　すぐ耳元で薫にささやかれ、ハタと気がつく。まだ背中から抱きしめられたままだった。

「あわわ、薫君、もう大丈夫だから手を放して」

「うん、ひな、あったかいね」

「いや、だから手を放してくれませんか？」

「うん、そうだね。ひな、可愛い」

　笑うばかりでひなたを解放しようとしない薫に耳まで赤くしながら溜息をつく。

（ああ、話が通じません！）

　目の前では嫌がる紫苑に縋すがりつく、完全に紫苑の犬と化した碧と、背後にはニコニコしつつ抱きつく薫。

　弾けたように賑にぎやかになった控え室の中、ひなたは少々うんざりしながらも、紫苑と薫の活いき活いきしている姿に心の中が温かくなる。彼らの未来への道が遠くまで続いているのを感じていた。

（この二人なら……必ずできるよ、下剋上。私は側で支えるよ、ずっと）

　心の温かくなる未来に、ひなたの頰は緩んだ。
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『Ｂビー・ＳＨＯＷシヨウＺズ』は無事に『ミュージック・ファイナル』の出演権を獲得し、また同時に『スイヨル』の放映のおかげで知名度も人気も一気に盛り上がり、雑誌などの露ろ出しゆつも増え、今や大注目の新人アイドルに成り上がった。

　校内でも二人を目当てに、Ｓクラスの校舎に忍び込む不届きな生徒まで出る始末だ。

「きゃ～～！　紫し苑おん君、こっち向いて!!」「薫かおるく～ん！　私と遊んでぇぇぇ！」と、二人が並んで歩いていると、黄色い声が飛び交うのが日常となっている。

　おかげでひなたの無条件特待生の件もお給料も安あん泰たいとなり、しかも焦こげた制服も無料で新しく支給された。扉とびらと狸たぬきの弁償もせずに済み、いつになく心が軽い。




「これもみなさんのおかげです。ありがとうございます」

　あの日、クラスのみんなが協力してくれたから、危き機きを回かい避ひできたとお礼を告げたひなたに、エマが扇せん子すで口元を隠かくしながら高笑いした。

「ほ～っほほっ！　私に不可能はないの。どんなことでも私に相談すればいいわ」

　ナポレオンのような大たい言げん壮そう語ごを自信満々で言い放ってくれる。

　そのエマに美み羽うが「きゃっ」と抱きつき、「人気の出た二人でまた妄もう想そうが滾たぎってあり、おり、はべり、いまそかり～」と崩くずれた笑みを見せる。

　柚ゆずは渋じゆう面めんを作りながらもスマホで何かを打ち込んでいる。

　あの日、一番活躍してくれた欠陥品発明王の遊ゆう太たと、衣装を仕上げてくれた青あお葉ばにも丁寧に頭を下げると、青葉は照てれて教室の隅すみに隠れ、遊太は「百もも井いどの、新たなる発明品を試してもよいかな？」と得体の知れない奇き妙みようなものを差し出してきたので、それは丁てい重ちようにお断りしておいた。

　紫苑と薫が始業のチャイム間際に入ってきたので、すぐに二人の元に駆かけつける。

「おはよう。昨日は取材お疲れ様……って、紫苑君も薫君もボタン！」

　二人の制服は、ボタンが見事にむしり取られていた。

「普通科の女の子に狙ねらわれて、むしられたんだ。……さすがに僕でも怖かった……」

　女の子大好きな薫でも怯おびえるほどのハイエナ攻撃を受けたのだろう。ご愁しゆう傷しよう様さまだ。

　紫苑はむうっと子どものように膨ふくれっ面つらをしながら上着を脱ぬぎ、ひなたに放り投げた。

「繕つくろい物はおまえに任まかせれば問題ない。頼むぞ、ひなた」

　まだ紫苑の温ぬくもりが残るジャケットを手にして、ひなたは満面の笑みを浮かべる。

　紫苑が自分の物を任せてくれるほど信頼してくれていることが嬉うれしい。

「いつでもお任せあれ。靴くつ下したの穴あき処理も上手いよ！」

「穴のあいた靴下は普通に捨てろ」

「はあ？　噓うそでしょ。それだけで捨てるなんて、どこのセレブ？」

　紫苑もひなたも、お互いに呆あきれ顔がおを同時にしたが、黙だまって聞いていた薫が口を挟はさむ。

「ひなのそのもったいない精神は賞しよう賛さんに値するね。節約を極きわめていて尊敬するよ」

　クリクリとひなたの頭を優しく撫なでてくれる薫の手に、紫苑がムッとする。

「薫、そう女に気安く触るな。見るに堪たえない」

「そんなこと言うなら紫苑も気安く触ってみれば？　膝ひざ枕まくらまでしてもらってるんだし」

「ばっ！　オレは決して気安く触ったりしない！　膝枕は頭を載せるだけで触ってない」

　紫苑がムキになって言い返した途と端たんに、ガラリと教室の扉が開かれ、若い担任の先生が入ってきてみんな席に着く。日に日に彼は瘦やせてきているようだが大丈夫だろうか。

「……みなさん、おはようございます。今日はなんと……転入生がいますよ」

　先生のテンションがやけに低くげっそりしているようで、ひなたは本格的に心配する。

「またか。ひなたに続いて二人目だな」

　紫苑が一番後ろの席で薫に話しかけたが、すぐに口を閉ざした。

　それは扉から入ってきた転入生がハイテンションで叫さけんだからだ。

「お館やかた様さまぁぁぁ!!　あなたの蘭らん丸まる、愛いとしのお蘭がやって参りました～～!!」

　スキップしながら入ってきたのは『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦハーフ・アンド・ハーフ』の九重ここのえ碧みどりだった。

　げっ、と紫苑がカエルの潰つぶれたような声をあげる。

　しかしその声より大きな叫びが教室にこだました。

「蘭丸ぅぅぅぅ!?　あの森もり蘭丸？　いやぁぁぁん!!　本家本元のＢＬが来たりなん！　滾らざるや！　我が衣ころも手でに萌もえや降り積むぅぅ！」

　美羽の叫びだった。しかも顔面が史上最高に崩れている。

「みなさん、先生の話を聞いてますか？　……聞いてないか。彼は高校二年の──」

「好きな席でいいよねぇ、せぇんせい☆」

　先生の声が騒さわぎの中で虚むなしく消えていく中、勝手に話を進めウインクをした碧が紫苑の元へいそいそと近寄り、すぐにとんでもないことをのたまった。

「お館様！　どうぞ僕を椅い子すとしてお使いください～☆」

　いきなり四つん這ばいになり、紫苑を見上げる。心なしか息が荒い気がする。

「使うか！　気味が悪い！」

「背中プレイはイヤですかぁ？　ではでは、膝ひざの上にどうぞですぅ～」

　ポッと頰ほおを染めて紫苑の隣の椅子に座り、強引に紫苑の腰を引き寄せる。

「や、やめろ!!　薫、出るぞ！　一刻も早くこの場から退散する」

　ガタガタッと立ち上がった紫苑がひなたを振り返り、手を差し伸べた。

「ひなた、おまえも一緒に来い！」

　口元を引き上げて笑う紫苑を晩ばん秋しゆうの陽射しが綺き麗れいに浮き上がらせる。

　傲ごう慢まんでやんちゃで艶あでやかな信長のヒストリアに、ひなたはまだ傷跡が鮮せん明めいに残る右手を差し出した。

　ひなたの手のひらを、すぐに紫苑はしっかりと握にぎり込む。

「オレの手を放すなよ」

　グッと引き寄せられ胸が弾はずむ。弟たちとは違う強引な仕草にときめいてしまった。

　手をつなぎ二人して廊ろう下かへ出ると、先に出ていた薫が左手を優しくつかみ、甘く微笑ほほえむ。

　ひなたの両手には王子様。

　武将王子と一緒に、光の溢あふれる廊下を駆け出した。

「お館様ぁぁぁ！」とのわんこの叫びを背後に聞きながら。




　私立飛鳥あすか野の学園特とく殊しゆ芸げい能のうクラス、通称Ｓクラス。

　ヒストリアと呼ばれる特殊な生徒が通うクラスの、唯ゆい一いつ「普通」の平凡生徒、百もも井いひなたのめちゃくちゃながらも楽しい学園生活が今日も始まろうとしていた。





おわり
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　こんにちは、妙みよう見けんさゆりです。

『武ぶ将しよう転てん生せい王おう子じ！』を手に取ってくださりありがとうございます。

　この作品は、前作のデビューシリーズを終え、二作目となります。




　今回『ヒストリア』と呼ばれる偉い人じんの転てん生せい者しやが出てくるお話ですが、実はもっとたくさんの転生者を考えていました。

　卑ひ弥み呼こ様はカリスマ占い師で……と考えたのですが、彼女がクラスにいたら、全実権を握にぎってしまいそうなのでやめました。信のぶ長なが様もさすがに古代女王様には負けそうですよね。

　一冊の中でわりと多くのキャラが出てきている（自分比）作品ではありますが、お気に入りの一人を見つけていただけたら嬉しいです。

　そして何よりイラストが魅力的ですよね！　格好良くも可か愛わいいイラストの数々を描いてくださったイノセ先生、ありがとうございます。

　ラフを見た時、美み羽うではありませんが滾たぎりました！　薫かおるの肌色に。

　的確な指摘をいただきました校正者様。文が磨みがかれるのを実感しました。

　印刷、デザイン、その他、本作品に携たずさわってくださった皆様にお礼申し上げます。

　いつも様々な面で助けてもらってばかりの担当様。感謝しています。

「武将の転生者がアイドルになる」という、きわめて意味不明なこの作品を候補の中から選んでくださった担当様の果か敢かんな攻めの姿勢に敬けい服ふくいたしました。




　そして、最大の感謝を読者の皆様に！

　読んでくださり本当にありがとうございます。楽しんでいただけたらなら幸いです。




　実は思い出していないだけで、あなたも『ヒストリア』かもしれません。

　私なら菅原すがわらの道みち真ざねで勉強楽々か、エジソンで一ひと儲もうけ……って、煩ぼん悩のう全ぜん開かいで失礼しました。





妙見さゆり



















著

妙見さゆり

Sayuri Myouken




大阪育ちの三重在住。

歴史もお城も大好きで、和の世界に入り込み、今は茶道の世界にはまり中。

最近パソコンを買い換えたところ、微妙なキーの位置の差異のせいで、

やけに￥マークを押してしまいます。

早く慣れてくださいな、我が手よ……。










イラスト

イノセ

Inose




プリンと甲冑が好きです。

パンツも大好きです！



















イラスト／イノセ

デザイン／おおの蛍（ムシカゴグラフィクス）












武ぶ将しよう転てん生せい王おう子じ！




織お田だ信のぶ長なが、職しよく業ぎようはアイドルです!?








妙みよう見けんさゆり
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